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悪者のふたり




「エスター、君を本気で愛しているんだ。そろそろ俺の気持ちに応える気になってくれたか？」

「いい加減にして、グレイソン。恋愛対象には見れないと何度も言ったでしょう？」

　癖のある茶髪に、高貴な服を着こなした背の高い男性が目の前に迫る。

　グレイソンという名の彼は、大きな植物園を経営する地主の息子で、いうなればお金持ちのボンボンだ。こうして、毎日のように口説いてくる。

　本当に、迷惑。

　下心満載な胸板を軽く押して制すと、私は植物園にある緑豊かな温室を足早に出た。

「待ってくれよ、エスター。つれないところも素敵だね。町一番の美人の君が、薬くす師しの仕事ばかりで恋愛に興味がないのはわかっている。でも、うちには珍しい薬草もいっぱいあるし、薬師の君も退屈しないはずさ。きっと、俺たちはうまくいくと思うんだ」

「冗談はやめて。第一、あなたには婚約者がいるじゃない。ほら、門の前に来ているわよ」

「げっ」

　目線で指してやると、グレイソンが低くうなった。

　その先に立っていた小柄な女性は、クリーム色の髪をハーフアップでまとめた精巧な人形のようにかわいらしいカティアだ。ぱっちりとした紫色の目が印象的である。

　カティアはグレイソンの婚約者で、容姿は可か憐れんな箱入り娘といった形容がよく似合うが、中身はとんでもない。

　プライドが高く自己中心的な性格で、嫉妬の塊といっても過言ではないほどグレイソンに執着しており、私に会いに来たグレイソンを毎度鋭い眼光で迎えに来るのだ。

　カティアの家が政界にも顔がきくほどの名家であるため、周囲は彼女の意見には逆らえず、取り巻きが常にご機嫌取りをしている。

　あぁ。今日もまた睨にらまれた。

「グレイソン。二度と話しかけないで。私は、薬師として働きたいからここにいるだけ。あなたじゃなく、植物園に用があるの。これ以上カティアに嫌われたら、私の家の立場も危うくなる」

「カティアとは、両親が勝手に決めた婚約なんだ。彼女もそれをわかっているはずさ。なんと言われても、俺が愛しているのは君だけだよ」

　いくら伝えても平行線である。彼には、私の言葉なんてなにひとつ届いていないのだ。

　なんとか振り切って植物園のバックヤードに逃げ込むと、深いため息が漏れた。

　このやり取りは日常茶飯事で、息をつく暇もない。心に暗い気持ちをかかえて更衣室に入ると、数人の女性たちが私のロッカーの前に集まっていた。

「そこ、私のロッカーよね？　なにかご用？」

　背後から声をかけると、彼女らはびくりと震える。

「あら、エスターさん。たまたま間違えて開けてしまっただけですわ。そんなに怖い顔をしないでください」

「べつに責めているわけじゃないわ。誰にでもうっかりはあるもの」

「怒っていないのならよかった。ほら、エスターさんはお顔が綺き麗れいだから……どうしてもキツく聞こえてしまって。悪く思わないでね」

　そそくさと更衣室を出ていく背中を横目で見送る。閉まった扉の向こうから、毒づいた声が聞こえた。

『あぁ、怖い。少し顔がいいからっていつも強気で、にこりともしない』

『あの美貌でグレイソンをたぶらかしているんでしょう？　一いち途ずなカティアがかわいそう。エスターは悪女そのものよ』

　町の人たちは、誰もが同じセリフを言う。ここまで周囲からとげとげしい視線を向けられるのには、ふたつの心あたりがある。

　ひとつは、この見た目が大きく関係しているのだと思う。昔から、感情を表に出すのが苦手だった。愛想笑いが得意ではないうえに、少し目尻が上がったアーモンド型のくっきりとした二重の目がクールな印象を与えてしまうようだ。

　そのためキツく見られがちで、冷たく言ったつもりはないのに、怖がられてしまうことがたびたびあった。

　かといってつとめてにこやかに接すると、愛あい嬌きょうを振りまいていると陰口を言われ、変な男につきまとわれたりもした。

　素を見せられるのは、孤児の私を養子として育ててくれたランジェット夫妻だけで、普段から自己防衛のためにキツい性格の悪女を演じている。

　そして、もうひとつはカティアの存在だ。カティアの両親は町で絶大な権力を持っていた。唯一、同等な立場で渡り合える名家であるグレイソンの家以外、皆、目をつけられてはたまらないと怯おびえ、逆らえない。つまり、カティアに嫌われている私に対し、優しくしてくれる人はいないのだ。

　なんて理不尽な世界なんだろう。ありのままを認めてくれる存在を望むのは、贅ぜい沢たくな願いなのかしら。

　ひとり静かに拳を握りしめて感情を落ちつかせた後に顔を上げると、更衣室の鏡に見慣れた自分の容姿が映った。

　白く透き通った肌に、肩甲骨まで伸びたピンク色の髪。サファイアブルーの色を閉じ込めた瞳が冷たく自分を見つめている。

　身長は女性としては平均くらいだが、かわいらしいカティアに比べれば高い。整った顔立ちだと褒められることが多く、カティアに恨まれて孤立する前は、町を歩いていて見知らぬ男性から突然交際を申し込まれることもしばしばあった。容姿よりも中身が大切だと信じているがゆえに、言い寄られてトラブルに巻き込まれる日々に辟へき易えきしている。

　嫌われて厄介者みたいに扱われるなら、いくら美しいと褒められても少しもうれしくない。

　幼い頃から植物が好きで、さまざまな薬草が人の命を救う力があると知ってからは薬師という職業を夢見て勉強を続けた。そして、二十歳になって今の仕事につき、二年経たつ。

　収入でランジェット夫妻の家計を支えるためにも、仕事を続けるためにも、グレイソンの植物園からは離れられない。いくら悪評を立てられようと、心を殺して生きると決めている。

「なんだか騒がしいわね」

　人々の騒ぐ声が窓の外から聞こえ、つい独り言が漏れた。

　カバンを肩にかけて更衣室を出ると、植物園のカフェテラスに人だかりができていると気づく。皆、青い顔をして中心部の人物を見つめているらしい。

「カティア！　しっかりしろ、カティア！」

　華きゃ奢しゃな肩を掴つかんで声をかけているのはグレイソンだ。腕に抱かれるカティアはぐったりとしている。

　ただごとではない雰囲気に息をのむと、床に割れたティーカップが散乱しているのが目に入った。

「カティアさんが紅茶を飲んだ瞬間、苦しそうに顔をゆがめて倒れたそうよ」

「まさか、毒が入っていたのか」

「いったい、誰が？」

　ざわざわとそんな声が飛び交い、皆、犯人探しに躍起になっている。

「エスターがやったんじゃないのか？」

　思いもよらぬセリフが聞こえて、呼吸が止まった。人だかりが多すぎて誰が口にしたのか特定できないが、皆の前で名指しされたことには変わりない。

　このまま濡ぬれ衣を着せられたらたまらないわ。

「あぁ、この植物園で薬品の管理を任されているのはあの女だ。まさかこんな事件を起こすとは」

「怖い怖い。綺麗な顔をして、とんだ悪女だよ。グレイソンに気のないフリをして、自分が疑われないようにしたのかね」

「あの女よ！　あいつがグレイソンをたぶらかして、邪魔な婚約者のカティアに毒を盛ったんだわ」

　皆が口を揃そろえてヒートアップし始めたので、居ても立ってもいられず、声をあげた。

「待ってください。私は犯人ではありません」

　人々の視線が一気に集まる。冷たい眼まな差ざしにひるみそうになるが、周囲に味方は誰もいなかった。ひとりで身の潔白を証明して、戦うしかない。

「私がやった証拠はないでしょう？　根拠もなく犯人呼ばわりをするのはやめてください」

　すると、カティアの取り巻きたちがヒールを鳴らしてこちらへやって来た。目くばせをしながらニヤリと笑う。

「あなたのほかに誰が犯人だというの？　証拠を隠しても無駄よ。荷物をすべて調べさせてもらうわ」

　高圧的な態度に、負けじと言い返す。

「お好きにどうぞ。気が済むまで調べれば？」

　もちろん、コートもズボンも、ポケットの中はなにも入っていない。証拠が出てくるはずがない。

　そう、自信を持っていた。

「エスターさん。これはなにかしら？」

　突然、カバンを調べていたひとりが声をあげた。突きつけられたのは空の小瓶だ。見覚えがない。

　しかし、そのラベルに綴つづられていた文字に体が硬直する。

「〝ルカロ草〟のラベル！　猛毒よ！」

「恐ろしい。本当にエスターだったのか」

　まさか！

　目の前の出来事が信じられなかった。ルカロ草は、呼吸困難を引き起こし、重篤な場合は死に至るほど毒性の強い植物だ。

　研究材料としてそれらの植物のエキスが保管されているが、劇物の棚はしっかりと鍵がかけられており、担当者や植物園の管理人しか触れないはずである。

「知りません！　私の持ち物じゃないわ」

「今さら言い逃れするつもり？　ここにいる全員が証人なのよ？」

　はっとして辺りを見回すと、町中の人々から嫌悪に満ちた尖とがった視線が向けられていた。全身の体温が下がる。

　嘘うそでしょう。どうして？　今日は朝から温室にこもって花の世話をしていたし、偶然小瓶がカバンに入るはずがない。

　そのとき、グレイソンに抱かれているカティアと目が合った。彼の胸に顔をうずめたカティアの唇に不敵な笑みが浮かぶ。

　瞬時に、脳裏に更衣室ですれ違った女性たちの姿がよぎった。

　あのとき、私のロッカーがあさられていた。それに、カティアなら植物園の経営者であるグレイソンの父に取り入って、劇物の棚の鍵をこっそり持ち出すことも可能だ。

　倒れている彼女は意識がはっきりしていて、呼吸ももとに戻っている。小瓶に入っていた毒をまるまる飲んだにしては、症状が軽い。

　はめられた！

「この人殺し！　こんな悪女、町から追い出せ！」

「あのカティアを狙うなんて、正気とは思えない。権力者の娘に手をかけたら、殺されちまうよ」

　ルカロ草を口にしたわけでもないのに、息ができない。町民たちから吐き出される言葉が毒となり、体中に回っていく。

　足もとがふらついて、視界が真っ暗になった。

　ショックで気が動転している間に、町の役人が来て捕らえられた。いくら無実を訴えても、誰も信じてくれない。

　カティアの取り巻きは私が不利になる証言ばかりして、この町の全員が彼女に操られていると気づいた。

　カティアは、婚約者のグレイソンが熱を上げている私が邪魔で仕方がなかったのだろう。カティアの両親の訴えで、罰が下される。

「エスター・ランジェットを国外追放とする。二度とこの町の……ブルトーワ国の地を踏むことは許さない。命を奪わないだけ感謝するんだな」

　町長が重く言い放ち、現実が理解できない私は、もはや反論の言葉を投げつける気力もない。

　牢ろうを出ると、ランジェット夫妻が泣きながら私のもとに駆けつけた。

「心の綺麗なエスターが、殺人をするはずがないわ」

「私たちが、娘の無実を訴え続ける。あんな罰を背負わなくていい。エスターがこの町にいるのが許されないというのなら、一緒に町を出て、どこか別の土地で暮らそう」

　温かい言葉に胸が締めつけられる。

　優しい彼らを巻き込めない。ランジェット夫妻は町工場で働いており、その職場を仕切っているのはカティアの父親であった。

　決して裕福ではないのに、血のつながりもない私をここまで育ててくれた恩を返すときだ。

「ごめんなさい。こんな、親不孝の別れになって」

「エスター、謝らなくていい。一緒に帰ろう」

「もう、迷惑はかけられないわ。養子の縁を切りましょう。嫌われ者は、私ひとりで十分よ」

　必死に止める彼らを振り向きもしないで、なにも持たず、牢屋を出たその足で町を出るために歩きだした。

　振り向いたら、すがってしまいそうだった。

　悪女だと陰口を言われて、身に覚えのない罪で裁かれて、私は祖国を追われる。それに引きかえ、酒場の前を通ったとき、私をおとしめた人たちは笑いながらワインを飲んでいたのだ。

　もう誰も信じない。自分だけを頼りに、ひとりで生きていく。婚約者を放って口説き続けた男や、嫉妬で他人の人生をめちゃくちゃにした女のようにはならない。

　恋愛なんて、少しも綺麗じゃないわ。

　二、三時間ほど歩いたところで町が見えなくなって、初めて泣いた。犯人だと決めつけて石を投げた奴やつらの前では弱さを見せたくなかった。

　自分に恥じない生き方をしたい。私には、薬師としての知識と技術がある。どんなに風あたりが強くても、あきらめなかった夢がある。仕事だけは裏切らない。




　どのくらい歩いただろう。

　すでに国境は越えていて、生まれ育ったブルトーワ国から、隣国の領土に入っていた。旅人もいっさい通る気配のない道の、薄汚れた木の看板には、〝エピナント〟と記されている。

　敵対はしていないが、国交があまりないエピナント国は、人間だけでなく獣人やエルフなど、さまざまな種族がともに暮らす国だと聞いていた。故郷は人間しか暮らしていなかったので、実際に異種族を見たことはない。言語はブルトーワ国と同じに統一されているので、出会っても意思の疎通はできるだろう。

　閉鎖的な小さな町で生きてきた私は噂うわさしか知らないが、エピナント国の国王陛下は二十八歳の若き君主で〝慈悲の心を持たない冷酷な獣〟と呼ばれ、人々から畏怖されているらしい。

　やがて、木の生い茂った森に足を踏み入れた。頬に滴が落ちてきていると気づいた数分後には大粒の雨となり、真っ暗な曇天は嵐となる。

　足が痛い。お腹なかが空すいた。牢に入れられてからは、ろくな食事を与えられていない。雨宿りをしないと命に関わるが、近くには民家の明かりはないようだ。

　次の瞬間、目の前の茂みから葉を揺らす音がした。

　救世主の旅人かと思ったが、視線の先にあったのは、鋭い獣の瞳である。威い嚇かくしてグルルとうなるのは野犬だ。

　しかし、その大きさはペットとしてかわいがられている犬のサイズをはるかに超えており、獰どう猛もうな殺気が私をとらえた。

　後からぞろぞろと仲間が現れ、群れに囲まれていると察する。

「ひっ！」

　緊張のあまり喉が締まって、細く息を吸う音が鳴る。餌にされる、と本能が危険信号をともした。

　武器はもちろんないし、走って逃げきれるほどの脚力もない。まともに立ち向かっても勝機がないことはあきらかだ。

　浅い呼吸で脳を必死に働かせるが、どうしたらいいのかわからず足の力が抜ける。

　私は、こんなところで死ぬのか。

　罠わなにはまって国外追放されて、野犬に襲われて命を落とすなんてあんまりだ。

　自分の不遇な人生に涙が出そうになったそのとき、力強い遠とおぼえが辺りに響き渡った。野犬の動きが一瞬で止まる。

　颯さっ爽そうとその場に姿を現したのは、一匹の真っ白な獣だ。ふさふさの尻尾に立派な耳。息をのむほど美しい黄金の瞳は、鋭く野犬を睨んでいる。

「グァォ……！」

　威嚇する咆ほう哮こうに空気がビリビリ震えた。野犬は、ひと睨みされただけで尻尾を巻いて逃げていく。

　それは百獣の王と形容できるほど威圧感があり、弱肉強食の世界でトップに君臨している存在だと理解できた。

　なにが起こったの？　この子が、助けてくれた？

　森に残されたのは、私ひとりだ。辺りはしぃんと静まり返る。雨に打たれる美しい獣は、静かに佇たたずんでいた。目を凝らすが、次第に視界がぼやけていく。

　――ドサッ！

　極度の緊張状態から解放されて、疲労と空腹で意識を飛ばす間際、宝石のような黄金の瞳がこちらを見つめた気がした。




「ん……」

　日の光を感じてまぶたを上げると、繊細な装飾がほどこされた天井が視界に映った。

　しばらく寝ぼけて頭が働かなかったが、見慣れない部屋のベッドに横たえられているのだと気づく。

　ここは、どこ？

　衣類の心地よい肌触りが気になって視線をやると、綿素材のやわらかなワンピースを身につけていた。嵐でずぶ濡れになった服を、誰かが着せ替えてくれたらしい。

　大きなダブルベッドは枕もシーツも洗いたてのいい匂いがする。ふかふかで上質だ。

　部屋の調度品もすべてロココ調に統一されており、センスがある。アーチ状の白い格子の窓枠の向こうにはどこまでも続く森が広がっていて、ベッドを出て外を眺めると自分の居場所に驚いた。

「ここって、お城……？」

　レンガ造りの壁に所狭しと絡まるツタは、どことなくノスタルジックだ。今いる部屋から確認できる範囲は限定的だが、塔の配置とはるか下の庭の広さから判断するに、相当な敷地面積の古城らしい。

　私がさまよった森の奥にこんな古城があったなんて。それにしても、いったいどうやってここまで来たんだろう。

　意識を失う前の記憶をさかのぼると、黄金の瞳が脳裏をよぎる。

「あら！　気がついたのね」

　陽気な声に驚いて振り向くと、そこにはふくよかな体型の美しい女性が立っていた。

　年は三十代後半くらいで、緑のスカートに白いエプロンをかけ、大きな胸とお尻のインパクトが強い。古城の使用人らしき彼女は、こちらを見るなり、にこりとした。

「あぁ、びっくりしないで。私はボナ。この城のメイド長よ。昨日の夜、ラヴィスがかわいらしい女の子を背負って帰ってきたもんだから驚いたわ！　服を替えて温めたから風邪は引かなかったようだけど、目が覚めてよかった」

「ラヴィスって、あの大きな犬……白い狼おおかみですか？」

「あはは！　あれは犬でも狼でもない別の生き物なのよ。エピナント国では、ヴォルランって呼ばれているの」

　隣国には、私の知らない生き物がたくさんいるようだ。目の前の彼女も耳が尖っている。エルフだろうか。

　それにしても、あの獰猛そうな獣が私をここまで運んでくれたなんて。

　状況が掴めないながらもドキドキする胸を押さえていると、お腹が鳴った。元気な彼女は、太陽のような笑みで続ける。

「お腹が空いてるのねぇ！　話はまた後にして、食事を用意したから食堂へおいで。あなたのお名前は？」

「申し遅れました。エスター・ランジェットです」

　冤えん罪ざいとはいえ追放者の烙らく印いんを押された私は、ランジェットの姓を名乗る資格もないという暗い感情が浮かんだ。けれど、養子の縁を切った後も、唯一味方になってくれた両親とのつながりはなくしたくなくて、フルネームを名乗る。

「エスター！　いい名前ね。えらくべっぴんなお嬢さんが来たものだわ。ラヴィスも隅に置けないね」

　せかせかと案内するボナさんに続いて廊下を進むと、改めて広い古城であると実感した。赤い絨じゅう毯たんの敷きつめられた廊下は丁寧に掃除が行き届いており、古いながらも趣きがあって素敵だ。




　ボナさんが用意してくれた食事はほっぺたが落ちるほどおいしくて、ぺろりと平らげた。

　寝床を貸してくれたうえに食事まで用意してくれるなんて、感謝しかないわ。空腹のあまり、すっかり言葉に甘えてしまっていたけれど、肝心なことを忘れている。そろそろ、古城の主人にちゃんと挨拶をしなきゃ。

　食事を終えてボナさんを捜すが、彼女は仕事に追われていて忙しそうだ。どうしようか迷っていると、食堂に若い騎士が現れる。容姿は人間に近いけれど、豹ひょう柄がらの耳が髪の毛の間から覗のぞいている。

　もしかして、これが噂に聞く獣人？　豹は群れを形成しない生き物であるはずだけど、騎士として集団行動をするのは平気なのかしら。獣人と動物はまったく別なのね。

「エスター様。謁えっ見けんの間においでください。陛下がお呼びです」

　今、〝陛下〟と言った？

　曖昧な記憶では、エピナント国の陛下といえば、あの冷酷な獣と噂される人物だ。

「古城の城主は、ラシルヴィスト・ベルナルド陛下です」

　私が思考を巡らせていると察した騎士が、そっと教えてくれた。

　無慈悲な彼が、素性の知れない私を引き入れて温かい寝床を貸してくれるとは想像できない。信じられなくて頬をつねると、痛みを感じた。夢ではないらしい。

　それにしても初めてフルネームを聞いたけれど、ラシルヴィスト・ベルナルドっていうのね。

　言い間違えては失礼だし反応が恐ろしいので、ラシルヴィストという聞き慣れない長い名前を、呪文のように頭の中で何度も唱えた。




　緊張が高まる中、若い騎士に連れられて荘厳な扉の前に立たされた。重い音が響き、謁見の間に足を踏み入れる。

　室内は金糸のタペストリーやいくつもの金の燭しょく台だい、シャンデリアなどの装飾がほどこされた豪華な空間だ。その部屋を真っすぐ奥に進むと、玉座の段差の手前に片膝をついて座らされた。若い騎士は、緊張で震える私を残して部屋を去る。

「顔を上げろ」

　低く冷たい声だ。言葉に従うと、感情の読めない瞳と視線が合う。

　玉座に腰掛けるのは、体格のいい男性だった。息をのむほど美しいサラサラの銀髪を切り揃え、スッと通った鼻筋と薄い唇はこの世のものではないほど整った造形だ。

　耳は尖っていないし、先ほど出会った騎士のような獣の耳もないので、どうやら国王様は人間らしい。

　色気のある首にはチャームが揺れる黒いチョーカーをつけており、長いまつ毛に縁取られた瞳は黄金で、まばたきすら絵になる。

　優雅に足を組み、肘掛けに頬杖をついてこちらを見下ろす姿は圧倒的なオーラがあった。

　彼が、悪名高い国王様？

「名乗れ」

　短い命令にはっとして答える。

「エスター・ランジェットと申します。ひと晩置いていただき、感謝しております」

「年と出身は」

「今年で二十二歳になりました。出身はブルトーワ国です」

　それを聞くなり、眼光が鋭くなった。

「ブルトーワ国の子こ兎うさぎが、なぜ我が領地の森にいた」

「それは……」

　殺人未遂の容疑をかけられて、国外追放されたからだと知られたらどう思われるだろう？

　どう伝えればいいか迷っていると、息を吐く音が聞こえた。玉座から腰を上げた彼は剣を手にしている。立ち上がったシルエットは、一八〇センチは優に超えるであろう長身だ。今まで出会ってきた人間とは、迫力が違う。

　目を見開くと同時に、銀の切っ先が喉もとに突きつけられた。思わず尻もちをつくと、肩を掴まれ床に押し倒される。

「貴様は、ブルトーワ国のスパイか？」

「違い、ます」

　恐怖のあまり声が震えた。

　びくともしない力で床に押し倒され、喉もとを剣で貫かれそうになっている。目の前の男性は、紛れもなく慈悲の心を持たない冷酷な獣だ。

　ひと言でも疑われるセリフを口にすれば、一瞬で殺されるだろう。

「私は、武器を握った経験もないただの町娘です。薬師として働いていました」

「なぜ、あの森にいたのかを聞いている」

「家に帰れなくなってしまって、道に迷って……スパイではありません。信じてください」

　ラシルヴィスト様は、冷たい眼差しで続ける。

「俺は温情で行き倒れたお前を拾って介抱したわけではない。命を狙いに来た刺客か情報を盗みに来たスパイかと疑って、生け捕りにしたまでだ。お前のような子兎を始末するのはたやすい」

　拾って介抱って……助けてくれたのはラヴィスだけど、なんて反論をする余裕はなかった。

「私は薬師なんです。下心なんてありません」

　目を逸そらしたらいけない。少しでも怖おじ気けづいた瞬間、この獣に食べられる。

　すると、体の上の重さが引いた。喉もとから切っ先を下ろし、氷のような視線で射い貫ぬかれる。

「口だけの言葉は信用しない。己の価値を示し、身の潔白を証明してみせろ」

「価値？」

　尋ねながら、おずおずと体を起こす。

「この城の庭を抜けたところにある植物園に、薬室がある。五日以内に〝ルカロ草〟の解毒薬を調合して、六日後の朝に提出しろ。植物園以外の出入りは認めない。……城から逃げたら、においを追って噛かみ殺す」

　噛み殺すだなんて、恐ろしい。まさか、ラヴィスに命じて始末するつもりなのだろうか。

　私を置いて歩きだす彼の低い声が響く。慌てて振り返ると重い扉が閉まり、背中が消えた。まだ恐怖で指が震えている。

　与えられた期間は五日間。もともと、殺人未遂の容疑で殺されるかもしれなかったのだ。町の牢に比べたら、待遇はいいだろう。

　薬師としての実力が認められれば、見逃してもらえるかもしれない。

　あきらめない。私は、ひとりで生きていくと決めたのだから。

　力の抜けた足を無理やり立たせ、深呼吸をした。両手で頬を軽く叩たたき、気合を入れる。

　謁見の間を出ると、ここまで案内をしてくれた騎士が控えていた。その手には小さな鍵がある。

　彼に連れられて歩くと、古城の庭に出た。ラシルヴィスト様の言った通り、広い芝生を抜けた先に植物園が建っている。

　透明なガラスの壁で覆われたそこは温室になっていて、グレイソンの植物園よりは小さいものの、希少な薬草が所狭しと植えられていた。

　すごいわ。図鑑や古文書に載っていた植物ばかり。

　しかも、手入れが行き届いていて保存状態もいい。ここの管理人は、とても腕がいいのね。

　感動して眺めていると、植物園の中のログハウスに案内された。丸太を積み重ねてできたログハウスは薬室で、中は薬品の棚が並んでいる。見渡せるほどの広さの室内は、ブルトーワ国の薬室よりも小さく、勉強机くらいの大きさの木でできたテーブルが二台あった。複数の人間が利用しているというより、特定の個人が隠れ家のように使っている印象だ。

　狭いわりに、フラスコ、ガスバーナー、顕微鏡など、備品が多く揃っている。得体の知れない錬れん金きん釜がまは、いったいなにに使うんだろう。

「ここは、ラシルヴィスト様が管理しているんですか？」

「いえ。ドミニコラ様という名の薬師がいらっしゃるのですが、一週間ほど前から不在で……彼はふらりとどこかへ消える癖があって、いなくなるといつも長期間帰ってこないので、陛下から薬室は好きに使っていいと伝言を承っております」

　なるほど。この城の薬師は、少々癖の強い男性のようだ。走り書きのメモがいたるところに貼ってあり、化学式が難解で読み解けないものもある。

　植物園や薬品の管理方法、積み上げられた論文や書籍から相当の実力者であるとうかがえた。

　会えたらぜひ教えを乞いたいが、騎士の口ぶりから察するに、おそらく五日以内には戻らないだろう。

「そうそう、厳重保管の紙が貼られた棚には決して触らないようにしてください。ドミニコラ様は物腰やわらかな方ですが、勝手に触ると、とても怖いので」

「わ、わかりました。気をつけます」

　緊張しながらうなずいたとき、案内の騎士は「夕飯の時間にお迎えにあがります」と恭しく言って出ていった。もてなされているようにも感じたが、ラシルヴィスト様の命で監視しているのかもしれない。

　逃げ出したりしないのに。

　頭を振って、仕事モードに気分を切り替えた。不在の間に部外者が使ったというのはいい気がしないだろうと思ったので、なるべく配置を変えないで慎重に作業に取りかかる。

『五日以内に〝ルカロ草〟の解毒薬を調合して、六日後の朝に提出しろ』

　ラシルヴィスト様の低い声がよみがえって、気分が沈んだ。

　よりにもよって、ルカロ草なんて。嫌でもカティアやグレイソンの顔が浮かぶ。

　あのふたりは、私がいなくなった後どうなったかしら。カティアの策略にまんまとはまって、結婚しているかも。

　グレイソンも、あれほど毎日口説いてきたのに、犯人に仕立て上げられたときに擁よう護ごのひとつもしてくれなかった。

　まぁ、今さら私には関係ないわ。

　参考となりそうな書籍は本棚に山積みだったので、まずはそれを読み解くところから始まった。

　時間が過ぎるのも忘れて読みふけっていると「お時間です」と声をかけられる。

　その後は食事、入浴、睡眠と健全な生活を送り、また朝になるとボナさんの豪快な声が目覚ましとなり起こされて、薬室に閉じこもる日が続いた。




　やっと調合の素材が揃ったのは、古城に来て三日目の昼だ。

「あぁ。何度やっても濃度が合わない。どうして？　計算は間違っていないはずなのに」

　完成した試作品をルカロ草の毒素と混ぜて薬効を確認するが、どうしても効果が薄かった。順調に進んできて、初めて壁にぶちあたる。

　ダメだ。少し外の空気を吸って、気分転換をしよう。敷地から出なければ、殺されないよね。

　植物園を出て庭を歩きながら考えごとをする。頭に浮かんだのはラシルヴィスト様のことだ。

　こんな国境の古城に住んでいるとは驚いた。エピナント国の中心部にある王都には、荘厳な城が建っているはずだ。どうしてわざわざこんな辺ぴな場所で生活しているのだろう。

　彼については〝すぐに人を殺そうとする、にこりともしない冷たい男性〟というイメージしか持っていない。

「あれ？」

　そのとき、人けのない古城の裏手に広がる芝生の上に、大きな白い塊が丸くなっているのに気がついた。

　艶のある毛並みが風に揺れ、気持ちよさそうに日ひ向なたぼっこをしている。

「やっと会えた！」

　つい声をかけながら近寄ると、眠っていたはずの黄金の目がカッと開いた。警戒の声でうなられて、足が止まる。

「ごめんなさい、驚かせるつもりはなかったの。傷つけるつもりもない。ずっとお礼をしたくて捜していたのよ」

　いまだに警戒を解かない獣を刺激しないように、距離を取って座った。

「嵐の夜に、私をこの城まで運んでくれてありがとう。あなたが野犬を追い払ってくれなかったら、きっと今頃死んでいたわ。まぁ、命の危機にさらされているのは今も変わりないけど」

　穏やかに話しかけていると、やがて慣れてくれたのか警戒から日向ぼっこの体勢に戻った。耳はこちらを向いているので、声はちゃんと聞こえているようだ。

「私、エスター。ボナさんから聞いたけど、あなたはラヴィスっていうのよね？　ラシルヴィスト様に飼われているの？」

　人間の言葉がわからないのか、反応はない。ただ逃げる様子もなく、純粋にこの状況が楽しくなってきた。

「本当に綺麗な毛並み。こんなに大きなわんちゃんは初めて見た」

　すると次の瞬間、ギロリと睨まれる。

　はっとして、慌てて訂正した。

「ごめんなさい。あなたはヴォルランっていう生き物なのよね？　それより、私の言葉がわかるの？　頭がいいのね」

　やはり反応はない。

　さすがに獣といえど、一方的に話しかけられては迷惑かもしれないが、久しぶりに心許せる相手ができて、つい本音がこぼれる。

「私、育ての親以外でこうやって自分の話を聞いてもらえる存在に出会ったのは初めてなの。住んでいた町で、やってもいない殺人未遂の罪をかぶせられて、追放されたくらいだから。何度訴えても、私を信じる人はいなかったんだ。『お前は他ひ人との男をたぶらかす悪女だ』って。ひどいでしょう？」

　じっと黙って聞いてくれているラヴィスに甘えて、言葉があふれて止まらない。

　グレイソンという男性に言い寄られて、その婚約者であるカティアに恨まれたこと。毒の入っていた小瓶をカバンに仕込まれて、犯人扱いされたこと。

　ずっと長い間、外見でしか判断されず悪い噂を立てられて、悪口を浴びながら生きてきたこと。育ててくれた大好きな人たちを守るため、縁を切って町を出たこと。

　体の中にたまっていたすべてを出し尽くした。

　ラヴィスは、相変わらずなにも反応しない。ただじっと目を閉じて、耳だけこちらに向けている。

「あなたは優しいね」

　ゆっくりとまぶたが持ち上がり、黄金の瞳が私をとらえる。

「怖い獣だと思っていたのを謝るわ。あなたは私の命を助けてくれたヒーローで、私が本音を話せる唯一の友達よ」

　ラヴィスの感情はわからないが、今までの警戒の色はまるでなかった。少しは心を許してくれたのだと信じたい。

「ねぇ、近くに行ってもいい？」

　そう尋ねると、ラヴィスは心なしか顔をしかめたが、プイと目を逸らしてまた眠った。逃げも拒絶もしない。

　静かに近づくと、先ほどみたいに威嚇はされなかった。モフモフの毛並みに心が躍り、つい手を伸ばす。

「がぅ」

　頭をなでると、ぴくんと反応したラヴィスに小さくうなられた。びっくりさせてしまったらしい。

「あっ、ごめんね。とても気持ちよさそうで触りたくなったの。すごい。艶があって、ふわふわで温かい。ラシルヴィスト様がブラッシングをしてくれるの？」

　ラヴィスは、初めて会った生き物でも見るような瞳でこちらを見つめた。

　なでるのを許しているのはご主人様だけだったとか？　でも、噛んだりする気配はないし、大丈夫かしら。

　そのとき、首もとに光る、チャームのついた黒い輪に気がつく。

「あなた、ラシルヴィスト様のチョーカーとお揃いの首輪をしているのね。ふふ、かわいい」

「ぐるる……」

　もしかしたら、ラシルヴィスト様はペットを溺愛するタイプ？　そう考えると、怖いイメージだけだった彼が、少しだけ人間らしく思えた。

　抵抗しないラヴィスに甘えて体をなでていると、だんだん眠くなってくる。

　そういえば、この城に来てからは緊張してあまり眠れなかった。もし、期限までに薬ができなかったら、きっと私は殺される。そう考えるたびに強い不安にかられて目が冴さえたからだ。

　あぁ、温かくて気持ちいいな。それに、モフモフの毛はやわらかくていい匂い。とても落ち着く。

　いつのまにか、ぽふっと体を預けていた。抱きしめるように眠りについた後、ラヴィスは小さく喉を鳴らした。




「エスター様、起きてください。もうすぐ日が暮れます」

　若い男性の声に、はっと目を覚ました。ラシルヴィスト様の命で私を監視する騎士だ。空は夕焼けの赤に染まっていて、地平線は瑠璃色が混じっている。

　嘘、あのまま寝ちゃったの？

　そこにはすでにラヴィスの姿はなく、代わりに薄い毛布がかけられていた。騎士を見上げるが、彼がかけてくれたわけではないらしい。

　ラヴィスがかけてくれたとか？　いや、まさかね。

「薬室にいらっしゃらないので、心配しました。ここは城の中でも使用人が立ち入らない陛下のプライベートな庭ですので、今後は出入りしないほうがいいですよ」

　やわらかく注意されて、肝が冷えた。

　たしかに、ペットに勝手に触れて、そのうえ枕にして寝たなんて知られたら、期限日を待たずに首を飛ばされていたかもしれない。

　忠告を胸にうなずき、いつも通り夕食を取って入浴を済ませた。




　自室に戻るとすぐ、薬室から借りた文献を机に積み上げ、ランプの明かりをつける。その瞬間、小さく扉がノックされて驚いた。

　誰だろう。この時間に誰かが部屋を訪ねてくることなど、今まで一度もなかった。

「子兎。開けろ」

　低い声に鳥肌が立つ。ラシルヴィスト様だ。

　どうして？　謁見の間で殺されかけた後は、会話を交わすどころか、顔を合わせることすらなかったのに。

　緊張と恐怖で震える足を引きずって、扉を開けた。頭ひとつ分高い位置から、無表情の黄金の瞳がこちらを見下ろしている。

「な、なんのご用でしょうか」

　彼は無言で部屋に入り、ソファに腰掛けた。優雅な所作には隙がなく、目を奪われる。

「扉を閉めろ」

　意図が読めずに困惑したが、おとなしく従った。静まり返る部屋はふたりきりの空間だ。気まずいこと、この上ない。

「あの、薬ならまだできていなくて……約束の日までは待っていただきたいです」

「その話ではない」

　首をかしげると、ラシルヴィスト様は低く続ける。

「お前は、あの獣が怖くないのか」

　昼間の出来事が頭をよぎる。もしかして、ラヴィスと昼寝していたのを見られていた？

「申し訳ございません。プライベートなお庭に勝手に入ったうえに、あんな……」

「謝罪を求めているわけではない。なぜ、あの獣に触れた？」

〝あの獣〟という呼び方に違和感を覚える。まるで、周囲から拒絶されている存在のような言い方だ。

　きっと、ごまかしは見抜かれる。嘘偽りなく、本心を話そう。

「怖くはありません。鋭い爪と牙があって、威嚇されると震え上がりそうになりますけど、ラヴィスはちゃんと話を聞いてくれました。それに、仲よくなったんです」

「仲よく？」

「はい。ラシルヴィスト様がしつけていらっしゃるからかもしれませんが、ラヴィスはとてもおりこうさんです。頭をなでても抱きついてもじっとしてくれて優しいし、わんちゃんと呼んだら不機嫌そうなのですが、それもなんだかかわいくて」

　私の返答に目が見開かれ、黄金の瞳が輝いた。数回まばたきをした後、無表情だった彼が「ふっ」と口角を上げる。

　それは一瞬であったが、高圧的で冷酷な獣と名高い彼が、たしかに笑みをこぼした。そんな彼の表情を知る者は、私以外にこの世にいるのだろうか。

「あ、あの。私、なにか変でしたか？」

「愚か者。つくづく怖いもの知らずのおかしな奴だとあきれただけだ」

　気分を害したのかと身構えるが、殺気はまるで感じなかった。

　本当に不思議な人。なにを考えているのかまったく読めない。

「あの」

　声をかけると、目線だけこちらに向けられた。上目遣いでとらえられる。

「薬は、がんばってつくります。城からも逃げ出しません。なので、また、庭でラヴィスとお話ししてもいいでしょうか？」

　古城で唯一の安息の地だし、やっと出会えた癒やしの存在だ。できれば、また会いたい。

「獣が許せば、好きにしろ」

　そう答えて立ち上がった彼は、振り向きもせずに扉へ向かう。

　もう、話は終わり？　とりあえず、怒られなくてよかった。

　そのとき、ふと脳裏に薄い毛布がかけられていた記憶がよぎる。あそこは使用人が立ち入らないラシルヴィスト様のプライベートな庭だ。

「ラシルヴィスト様。その、私に毛布をかけてくださいましたか……？」

　私が問いかけると、彼は立ち止まり、綺麗な横顔を見せた。わずかにまつ毛を伏せた後に小さく息を吐き、再び前を向いて歩きだす。

「二度と庭で寝るな」

　去り際に残された言葉は、どこか優しい響きだった。

「聞いて、ラヴィス。やっと薬が完成しそうなの」

　古城に来て五日目の昼、与えられた期限は今日までだ。

　リフレッシュをしたおかげか調合がうまい具合に進み、ようやく希望の光が見えてきた。仕上げに使う薬草を蒸らして加えれば、明日の提出に間に合うだろう。

　ほぼ完成を待つだけとなった今、私はラヴィスのかたわらに腰を下ろし、くつろいでいた。

　ラシルヴィスト様に許可をもらい、時間ができるたびに庭へお邪魔しているが、ラヴィスも気まぐれに顔を出してくれるので、まるで本当の友達になったような気分になる。

　そして、庭で過ごすうちに気がついた。使用人たちは、ラヴィスを見かけるたびに青い顔をして遠ざかる。私が頭をなでているのを見ると、硬直して震えるのだ。

　ラシルヴィスト様が〝あの獣〟と呼んでいたのは、皆が近づかないからなのだろうか。

　そりゃあ、冷酷な陛下のペットとなればむやみに触ったりできないだろうし、大型の獣に噛まれたらひとたまりもないため、皆が怖がるのもわかる。

　この子も、独りぼっちなんだ。かわいそうだと思うと同時に、自分と重なって見えて、ぎゅっと抱きしめてなでてあげたい気持ちになる。

「解毒薬の調合が成功しても失敗しても、今日限り、あなたとは二度と会えなくなるのね。せっかく仲よくなれたのに、なんだか少し寂しい」

　ラヴィスは相変わらずまったく反応しない。ただ、やはり耳だけはこちらに向けてくれていた。

「命が助かってここを出ても、どこへ向かえばいいのかわからないの。この国には親戚も知り合いもいない。それに、殺人未遂の容疑で国外追放されたと知られたら、雇ってくれる職場もないかもしれないわね」

　不安を口にすると、改めて孤独であると実感する。

　母国語が同じであるのがせめてもの救いだが、住んでいる種族も文化も違う。この先に、私を受け入れてくれる場所があるのだろうか。

　つい、弱気になりかけて持ちなおす。

　ラヴィスを見つめると、黄金の瞳と視線が合った。宝石のような引力のある輝きだ。ふと、ラシルヴィスト様と重なる。

「あなたのご主人様は、たぶん優しい人なのよね。にこりともしないし、怖いし、口調も冷たいけど……きっと、初めから私を本気で殺すつもりはなかったんだと思うわ」

　部屋を用意して、着替えも食事も与えてくれる。ペットに触るのも許してくれた。

　もしかしたら、噂ほど冷酷ではないのかな。

　そのとき、ラヴィスはぴるるっと耳を震わせ体を起こした。険しい表情で森を睨んでいる。

「ラヴィス？」

　声をかけるが、すばやく庭から立ち去ってしまった。ゆっくり話せる最後の日なのに残念だ。

　ひとり残された私は、小さく伸びをして立ち上がった。




　薬室に戻ると、蒸し器の中の薬草は完全に仕上がっており、薬はひと晩熟成させればさらに効果が期待できる。きっと成功しているはずだ。

　ここで薬師として働けたら、どれだけいいか。

　そんな甘っちょろい考えが浮かび、苦笑した。

　古城に来た日は早く薬を完成させて逃げたかった。でも、使用人たちやラヴィスと触れ合うたびに情が湧く。

　触れられたくない過去があると察して、素性も聞かずに接してくれる優しさに救われた。

　ラシルヴィスト様とはあまり話せなかったけど、最後にお礼くらいしたいな。

　そこでふとあることを思い立って、新しいビーカーを片手に作業を始めた――。




　数時間が経った頃、薬室の扉を騎士が叩いた。

「エスター様、夕食のお時間です。そろそろ食堂へまいりましょう」

「わかりました。ありがとうございます」

　すっかり見慣れた騎士に返事をして、ともに植物園を出る。

　明日の準備も完璧に整え、新たに手をつけた作業も終え、晴れやかな気分で歩いていると、城内がやけに騒がしいと気づいた。

「なにかあったんですか？」

「あ、いえ。実は陛下が……」

　騎士が言いかけた瞬間、鉄くさいにおいが鼻を刺す。空気に混じって漂う異質なにおいの正体に胸騒ぎがする。

　目の前に、悠々とこちらに歩いてくるシルエットが見えた。ラシルヴィスト様だ。

　頬には鮮血が付き服もマントも血みどろで、背筋が凍る。

「ラシルヴィスト様」

　つい、声をかけてしまった。

　彼の表情は微動だにしない。

「どこかお怪け我がをされたんですか？」

　私の薬師としての腕が役立つなら。そんな考えがよぎっていたが、すぐに違うと悟った。

　血で汚れてはいるものの、体に傷ひとつない。片手に持つ剣は赤黒く染まっている。

　その手で、誰かを殺したのだ。

　絶句していると、彼は冷たい表情で口を開く。

「近寄るな。お前も血でけがれる」

　なにが起こったのかは知らない。でも、誰かを斬り、平然としていられることが理解できなかった。

　ラシルヴィスト様は命を奪う行為を平気でするんだわ。

「あなたに、人の心はないのですか」

　無意識に声が震えていた。

　その瞬間、周囲に集まっていた使用人たちが息をのみ、彼の眼光が鋭く変わる。

「今、なんと言った」

「誰かを殺したのでしょう？　どうしてそんなひどいことができるのですか」

「子兎になにがわかる」

　ぐっと喉に片手をあてがわれた。周囲で「ひっ」と声をあげた者もいる。

　細い首に骨張った指が食い込んだ。絞めるのではなく脅おどしているだけのようで、苦しくはない。

「あなたは優しいと、信じていたのに」

　本音をこぼすが、殺されはしなかった。

　指はすぐに離れ、足から力が抜けた私は廊下に座り込む。

「俺に甘い幻想を抱くな。貴様に理解されようとも思わない」

　突き放すセリフが心臓を貫いた。赤黒い血に染まった剣を払って腰に戻した彼は、マントをひるがえし、城の奥へ消えていく。

　すぐに使用人たちが駆け寄ってきて、体を支えてくれた。

「陛下に反論するなんて、命知らずだよ」

「下手に怒らせないほうがいい。殺されてしまう」

　皆、口々にそう言った。

　やはり、彼は無慈悲な獣なのだろうか。誰も、ラシルヴィスト様を人間として見ようとしない。

　遠い存在の彼に少し近づけたと喜んでいたら、その間に深い谷があり、飛び越えるのが不可能だと突きつけられた気分だ。




　夕食を終えてシャワーを浴びてもすっきりせずに部屋で落ち込んでいると、ボナさんが訪ねてきた。

「悪く思わないであげて。あれは、エスターのためにやったのよ」

「どういう意味ですか？」

「最近、古城の周りをウロつく怪しい獣人たちがいてね。ラヴィスがエスターを助けて拾ったのが原因で、目をつけられたみたいなの。ただでさえ、一国の王様がこんな辺境の古城に長い間滞在しているのは奇妙でしょう？　エスターが寵ちょう愛あいを受けている傾国の美女だと噂も流れているのよ」

「私が、傾国の美女!?」

　古城には二十人ほどの騎士が警備についているものの、騎士団の本隊が置かれている王都の城より手薄だ。

　悪人は、隙のないラシルヴィスト様の唯一の弱点が私であると睨んで、ひそかに逢あい引びきしているタイミングを見計らって、脅迫の材料にさらおうとしたのだろう。

　使用人ではない私が古城にかくまわれているせいで、知らず知らずのうちに狙われて、ラシルヴィスト様に迷惑がかかっていたというの？

　傾国の美女だなんて、膨れ上がったデマにもほどがある。あのラシルヴィスト様が国政もままならないほど私を寵愛していると、誰が信じるのだろう。現実は数えるほどしか話していないのに。

「ボナさん。獣人ってなんですか？　故郷にはいなかったので、生態に詳しくなくて」

「人間にも獣にも姿を変えられる種族なの。エピナント国ではその割合が圧倒的に多くてね。ここの使用人は全員エルフだけど、エピナント国の騎士団はみんな獣人よ」

　話によると、獣人は人間よりもはるかに強い力を持ち、エピナント国は屈強な騎士団によって勢力を強め、他国からの侵略を防いでいるらしい。その指揮をとっているのが、ほかでもないラシルヴィスト様だ。

　もしかして、嵐の夜に出会った野犬の群れが獣人だったのか？　じゃあ、あのときのラヴィスも？

　いや、そんなはずはないか。そうだとしたら、誰かが教えてくれるだろうし。

　彼は今日、私を守るために剣を抜いてくれたんだ。

『あなたに、人の心はないのですか』

　ひどいセリフを浴びせてしまった。なにもわかっていなかったのは私だ。勝手に理想を押しつけて、理解したつもりになっていただけ。

「大丈夫よ。私は、エスターが怒ったのを見て感動した。今まで、逆らおうとした者はいなかったからさ」

　ボナさんの励ましに少し心が軽くなる。

　明日、ちゃんと謝ろう。彼と話せるのも最後だ。今までの感謝も伝えたい。




「これが、ルカロ草の解毒薬です」

　古城で過ごす最後の夜が明け、謁見の間で片膝をついて差し出した。

　玉座に腰掛けるラシルヴィスト様は初日と同じく悠々とこちらを見下ろしている。

　期限通り、無事に薬は完成した。サンプルの毒と混ぜ合わせても薬効は確かで、品質は保証されている。

　黄金の瞳が薬の入った小瓶を眺める。

「今から言う者の家へ届けてこい。騎士に案内をさせる」

　少し間をおいて、ラシルヴィスト様は低い声で告げた。短い命令に、困惑する。




　説明もなく、私を監視する例の騎士に連れてこられたのは、森を抜け、古城から少し離れた場所にある農村だった。民家のほとんどが平屋建てで、屋根はすぐに吹き飛ばされそうなほど粗末だ。

　しかし、寂れていそうな村も人々の温かさにあふれており、貧困で毎日が苦しいというわけではなさそうである。

「村に入って左手の家の主人に渡してほしいそうです」

　伝えられるまま家の扉を叩くと、玄関に現れたのは若い女性だった。薬を見せながら怪しい者ではないと説明する。

「突然お邪魔してすみません。私は森の奥の古城に置いてもらっているエスターと申します。これ、ルカロ草の解毒薬なのですが……」

　その瞬間、彼女の目が輝いた。涙を浮かべて手を取られる。

「あぁ、ありがとう。ドミニコラ様が不在だと聞いていたから、薬が間に合うとは思わなかったわ。どうぞ、中へ入って」

　家の中は木製の家具が並び、生活感にあふれていた。奥の部屋でベッドに横たわるのは小さな子どもだ。彼女の息子だというが、呼吸が浅く、顔が青白い。

　すぐにルカロ草の毒による症状だと察した。

　女性が薬を飲ませると、やがて頬に赤みが戻る。家族や集まってきた村人たちから歓声があがった。

「食材に誤ってルカロ草が混じっていてね、日に日に弱って、今夜もうダメかもしれないと覚悟していたの。この薬は、あなたがつくってくれたのね？　命の恩人だわ。本当に感謝しきれない」

「いえ、助かってよかったです。この町に医者はいないのですか？」

「都市から離れた小さな農村だからね。いつもなにかあったときは、古城の薬師のドミニコラ様に診みてもらっているの」

　ふらりと消える癖のある男性だと聞いていたが、村の人たちからは信頼されて、いい関係を築いているようだ。

　挨拶を終えて騎士とともに村を後にした。




　古城に戻ると、ラシルヴィスト様は玉座で待ち構えていた。

「渡したか」

「はい。ちゃんと症状は軽くなって、快方に向かっています」

　無表情ながらも、彼は心なしか穏やかである。

「初めから、あの子のために薬をつくる予定だったんですね」

「持って一週間だと、話を聞いたボナが言っていた。国民の命は皆等しい。子兎とはいえ、お前の手を借りてでも命を救えるのなら救うべきだと判断したまでだ」

　命を軽んじていると決めつけていたのは間違いだった。

　やはり、彼は優しい。

　不在の薬師に代わって解毒薬をつくらせて子どもの命を救い、私の実力も見定めた。間に合ってよかったというのは結果論だが、彼は私に賭けてくれたのだ。それがうれしい。

「どうして一緒に来なかったんですか？　ラシルヴィスト様が薬をつくるよう命じなかったら、あの子は助からなかったかもしれないのに」

「人間は獣を嫌う。怯えられるだけだ。薬をつくったのはお前なのだから、俺が顔を出す必要はない」

　はっきりした物言いはあきらめているようにも聞こえた。

　もしかしたら、周囲が畏怖して近づかないだけではなく、ラシルヴィスト様も他人を拒んで距離を取っているのかな？

　どうして孤高の道を自ら選ぶのか。初めからひとりでいようとするわけがない。

　過去に、他人に受け入れてもらえないと悟ったから？　この人は、きっと悲しい経験をしてきたんだ。

　私も、ずっと居場所のない人生を歩んできた。悪者にされるたびに、他人に期待をするのをやめて、自己防衛のために心を閉ざして強い女性のフリをしてきた。

　一国の王と自分を重ねるのは失礼かもしれないが、どうしても共感せずにはいられない。

「人の心がないなんて決めつけて、申し訳ありませんでした」

　玉座の前で、片膝をついたまま頭を下げる。

「ラシルヴィスト様は命の重さをちゃんと知っているのに、勝手に失望して怒って、傷つけました」

　ふと、目の前に影が落ちた。顎に手を添えられて引き上げられる。

　正面にしゃがんだ彼は目線を合わせ、真っすぐこちらを見つめていた。曇りのない黄金の瞳に吸い込まれそうになる。

「ボナが余計な話をしたな？　俺が剣を抜き、他者の命を奪ったのも事実だ。また俺に甘い幻想を抱くなら、すぐ裏切られるぞ」

「幻想ではありません。ラシルヴィスト様はやっぱり優しい方です」

「お前のような楽観的な子兎、ここを出た獣の世界ではすぐ食い殺されるだろうな」

　ぱっと手を離され、心からあきれたため息が聞こえた。

　楽観的でいいじゃない。私が経験したすべてが真実だもの。無慈悲な彼の人の心を信じたい。

「あの、これをもらっていただけませんか」

　ポケットから出したのは、淡いピンク色のコロンだ。花の香りが広がる爽やかな匂いで、ボナさんにも好評だった。

「今までお世話になったお礼です。いろいろとありがとうございました」

　ラシルヴィスト様は受け取った小瓶を不思議そうに眺めている。

　コロンにあまりなじみがないみたいね。たしかに、こういうものは使わなさそうだけど、突き返そうともしないみたい。

　やがて、表情ひとつ変えずに続けた。

「まるで餞せん別べつだな。誰がお前を逃がすと言った？」

「え？」

　予想外のセリフが飛んでくる。

　てっきり、薬師の腕を証明した私はスパイの疑いが晴れ、この古城にいる理由がなくなると思い込んでいた。

「まだ、私を疑っておられるのですか？」

「いや。お前のような非力な子兎、たとえスパイだとしても取るに足らん。ほかに利用価値があるまでだ」

「利用価値？」

　目の前から優雅に立ち上がったラシルヴィスト様は、改めて玉座に腰掛け、気だるげに足を組む。

「昨夜の騒ぎの話をボナから聞いたのなら、くだらない噂も耳に入っているだろう？」

　心あたりはある。私が寵愛を受けている傾国の美女だというデマだ。

　つい意識して頬を熱くすると、彼は低く続けた。

「お互い迷惑な話だが、都合がいい面もある。子兎の存在が、俺が古城に滞在する理由に使えるなら、あえて噂に乗る価値はあるだろう」

「ええと、話が掴めなくて……つまりどういう？」

「俺の女になれ」

　爆弾発言に脳の働きが停止する。

　監視付きの容疑者の次は、冷酷陛下の女？

　そんなの困る。私は、他人の男をたぶらかした悪女だと恨まれたせいで、殺人未遂の罪をかぶせられて国を追い出されたのだ。もう、恋だの愛だのに振り回されたくはない。

　思わず顔をしかめてしまう。

「もちろん、婚約者のフリだ。拒否権はないが、脱兎のごとく逃げ出したところで行くあてはあるのか？」

　気持ちを見抜かれたようで、ラシルヴィスト様にたたみかけられる。

「うっ、それは」

「ドミニコラがここに戻るまででいい。報酬として植物園を自由に使用する権利を与える。書庫も薬室も好きに使え」

　植物園！　薬室！

　この数日の間に、どんな口説き文句が私を懐柔できるのか完全に把握済みらしい。興味を引かれたのがバレバレだ。

　一国の王の婚約者というと、とても重要な存在なのに、こんなにも簡単に嘘をついていいのか戸惑う。

　でも、本人が言っているのなら心配いらないか。

　ドミニコラさんが帰ってきた後は、ラシルヴィスト様がうまくごまかしてくれるはずよね。

　フリでいいってことは、関係を聞かれて婚約者だと答えるくらいの気持ちでいいのだろう。それ以上は向こうも求めていないのがはっきり伝わってくる。

　彼の弱点として命を狙われるくらいだから、噂はすでに広まっているはずだ。ここを出て、怪しい奴らに追われたり、人質にされたりしても困る。

　納得したのが伝わったのか、ラシルヴィスト様は、用は済んだとばかりに玉座から腰を上げて歩きだした。

　すれ違う彼の背中に声をかける。

「あの、私の存在をカムフラージュに使いたいのですよね？　そもそも、一国の王であるお方が、なぜこのような森の奥深くにある古城に住んでおられるのですか？」

　足を止めた彼は、いっさい振り向かない。

「踏み込むな。お前は知らなくていい」

　重い扉が閉まった。また、ひとり残される。婚約者はあくまでフリとはいえ、少しくらい心を開いてくれてもいいのに。

　でも、いまだ遠い存在ながらも、用意したコロンは受け取ってくれた。踏み込むなと牽けん制せいされたけれど、もっと深くあの人を知ってみたい。

　こうして、深い森の古城での仮かり初そめの寵愛が始まった。










甘噛みの求愛




「エスター様。これが頼まれていた薬草です」

「ありがとう。やっと注文を受けた薬がつくれるわ」

　古城に来てから、ひと月が経った。

　花を咲かせていた木が緑に変わる五月、爽やかな風に吹かれて薬師としての仕事に精を出す。

　寝泊まりする部屋は以前と変わらず、食事も三食提供してくれる。古城の使用人は皆優しくて、やっと彼らの名前も覚えてきた。

　初めは口下手な性格や噂のせいか、クールでキツい女だと思われていたようだが、今では温かく受け入れてくれている。

　あぁ、こんな人間らしい生活を送れるなんて夢みたい。それに、素敵な日課もできた。

「ラヴィス。今日のおやつはボナさんに教わってスコーンを焼いてみたの。おいしそうでしょ？」

　近くの町や農村から注文を受けて薬師の仕事をするかたわら、昼休みには庭でラヴィスとお茶会をしている。

　お茶会といっても、私がお菓子を持ってきて日向ぼっこをするラヴィスに話しかけながら食べるだけなのだが、それは今までの人生の中で一番の癒やしであった。

　ラヴィスは気まぐれにしか庭に来ないけれど、決して話の途中では立ち去らなかった。しかし、目を閉じて眠る態度から興味もないとわかるのがおもしろい。

「やっぱりいい毛並みね。モフモフで気持ちいい」

　頭をなでて、横たわるラヴィスに体を預けると、上質な白い毛に包まれた。尻尾が弱いのか触ると怒られるものの、こうやって抱きつくのは許してくれる。

　拍動するラヴィスの心臓の音に落ち着く。それに、いい匂い。花でも石けんでもないみたいだけど、なんの香りだろう。

　薬師として成分が気になっていたそのとき、背後で物が落ちる音がした。

「うわ、まずい」

　はっとして顔を上げると、視界にひとりの男性が入る。

　すらりと背が高く、毛先を遊ばせた黒い短髪で、女性に好かれそうな整った容姿だ。髪と同じ色の猫耳と尻尾が生えている。どうやら、彼は猫の獣人らしい。

　腰には剣を携えており、エピナント国の紋章が入った制服を着ている。王都の騎士だろうか。

　荷物の入ったカバンを手からすべらせたようで、慌てて拾った彼は話しだす。

「陛下を捜していたらバッタリ鉢合わせしちゃって。それにしても、噂が本当だったとは。いいとこ邪魔してすみません」

「いいとこ？　よくわからないけど、気にしないでください。ラヴィスとお話ししていただけですから」

「ラヴィス!?」

「気軽に呼んでる」と小さく震えた彼は、動揺よりも興奮が勝っていた。やはり、冷酷陛下のペットにやすやすと触れている私が珍しいのだろうか。

「はじめまして、エスターと申します。古城の騎士さんではありませんよね？」

「あぁ、申し遅れました。俺はレンテオです。どうぞよろしく」

　年や趣味を聞かれて薬師をしていることなどをざっくり答えると、彼は王都の城で働く騎士団長で、二十七歳だと知った。

　距離を詰めるのがうまく、いつのまにか自然に敬語が取り払われ、「エスターちゃん」とフランクに話しかけてくる。

　ラシルヴィスト様よりひとつ年下？　若くして団長になるなんて、相当腕の立つ騎士なんだな。

　緑色の瞳が興味深そうにこちらを見つめる。

「へぇ、君が噂の婚約者か。恋愛には淡白そうな陛下が、古城に囲って入り浸るほど惚ほれ込んでいるとはね。たしかに、すごい美人。違う出会い方をしていたら即行口説いてた……とか言ったら殺されるな」

　冗談まじりに笑った彼は、気さくで少々軟派な性格らしい。

「レンテオさんは、ラシルヴィスト様をお捜しなんですよね？　いつもは自室にいらっしゃるそうです。ボナさんに伝えておきましょうか？」

「自室？」

　そのとき、ラヴィスが体を起こしてテラスへ入った。古城の中に消えるシルエットを眺め、レンテオさんがつぶやく。

「あの、アレは……」

「ラヴィスはラシルヴィスト様のペットらしいです。ご存じではなかったですか？」

「ペット!?　あははっ、そういうことか！　エスターちゃんはすごいね」

　なにが笑いのツボに入ったのだろう？

　なんらかの事情を察したらしい彼は楽しそうだ。首をかしげていると「時がくればわかるよ」とごまかされる。

　ひとしきり笑った後、ようやく落ち着いたレンテオさんとともに私は応接室へと向かった。




　レンテオさんを応接室に案内すると、すぐにラシルヴィスト様から謁見の間に呼び出された。全身漆黒の正装で固めた彼は、圧倒的な存在感だ。面と向かうと、カリスマオーラをひしひしと感じる。

　レンテオさんは胸に手をあてて片膝をついた。

「お久しぶりです、陛下。お時間を取ってくださりありがとうございます」

「遠路はるばるなんの用だ。仕事は書簡で指示しただろう」

「直接お会いしてご相談したいことがありましてね。少々、厄介な」

　ほかの使用人や、たまに王都から来る使者に比べて物怖じしない態度だ。ふたりの間にはしっかりとした信頼関係があるらしい。

　私がここにいたらいけないよね。とても重要な政治の話かもしれないし。

　案内役を終えて部屋を後にしようとするが、レンテオさんに呼び止められる。

「ストップ。エスターちゃんもここにいてくれ。とても関係のある話題だから」

　状況が掴めずに戸惑っていると、騎士団長の彼は胸もとから一枚の封筒を取り出した。

　受け取ったラシルヴィスト様はシーリングスタンプを剥はがし、手紙の文字を目で追った瞬間に顔をしかめた。

「なんだこれは」

「エピナント国の西にある、モンペリエ国の国王から送られてきた舞踏会の招待状です」

「くだらない。燃やせ」

　バッサリと一刀両断して席を立とうとするラシルヴィスト様を「まぁまぁ、聞いてくださいよ」とレンテオさんがなだめる。

　説明によると、モンペリエ国は、国交はあるもののそこまで活発なやり取りも信用もなく、虎こ視し眈たん々たんとエピナント国への侵略をもくろんでいる〝危ない相手〟らしい。

　なぜ、わざわざ舞踏会の招待状を送ってきたのか真意が謎だ。

　すると、その心境を察したのか、レンテオさんが口を開く。

「ずばり、向こうが仕掛けてきた理由は陛下にあります。半年前、突然政治の表舞台から姿を消して辺境の古城へこもったあなたに、モンペリエ国はさまざまな考えを巡らせているようです。なにか、隠さなければならない事情があるのではないかと」

　緊張で、私の喉の奥からツバをのむ音がした。それは、私に説明してくれなかったラシルヴィスト様の秘密だ。

　たしかに、モンペリエ国が不信感を抱くのも納得できる。舞踏会は、侵略を狙う国の基盤を揺るがす情報を掴むために仕掛けたのだろう。

「おそらくこの誘いを蹴れば、ますますこちらの動きを探られるでしょう。王都の城の大臣も判断に迷って、俺を使者として飛ばしたわけです。もちろん、行くとなれば少数精鋭の部下とともに護衛しますよ」

　すると、ラシルヴィスト様は黄金の瞳に私を映した。

「お前はどうだ。経験はあるのか？」

「経験？　なんのでしょう」

「ダンスに決まっている」

　その瞬間、嫌な予感がよぎる。

「まさか、私を連れて舞踏会に行くつもりですか？」

「あたり前だ。ほかの女と踊る気はない」

　嘘でしょう！

　衝撃的な展開に唖あ然ぜんとする。まさか、ここに残された理由が、パートナーとして同伴するからだったなんて。

　こちらへ歩み寄った彼は、優雅に顎に手をあてて見下ろした。

「ボナにドレスを発注させておく。舞踏会は二週間後だ。それまでにステップを仕上げておけ」

「そんな無茶ですよ。私、プロムの練習くらいしか経験がありません」

「なら、本番までに頭と体に叩き込め」

　頭痛が始まった。

　五日以内に解毒薬を調合しろと命じられた次は、二週間以内にダンスをマスターしろだって？

　婚約者のフリだけでいいって言ったはずよね？　厳しすぎるわ。

「あの、ふたりは愛し合っているんですよね？　全然そういう雰囲気を感じませんけど」

　レンテオさんのセリフが心に突き刺さった。形だけの関係だとすぐ見破られてしまう。

　彼はラシルヴィスト様の忠臣であり騎士団長なのだから、真実を伝えてもいいはずだ。

　しかし、説明しようとした瞬間、背後が伸びてきた長い指が私の口を封じた。口を押さえたまま片手で抱き寄せられて、身動きすらとれない。

「ずいぶんとぶしつけだな、レンテオ。どれほどの関係か知りたいか？」

　低く艶のある声に胸が音を立てる。口を塞ぐ手と逆の腕が腰を抱き、体が震えた。

　ぎくりとしたレンテオさんは、さまざまな考えを巡らせたのだろう。少し気まずそうに頭を下げる。

「申し訳ございません。出すぎたことを口にしました。とりあえず、出席の意向を大臣に伝えておきます」

　軽やかな風のように出ていく彼の姿が消えると、手が放された。

「あんな誤解を招く言い方はやめてください」

　自由になった口から、つい本音が漏れる。

「誤解？」

「婚約者はフリだと、なぜ伝えないんですか？　それに、急に深い関係をにおわせる仕草をされると戸惑います」

「厄介ごとに巻き込む人数は最小限のほうがいい。計画をうまく運ぶためにもな」

　傾国の美女にうつつを抜かしていると見せかけて、それが仮初めの寵愛であるという真実を知るのは私だけだ。

　半年前から私が古城に来るまでの間は、国境の整備や現地視察を理由にしていたとラシルヴィスト様から聞いた。

　私と彼はめったにふたりで過ごしていないのに、ボナさんをはじめとした使用人は、なぜか婚約者という嘘を信じ込んでいる。

　すべてが腑ふに落ちない。

「練習には、ホールを自由に使え」

　ラシルヴィスト様はそう言い残して立ち去った。

　行動範囲が広まっても、まったく自由になれた気がしない。それでも、ここに置いてもらっている以上はやるしかないのだろう。

「がんばるのよ、エスター。きっとやれるわ」

　自己暗示のごとくつぶやいて、握りしめた拳を胸にあてた。




　翌日。薬師としての仕事を終えた午後七時に、初めて古城のホールに足を踏み入れた。大きなシャンデリアと色鮮やかなステンドグラスが輝いている。

　今までは、部屋と植物園を行き来する生活だったけど、こんなに素敵な場所があったのね。

　タオルと飲み物を置いて、準備万端だ。全身鏡を部屋から借りて壁に立てかける。

　卒業プロムに向けて、学生の頃にランジェット夫妻と練習した時期もあった。しかし、だいぶ時が経っているうえに、体がうまく動かない。

　そもそも、ひとりではうまくイメージできないわ。舞踏会では誘われたら初対面の人とも踊るかもしれないし、日替わりで使用人のみんなにお相手を頼もうかしら。

　シンプルなワンピースを着た鏡の向こうの自分とにらめっこをしていると、ホールの扉が開いた。現れた人物に目を見張る。

　それは、白いシャツ姿のラシルヴィスト様だ。黒いパンツは長い足を際立たせていて、腰の高さがよくわかる。

　どうして、ここへ？

　戸惑っていると、スマートに手を差し出された。

「もしかして、練習に付き合ってくださるんですか？」

「愚問だな。お前ひとりに背負わせはしない」

　そう言ってくれるとは思わなかった。

　彼にとっても舞踏会は予期せぬイベントで、私が半ば無理やり付き合わされる流れになったのを少しは気にしてくれているのかな。故郷の町では誰もが私に冷たかったし、すべてひとりでどうにかしようとしてきた。優しくされるのは慣れていなくて、戸惑ってしまう。

　誘われるがままに手のひらを重ねると、腰に手が回された。流れるようにステップを踏んでいく。

　エスコートは強引ではない。動きもゆっくりで、実力を見ながらこちらに合わせてくれているようだ。

「舞踏会はすべて左回りだ。力を抜いて、俺に身を任せろ」

「力を、抜く？」

「硬すぎだ。緊張しているのか」

　あたり前でしょう。心臓がドクドクと鳴ってうるさいくらい。だって……。

「わっ！　ご、ごめんなさい」

　勢いよく足を踏みつけた。まずい、怒られる。

　痛みのせいか、一瞬眉を動かす彼に背筋が凍るものの、怒号は飛んでこない。

「ある程度は覚悟している。ステップだけに集中しろ」

　なんだか優しい。てっきり、強引に振り回す踊り方をすると構えていたのに。言葉数は少ないけれど、呼吸も速さもすべて合わせてくれている。

　難しいステップに足がもつれて倒れ込んでも、さらに勢いよく踏みつけても、彼は不満を口にしない。

　レディーファーストって、こんな感じかしら？　とても大切にされている気分になる。少し恥ずかしいけれど、うれしくて、心がくすぐったいわ。ふわふわして夢を見ているみたい。

「ラシルヴィスト様、お上手ですね」

「それなりに場数を踏んできただけだ」

　なるほど。王族ともなれば、舞踏会にお呼ばれする機会も多いのだろう。

　彼はなにをやらせても完璧にこなしてしまうイメージがある。私のようにうまくできなくて落ち込んだり、緊張したりはしないんだろうな。

　社交ダンスは想像よりずっと距離が近かった。顔を上げたら間近に綺麗な顔があるし、腰を支える腕が力強くてドキドキする。

　ラシルヴィスト様と、こんなに近づいたのは初めて。

　ステップに集中したいのに、彼を意識するあまり頭が真っ白になっていく。

　そのとき、動きが止まった。

　どんなに迷惑をかけられても怒らなかった彼が、眉を寄せている。

「なぜ、いつまで経ってもぎこちない？　肩の力を抜いて身を任せろと言っている。そんなに信用できないか？」

　まずい。礼を欠いた。

　せっかく付き合ってくれているのに、相手が上の空だったら気分を悪くして当然だ。なんて伝えればいい？

「違うんです。信用とか、そういうのではなくて」

「集中できないなら、今夜はやめだ」

　ぱっと手を放して背を向けられた。彼は、それからひと言もしゃべらずにホールを出ていく。

　ひとり残され、申し訳ない気持ちと無力感が込み上げる。

　怒らせちゃった。彼の前では、気持ちをうまく口にできずにどうしても萎縮してしまう。どうすればいいんだろう。

　その日は、沈んだ気分のままベッドに潜り込んだ。

　次の日、昼食を終えて薬室に戻る途中、庭にラヴィスの姿があった。

　いつもなら声をかけて駆け寄るが、昨夜のことが尾を引いて、いまだに気分が晴れず、楽しくおしゃべりをする気にはなれない。

　なにをしても昨夜のダンスが頭をよぎってつらくなる。一瞬ラヴィスと目が合ったが、黄金の瞳が昨夜のラシルヴィスト様と重なって、つい顔を伏せてしまった。

　しかし、薬室に向かおうとした途端、くいっとワンピースの裾を引かれた。驚いて振り向くと、いつのまにか追いかけてきたラヴィスが軽く噛んで引き止めている。

　導かれるまま庭へと足が動き、芝生へ横たわった大きな体の前足と後ろ足の間におさまった。やわらかな尻尾が寄り添ってくる。

「いいの？　いつもは触らせてくれないのに」

　ラヴィスはなにも答えないが、クッションサイズの尻尾を抱きしめても嫌がらない。

　落ち込んでいるのを察してくれたのかな。もしかして、励まそうとしてくれている？　動物のほうが、そういうのに敏感だったりするのかもしれない。

　思わぬ気遣いに、心が少し軽くなった。じわじわと温かくなる。

「ありがとう、ラヴィス。実はちょっと元気なかったんだ」

　モフモフの尻尾をなでながら、本音がこぼれた。

「ラシルヴィスト様を怒らせちゃった。一緒に練習してくれてうれしかったのに」

　普段は閉じているはずの黄金の瞳は、真っすぐこちらを見ている。

「実はね、舞踏会にあまりいい思い出がないんだ。学生の頃のプロム前に、同級生の男の子たちが『エスターとは踊りたくない』って言っているのが耳に入って、せっかく練習したのに、結局披露せずに帰っちゃったの」

『エスターみたいにお高くとまっている女には近づけない。ステップをミスしたらキツく睨まれそうだ。申し込んでもバッサリ振られて恥をかくだけだぜ』

『同性に煙たがられている女と一緒に踊るなんて、周りからの視線も痛そうだな。巻き添えを食いたくない。サリーとかどうだ？　かわいらしくておとなしそうで、やっぱりああいう慣れてなさそうな子がいいよ』

　男の子も、カッコよくエスコートしたいプライドがあったのだろう。ダンスの技術はマナー同様であり、相手に合わせて踊れるのが必須のたしなみだった。

　パートナーの悪口を言ったり、誘いを断ったりしないのに。外見だけが取り柄のキツい性格だと勘違いされて、誰も手を取ってくれない。

　華やかなドレスを着て、プロムで踊るのは憧れだった。その夢が叶かなわなかったのは、臆病な私が逃げ出したからだ。

　男の子たちの陰口を聞いたとき、ショックで泣きそうだった。当日、本当に誰とも踊れなかったらと想像しただけで苦しくて、プロムに出る勇気が持てなかったのだ。

「ラシルヴィスト様が魅力的な人だからかもしれないけど、あんなに男の人とくっついて踊るなんて初めてで、どうしても緊張しちゃう」

　原因はひとつ。私が異性として意識しているからだ。彼はきっと、失敗してもとがめない。ハッキリとした物言いだけど強引ではないし、こちらを気遣う余裕もある。

「ダンスごときで、って思った？　それでも、うまくできなかったらどうしようって不安が消えないの」

　モフモフの尻尾が腕に巻きついた。温かくてやわらかい感触に、笑みがこぼれる。

「本当に優しい子ね。聞いてくれてありがとう。なんだか、すっきりしたわ」

　ラヴィスは、安心したように目を閉じて眠りにつく。日向ぼっこをする姿に癒やされて、パワーがみなぎった。

　よし、仕事として割り切ろう。変にラシルヴィスト様を意識しすぎないと心に決めるべきだ。当日踊れなくて、彼に恥をかかせるほうが恐ろしい。

　深呼吸をして気持ちを切り替えた私に、ラヴィスは小さく喉を鳴らしていた。




　夜のダンスホールには、ラシルヴィスト様の姿があった。てっきり怒って相手をしてくれないかもと心配していたが、彼はちゃんと来てくれた。

　ラフなシャツ姿だと、プライベートの時間をわざわざ割いてくれているのが伝わってきて落ち着かない。

「ラシルヴィスト様。昨日はすみませんでした。ちゃんと切り替えて集中します」

「今日は踊らない」

　頭を下げて謝罪すると、思わぬ返答がくる。

　呼吸を忘れるほどの衝撃だ。言い放たれたセリフに迷いはない。

　どうして？　せっかく来てくれたのに。たしかに私は至らぬ点だらけだが、練習二日目で愛想を尽かされたの？

　優雅に歩きだした彼はステンドグラスの窓枠に腰掛けた。表情ひとつ変えずに、手を伸ばされる。

「来い」

　いったい、どういうつもり？

　わけもわからず歩み寄ると、力強く腕を取られた。引っ張られて、向かい合わせのままたくましい胸板に飛び込むように倒れるが、悠々と支えた彼は私を膝の上にのせたまま抱きしめる。

「な、な、なにを」

「お前は俺を意識しすぎる。この距離に慣れろ。ダンスはそれからだ」

　真正面から爆弾発言が飛んできた。まさか、ずっとこのまま？

　恥ずかしさのあまり顔を背けて離れようとするが、彼に背を向けた体勢のときに腰に回った腕に引き寄せられ、うしろから抱きしめられてしまう。状況を整理すると、ふたりきりのホールで陛下の膝にのり、バックハグで密着している。社交ダンスよりもはるかに近い距離だ。

「あきらめろ。獣は獲物を逃さない」

「こんなの、荒療治すぎます」

　今、なにが起こっている？

　まるで本物の婚約者同士みたい。使用人に見られたら、恥ずかしさのあまりこの場で舌を噛んで死にたくなるほどである。

　どうして突然こんなことをするんだろう。冷静で無駄を嫌う彼は、からかっているわけではなさそうだ。

　この距離に慣れればたしかにダンスでは緊張しないだろうが、心臓が持たない。シャツ越しの体温も、回された腕のたくましさも、背中から聞こえる呼吸もすべてが思考をかき乱す。

　こちらが真っ赤になっているのに気づいた彼は、不思議そうに尋ねた。

「なぜ恥ずかしがる？　あの獣の前では、頭をなでたり抱きついたり、好き勝手やっているだろう」

「ラヴィスのことをおっしゃっているのですか？　ラシルヴィスト様とは全然違います。ペットのようにかわいがっているんです」

　やわらかい毛並みとモフモフの尻尾、いい匂いのするラヴィスに抱きつくのとはわけが違う。

　ラシルヴィスト様は筋肉質で胸板が厚いし、どこに伸びるかわからない手も、低く艶のある声も男らしくてドキドキする。

　ただ、ふわりと香る匂いだけはどこか似ている。爽やかだけど、甘くて落ち着く。ずっと近くにいたくなる。

「もう大丈夫です。な、慣れました」

「耳まで赤く染めて、説得力がないな。まぁいい、毎日すれば徐々に慣れる」




　宣言通り、ダンス特訓のたびにハグをする時間ができた。その都度こちらの反応はさらりと受け流され、身動きを封じられてしまう。

　荒療治が逆効果だと気づかないのね。婚約者のフリを命じられて、お互いに特別な感情はないとわかりきっていても、毎日躊ちゅう躇ちょなく抱きしめられたら勘違いしそうになる。

　うまく割り切ることができず、揺れる思いを持てあまし、昼休みのたびに「あの人は女心がわかってない」とラヴィスに泣きついた。




「お迎えにあがりました、陛下。さぁ、馬車へどうぞ」

　騎士の正装に身を包み、レンテオさんが四輪馬車の扉を開けた。国外に赴く際は完全な人型になるらしく、護衛の獣人騎士たちはみんな人間の姿をしている。

　獣人は、時と場合によって姿を変えられるのね。不思議だけど便利。こうしていると、人間と見分けがつかないわ。

　ついに舞踏会当日となり、夜の開場に合わせて移動を始める。

　私の隣に並ぶのは、ホワイトタイ姿のラシルヴィスト様だ。

　黒いエナメル靴と白い手袋は、普段の王族の正装とはまた違った魅力がある。艶のある銀髪を整えて前髪を上げると、美しい造形の顔がより際立っていた。

「エスターちゃん、そのドレスすごく似合ってるね。本物のお姫様みたい」

　レンテオさんに褒められたことが恥ずかしくて視線を落とすと、プリンセスラインのロングドレスが目に入った。

　ラシルヴィスト様が用意してくれたのは光沢のあるシルクで作られた深紅のドレスで、裾と胸もとに豪華なビジューやパールがほどこされている。

　バストからウエストまではぴったりと体に沿うタイトなラインだが、そこから裾へふわりとボリュームがあり、かわいらしいシルエットだ。

　シックで濃い赤は大人な印象だが華やかで、袖を通すとワクワクした。ざっくり開いた背中が少し恥ずかしいが、これは仕事の一環なので仕方がない。




　古城のあるエピナント国の国境からモンペリエ国の舞踏会場までは馬車で片道二時間ほどであった。

　案内されたのはかつての王家の離宮であり、オレンジの光が灯ともされたシャンデリアがいたるところで輝きを放っている。

　磨き抜かれた木製の壁や寄木細工の床には重厚感があり、長い歴史を感じさせる。古くから舞踏会場として使われているようだ。

　招待主である国王へ挨拶をした後、ラシルヴィスト様が軽く肘を曲げた。その合図でぎこちなく腕を組み、ホールに足を踏み入れた瞬間、周囲の視線が一気に集まる。

「ひっ。エピナント国の国王陛下だ！　社交場に姿を見せるなんて、いつぶりだろう」

「隣の麗しい女性はどなた？　貴族の娘ではないわよね」

　辺りの空気が、急に冷えきって緊張に包まれた。好奇の目というより、畏怖の対象だ。近づく者はいないけれど、遠巻きにじろじろ注目される。

　居心地が悪いな。ラシルヴィスト様が現れるとこんなにも和やかな雰囲気が消えるんだ。

　その原因は、冷酷な獣の噂以上に、彼の常人離れした美しさにあった。にこりともしない冷たい瞳が動くたびに人々は怯えている。

　彼は圧倒的な存在感で近寄りがたいオーラを放っていた。そして今夜は私がいることで、それに拍車をかけているようだ。冷酷な獣といわれた彼が年頃の女性を同伴するなんて想定外すぎて、ますますラシルヴィスト様が理解しがたい存在に見えてしまうのだろう。

　本来の目的である〝カムフラージュ〟の効果は期待できるかもしれないけど、こんなに目立っていたら、今夜も誰にもダンスに誘われないんじゃ……？

「子兎。余計な心配はするな。声をかけられなくても、それは俺の女だからだ。お前が嫌われているわけじゃない」

　小さく告げられたセリフに、はっとする。

　顔を上げると、黄金の瞳に見つめられていた。

「自信を持て。お前は練習中一度も音ねを上げなかった。うまく踊れなくても凛りんとして、心の中で相手の男のせいにしておけ」

　温かい感情が込み上げる。

　ラシルヴィスト様は冷酷な獣なんかじゃない。不安な気持ちを察して、力強い言葉をくれる。いつも自信があって迷いのない彼のセリフだからこそ、嘘偽りないと信じられた。




　やがて、オーケストラの演奏とともにダンスが始まった。ワルツのテンポに合わせてステップを踏む。

　エスコートをするラシルヴィスト様は相変わらず涼しげな顔をしているが、一度もミスをしない私を見て、心なしか視線がやわらかい気がした。

「よろしければ、一曲お相手願えますか？」

　三曲踊り終えた頃、初めて声をかけられる。モンペリエ国の若い貴族だ。ラシルヴィスト様は、挨拶程度の礼をして離れていく。

　他人と踊れてこそ、一人前である。「ぜひ、お願いします」と微笑ほほえむと手を取られた。貴族の彼は幼い頃から指導を受けているのか、なかなか実力が高い。

　時折、難しいステップをされて足もとが危なくなるものの、練習の成果もあって相手を踏みつけはしなかった。

「ありがとうございました」

　できた。ミスなくやりきった。私、ちゃんと踊れたよね？

　二曲ほど踊り、挨拶をして別れる。感動でうれしさに包まれる中、壁際で腕を組むシルエットが目に入った。

　黄金の瞳と視線が合った瞬間、彼は微かすかに口角を上げる。

　わっ！　今、笑った？

　まるで、我が子のお遊戯会を見届けた保護者のように温かい視線だ。信じられずに歩み寄ると、そっとこちらへ手を伸ばされた。

　一瞬だけ、優しく頭をなでられる。

　これは、夢？

「ラシルヴィスト様。わ、私はラヴィスではありませんよ」

「ペット扱いで褒めたわけではない。よくやった」

　顔を上げるが、そこにはいつものクールな彼しかいない。ただ、先ほどの、微かに口角を上げたやわらかい表情が忘れられなくて、心臓が騒がしくて仕方がなかった。

「エピナント国の国王陛下。酒をおつぎしましょう」

　ほのかに甘い空気を裂いたのは、初老の男性だ。モンペリエ国の政治家だろうか。うやうやしくお辞儀をして、接待と言わんばかりに空のグラスに綺麗な琥こ珀はく色の酒が注がれた。

　軽く口をつけたラシルヴィスト様は数回彼と会話をした後、私に耳打ちする。

「少しそばを離れる。俺の目の届かないところでは、壁の花になっておけ」

　男性に連れられて去っていく背中が遠い。政治の話なら首を突っ込むわけにはいかないが、ひとりになると少し寂しかった。

　でも、今日の役目はしっかり果たせたはずよね。ダンスも褒めてくれたし、古城に帰ったらラヴィスにも報告しなきゃ。

　辺りを見回すと、人々は楽しそうに談笑している。それぞれについている護衛も酒のグラスを持っていて、頬が赤く染まっていた。

　そういえば、レンテオさんたちはどこかしら？

　少数精鋭の護衛は彼を入れて五人であり、エピナント国の騎士団からよりすぐりの実力者を集めてきたと言っていた。

　ラシルヴィスト様が移動した先に待機しているのかもしれないけど、こんなにも姿が見えないなんておかしい。ひとりくらい、ホールに残してくれてもいいのに。

　そういえば、ラシルヴィスト様いわく、モンペリエは『エピナント国への侵略をもくろむ〝危ない国〟』だった。自分が危険にさらされる可能性もあると気づき、途端に心細くなった。

　賑にぎやかなホールを出ると広い廊下は薄暗く、夜の帳とばりが下り、離宮は不気味な雰囲気に包まれている。

　そのとき、目の前から二人組の男が歩いてきた。そのうちのひとりは、先ほどまでラシルヴィスト様といた初老の男性だ。

　ラシルヴィスト様はどこ？　彼は別の扉からホールに戻って、すれ違ったのかしら？

　とっさに廊下の角を曲がり、身を潜めて様子をうかがうと、低い男性の声が耳に届く。

『首尾は上々か？』

『はい。エピナント国の騎士は、全員眠らせて東棟のベッドルームに放り込みました』

『ふふふ。獣人といえど酒に酔えば子猫同然だ。猫にまたたびというが、ルビ草の効果はてきめんだな』

　背筋が凍った。

　ルビ草は、ウイスキーなどの原料としても使われる植物で、においも癖もないやわらかな口あたりになるという。

　しかし、彼らの会話から察するに、獣人にとっては効きが強いのだろう。獣の力を持つレンテオさんたちは人間よりも嗅覚に優れているため酔いやすいはずだ。

『舞踏会で人がホールに集まっているうちに、酔いつぶれた獣人を始末するんだ。目撃者はいない』

『でも、大丈夫なんですか？　他国の要人を手にかけたと世間に知られれば、対外的にモンペリエ国の立場も悪くなります』

　部下らしき若い男性は不安げである。しかし、微み塵じんも焦らない首謀者はとんでもないセリフを口にした。

『問題ない。すべて、冷酷な獣のせいにすればいいだろう。あの男は皆から〝慈悲の心を持たない冷酷な獣〟と恐れられているのだ。自分に盾突いた部下を酔った勢いで手にかけたと訴えれば、誰もがこちらの言い分を信じるに決まっている』

　まさかこの舞踏会は、実力のある騎士を始末してエピナント国の兵力を削そぐための策略だったの？

　精鋭のレンテオさんたちが殺されれば、確実に騎士団の戦力は落ちる。それに加え、犯人がラシルヴィスト様だと広まれば、他国や国民からの風あたりが強くなり、統制がとれなくなるかもしれない。

　ラシルヴィスト様には自分の障害になる者は容赦なく斬る一面があると、私もこの目で見た。血みどろの服を着て、表情ひとつ変えない彼は恐ろしかった。

　慈悲の心を持たない冷酷な獣と噂されるラシルヴィスト様が部下を手にかけたという偽証を、大半の人は疑いもしないはずだ。

　かつてカティアにはめられて、周りが全員敵になった悪夢が私の頭をよぎる。

　早くなんとかしなければ。あの人を守れるのは私しかいない。

『そこでなにをしている』

　初老の男性が緊迫した声をあげた。まずい、気づかれた。逃げようとしたときにはすでに遅く、若いほうの男性に腕を掴まれる。

　皮膚に食い込むほどの力に、痛みで顔がゆがむ。

「誰かと思えば、噂の婚約者ではないか。今の話を聞いていたな？」

　初老の男性に詰め寄られ、身の毛がよだつ。もうひとりの男性により、後ろ手に拘束されて動けない。

「客人を罠にはめて手にかけるなんて、恥を知りなさい。ラシルヴィスト様に罪をかぶせるのを見過ごせないわ。あなたたちのほうが、よっぽど悪人よ」

「よくほえる強気な女だ。自分の状況がわからないのか」

　背後から喉もとに短剣をあてられた。若い男性が、私を拘束しながら剣を抜いたようだ。

　殺される。

　そう悟った瞬間、廊下の角から何者かの手が伸びてきて、目の前の初老の男性が首根っこを掴まれた。驚きのあまり一瞬息が止まり、それと同時に、男性は強く蹴り飛ばされて廊下の壁に叩きつけられる。

　低い呻うめき声とともにずるずると地面に沈んだ彼の背後から現れたのは、氷の眼差しをしたラシルヴィスト様であった。

　私をとらえる若い男性も「ひっ」と悲鳴をあげる。

「俺の獲物に気安く触れるな」

　彼は躊躇なく私の喉もとに突きつけられている短剣の刃を掴み、奪い取った。

　血のにおいが鼻を刺したとき、ラシルヴィスト様によって若い男が地面に転がされる。

　無駄のない動きで男性の片手を縛り上げるように固めたラシルヴィスト様は、ドスのきいた声でうなる。

「俺の連れをどこへやった」

「ひ、東棟の二階だ。階段を上がって、すぐのベッドルームに」

　黄金の瞳がすばやく私をとらえた。

「こいつらは始末しておく。今のうちに皆を叩き起こしてこい」

　冷たいセリフに、はっとした。つい、マウントを取る彼の背中にすがりつく。

「この人たちの命を奪ってはいけません。警察に引き渡しましょう」

「なにを生優しいことを抜かしている。お前は今殺されかけたんだぞ。弱肉強食、それがすべてだ。警察も、モンペリエ国の機関だろう。信用できない。この世の誰もが俺たちを裏切るに決まっている」

「それでも、あなたに悪者になってほしくないのです」

　ラシルヴィスト様の動きが止まった。

　それは初めて見る動揺の表情で、視線は絡み合って逸れない。心臓がドクドクと鈍い音を立てた。

　また、意見をした私に怒るかしら。俺に甘い幻想を抱くなと睨まれるかもしれない。

　一瞬首を掴まれた記憶がよみがえるが、今は違う気がした。彼の中には、たしかに獰猛な獣がいる。それでも、慈悲を完全には捨てていない。

　静まり返る廊下に力強い声が響く。

「誰に裏切られようとも、心を閉ざしていたとしても、私はあなたの人の心を信じます」

　願いを込めて一瞬だけ背中を抱きしめ、私はその場を立ち去った。




　レンテオさんたちの救出は一刻を争う。あの二人組のほかに仲間がいたとしたら、酔っ払って身動きの取れない彼らは命が危ない。

　廊下の突きあたりにあった階段を駆け上がり、二階を捜す。ベッドルームはすぐにわかった。ノブに手をかけると、扉は開いている。

「レンテオさん！」

　名前を叫びながら部屋へ入ると、五台のシングルベッドにそれぞれ騎士たちが横たえられていた。皆すやすやと寝息を立てており、シーツの上で動く様子も見える。

　間に合ってよかった。全員無事だ。

「レンテオさん、起きてください。寝ている場合ではありません」

　一番手前のベッドに寝ていた黒髪の彼を揺する。隠していたはずの猫耳と尻尾が気持ちよさそうに揺れており、相当リラックスモードだ。

　無防備でかわいいかも、だなんて思っている余裕はなかった。いくら声をかけても目を覚ます気配がない。まだ酔っているのだろうか。

　そのとき、ベッドルームの棚にティーカップが並んでいるのに気がついた。その横にあった茶葉の種類を確認し、ピンとある考えが浮かぶ。

　これを使えば、酔いを覚ませるかもしれない。

　すばやく小袋を開けて新緑の葉っぱをつまみ、尖った牙の覗く口に期待を込めて放り込んだ。

　すると、無意識に葉を噛んだレンテオさんが勢いよく目を開けた。

「ぶはっ!?　まっず！」

　強烈な苦味に酔いが覚めた彼は、耳を伏せながら、ぺっぺっと舌を出して顔をゆがめている。完全に覚醒した様子だ。

「よかった、気がついたんですね」

「え、エスターちゃん？　最悪な目覚めだけど……これはなに？」

「棚にあった紅茶の葉です。この種類は、お湯に入れるとスッキリした味わいのおいしいお茶になるんですが、そのまま食べるととてもまずいんですよ」

　事情を説明すると、すべてを理解したレンテオさんは険しい顔で腕を組んだ。

　ホールで警備にあたっている最中にモンペリエ国のメイドにドリンクを勧められ、全員がルビ草の酒だと知らないまま酔わされてしまったらしい。

　ベッドに寝転んでいたほかの四人も同じやり方で無理やり起こしたが、体の異常はないようだ。肉食の彼らには、ルビ草の効果よりもまずい茶葉のほうが刺激が強いと学んだ。

「そうだ、陛下は無事なのか？」

　いまだに苦味と戦っている様子のレンテオさんに尋ねられる。

「会ったときは無事でした。でも、首謀者を捕らえるときに手に怪我を負ってしまったのですが、私は皆さんを起こすためにこちらに来たので、別れた後はわかりません」

「陛下もきっと酒を勧められたはずだ。ルビ草の酒は度数が強い。早く迎えに行こう」

　剣を下げ、主君の捜索に乗りだす騎士たちに続いて部屋を出た。

　ラシルヴィスト様の耳はエルフのようには尖っていない。さっき会ったときも酔っ払っている様子はなかったし、ただの人間のはずだが、ルビ草って種族を問わず効きが強いのかしら？

　捜索範囲を広げるため、ふた手に分かれた。レンテオさんとふたりで一階に下り、辺りを見回す。

「俺は手前からひとつずつ部屋を捜すから、エスターちゃんは向こうから確認をしてくれるか？」

「わかりました」

　指示通りに動くと、ふと、窓の外に警察の腕章をつけた男性が数人集まっているのが見えた。連行されているのは私を襲った二人組だ。ラシルヴィスト様は誰も殺していない。そう悟って、涙が流れそうになる。

　やっぱり、彼は冷酷な獣ではない。早く会って無事を確認したい。

　――ガタン。

　突きあたりの部屋から物音がした。導かれるまま扉を開けるとそこは応接室で、重厚な革のソファに横たわる大きな人影がある。

「ラシルヴィスト様！」

　急いで駆け寄ると呼吸はしっかりしていた。目を閉じて眠っているようだ。疲れて休んでいたのだろうか？

　視線を落とすと、白い手袋をはめた左の手のひらに血が滲にじんでいる。私を守るために刃を握ったときの傷だ。

　痛かったに決まっている。私に刃があたらないように、あえて掴んだ優しさだとわかっていた。

　手袋をはずすと幸い深くはないようで、ほっと胸をなで下ろす。ハンカチを傷口にあててきつく結んだ。そして、ソファの近くにしゃがみ、寝ている体を揺する。

「ラシルヴィスト様、起きてください。レンテオさんたちは全員無事です」

　すると、わずかにまぶたが持ち上がった。まだ寝ぼけている様子の黄金の瞳が、目の前で揺れる。

　よかった。意識はあるみたい。

　このまま肩を貸して運ぼうかと考えた瞬間、かすれた声が耳をくすぐる。

「エスター……？」

　驚きと幸福感で呼吸が止まった。

　今、初めて私の名前を呼んでくれた？

　しかし、返事をしようとした途端、背中に回された手に力強く引き寄せられる。

「わっ!?」

　気がつけば彼は頭上にいて、寝ていたはずのソファに押し倒されたのだと理解した。

　なにが起こっているの？

　月明かりが彼を照らした。艶のある銀色の髪の間から、狼のような立派な耳が生えている。足もとにはモフモフの尻尾の感触がした。

　動揺のあまり言葉を失うと、彼は獲物を捕らえた獣のように私の首筋に顔をうずめる。耳もとで「ぐるる」と低い声がした。

　喉を鳴らしているの？　これって、もしかしなくても……。

　獣人であると気づいたときには遅かった。ざりざりとした舌が首筋に這はう。逃げようとするものの、たくましい腕と体にかかる重さで動けない。

「ひゃっ」

　首に牙が立てられた。しかし覚悟した痛みはなく、何度も角度を変えて甘噛みされる。ぞくぞくと全身がしびれて思考がとろけた。

　肉食の獣を目の前にした恐怖ではない。本能で求められているようで、全身が熱くて恥ずかしさで死にそうだ。

「ラシルヴィスト様！　私は餌ではありません！」

　声をあげると耳をなめられた。ざりざりとした舌の感触に、体の力が抜けて抵抗できない。レンテオさんたちを目覚めさせた茶葉も手もとになかった。

　どうすればいいの？

　至近距離で目が合う。この世の誰よりも綺麗な獣が、欲をあらわにして獲物をとらえていた。

　心臓が早鐘を打ち、うるさくて仕方がない。早く押しのけなければいけないのに、普段は感情を悟らせない彼が、ありったけの思いを私だけにぶつけている状況に心が震えた。

　ダメだ、食べられる。

　唇が触れ合いそうになった瞬間、視界に入ったのはテーブルの上の花瓶だ。

「ご、ごめんなさい！」

　必死で手を伸ばして勢いよく花瓶を逆さにすると、むせかえる花の香りと冷たい水がラシルヴィスト様の頭に降り注いだ。

　ぴくんと彼の肩が跳ね、お互いびしょ濡れで硬直する。

　乱れた銀色の髪から、頬に水が滴したたった。

「エスターちゃん？　すごい声がしたけど……」

　待って、今は！

　駆け込んできたレンテオさんが目を見開くと同時に、ラシルヴィスト様は力尽きて私の上に倒れ込む。

　とんでもない現場を目撃された私は、気まずそうに視線を逸らす騎士団長に言葉が出ない。

「あぁ、ごめん。俺はまたいいとこを邪魔して」

「やましいことはなにもしていませんから、今見た記憶を消して早くラシルヴィスト様を起こしてください」

　舞踏会は、悪事を働いた政治家たちの逮捕によって騒ぎとなり、モンペリエ国の国王がその場をなだめる形で予定よりも早くお開きとなった。ぐったりと眠るラシルヴィスト様は騎士たちによって馬車に運ばれ、私たちは舞踏会場を出て帰国の途についた。




　ラシルヴィスト様は馬車に揺られても眠り続け、古城に着いても目覚めなかった。

　手の傷のほかに外傷はなく、ルビ草の酒で酔っているだけだとレンテオさんは言っていた。

　まさか、ラシルヴィスト様が獣人だったなんて。酔っていたとはいえ、心臓に悪い。

　甘えながら喉を鳴らし、首筋にすり寄って噛みつかれた。痛くないように加減されていたのがスキンシップだったようだ……恥ずかしくてたまらない。

　いったい、どういうつもり？　お肉を食べる夢でも見ていたのかな。

　自室のベッドに入ってもなかなか眠れず、天井をぼんやり眺めていると、先ほどの帰りの馬車での出来事がよみがえってくる――。

　レンテオさんと向かい合って座り悶もん々もんとしていると、年の近い君主の酔いっぷりがツボにハマったようで、笑いながら彼は私に言った。

『甘噛みは求愛行動だから。気に入っている子には、本能的に噛みつきたくなるもんだよ』

『まさか。そんなのはありえません。詳しくは言えませんが、私たちの関係は複雑なんです』

　必死に否定すると、牙を覗かせてにこりとしたレンテオさんは楽しそうに続けた。

『ははっ、そういうことにしておく。初めて会った日に、愛し合っている雰囲気は感じられないなんて言ってごめんね。今日の舞踏会で踊っている姿は、どのペアよりお似合いだったよ』

　――ひと晩古城に泊まる流れになった王都の騎士たちと玄関ホールで別れて、自室に戻ってきてから一時間以上経つのに、今なおラシルヴィスト様から与えられた熱が忘れられない。

　あんなラシルヴィスト様は初めて見た。クールで余裕があって、常に他人を寄せつけない彼が秘めていた獣の本能は全身が震えるほどの引力である。

　とんでもない情を心に刻み込まれてしまったようだ。射貫くような鋭い視線の熱を知ってしまったら、後戻りはできない。

　ねぇ、どうして？　本当は私に特別な感情なんてないんでしょう？　いつも自分の気持ちを多く語らないでこっちを振り回してばかり。

「もう、恋とか愛とかはこりごりなのに……」

　胸に宿った淡い感情に気づかないフリをして、薄い毛布をかぶった。




「昨夜の事件の首謀者たちはモンペリエ国の司法で裁かれて、きっちり牢に入れられたそうです」

　翌朝、謁見の間でレンテオさんが報告をする。二人組の男たちが独断で犯行に及んだのか、国の上層部からの指示だったのか、それは闇の中に葬られてしまった。

　しかし、ラシルヴィスト様が殺さずに適切な順序で罪人を裁いたのは大きな意味がある。こちらが襲われたとはいえ、その場で処刑しなかったのは国際的に見ても正解だっただろう。

　当の本人は、玉座で静かに報告を聞いている。額に手をあててわずかに眉を寄せる仕草は、いまだに二日酔いで苦しめられているのが伝わってきた。

　彼はお酒があまり強くはないのかな？　それとも、ルビ草が効きすぎた？

　そこで、はっとした。昨夜の出来事がよみがえり、体中が熱くなる。

「あの、ラシルヴィスト様。お尋ねしてもいいですか」

「悪いが、昨夜の件なら、警察に男どもを引き渡してからの記憶が消え失うせている。お前も忘れろ」

　ぴしゃりと話題を切った彼は、触れられたくないようだ。

　やっぱり、甘噛みが求愛行動だったなんて嘘だな。覚えていないらしいし、こんなにもそっけないもの。

「いえ、そうではなくて。あなたは獣人だったのですか？」

　隣に控えていたレンテオさんが興味深い顔でこちらのやり取りを眺めた。

　ラシルヴィスト様は、悠々と長い足を組む。

「あぁ。ルビ草の酒で半分姿が戻っていたらしいな」

「やっぱりそうなんですね。ずっと人間だとばかり思い込んでいました。もしかして、獣の姿にもなれるんですか？」

「それはお前もよく知っているだろう」

　ぴょこんと耳と尻尾が現れた。自由自在に姿を変えられる様子に感動していると、はたと気づく。

　昨夜は混乱してじっくり観察できなかったが、白く立派な耳とモフモフの尻尾は覚えがある。それに、黒のチョーカーも黄金の瞳も記憶と重なった。

　まさか。

「ラヴィスは頭をなでても抱きついてもじっとしているおりこうさん……だったか？」

　予感が確信に変わった。

　雷に打たれたような衝撃が走る。心臓が鈍く音を立て始め、点と点が線になってつじつまが合う。

　なぜ、使用人たちが私と彼が婚約者同士である噂を信じ、白い獣を見かけるたびに震え上がっていたのか。

「ラヴィス！」

　目の前の彼と私の友達のヴォルランが一致した。

　あのラヴィスが、姿を変えたラシルヴィスト様だったの？

「ラヴィスという名はラシルヴィストの愛称だ。乳母のボナと、勘の鈍いお前くらいしか呼ぶ奴はいない」

　今思い返せば、気づくタイミングはいくらでもあった。それでも、まさかそんなはずはないと無意識に仮説を頭の奥底に追いやっていたのだ。

　途端にドッと冷や汗をかく。

　祖国で私がどういう扱いを受けてきたのか、つらかったことをすべて打ち明けてしまった。それだけじゃなく――。

『本当に綺麗な毛並み。こんなに大きなわんちゃんは初めて見た』

『ラシルヴィスト様が魅力的な人だからかもしれないけど、あんなに男の人とくっついて踊るなんて初めてで、どうしても緊張しちゃう』

『あの人は女心がわかってない』

　過去の自分の発言が思い返され、喉が詰まりそうになる。

『なぜ恥ずかしがる？　あの獣の前では、頭をなでたり抱きついたり、好き勝手やっているだろう』

『ラヴィスのことをおっしゃっているのですか？　ラシルヴィスト様とは全然違います。ペットのようにかわいがっているんです』

　ダンスの練習をした翌日も、ラシルヴィスト様を意識しすぎて集中できないとこぼした本音は、本人に筒抜けだったんだ。

　彼が突然ハグし始めた理由も察する。

　かぁっと頬が熱くなり、羞恥の限界を超えた。

「どうしてすぐに教えてくださらなかったんですか」

「お前がひとりで勘違いしていただけだろう。隠していたつもりはない」

「だからって……」

　毎日毛並みをなでたり尻尾で遊んだり、それはもうペットと戯たわむれる気持ちで無邪気に楽しんでいた。

　お茶会と称して隣でお菓子を食べて一方的に話しかけ、彼のプライベートの時間を奪っていたのだ。

　庭に来るのも気まぐれで、興味がなさそうに目を閉じて眠っていた態度にも納得がいく。

　ちゃんと相手をしてくれていた彼がどんな気持ちで私の話を聞き、戯れを受け入れていたのか、想像するだけで心臓が爆発しそう。

　本当に、ラヴィスがラシルヴィスト様なんだ。彼は正真正銘の獣であり、エピナント国の種族をまとめる百獣の王である。

「俺を枕にして寝た女は初めてだ」

　あぁ、誰か嘘だと言って。白い毛並みに包まれて、庭で夕方まで爆睡した黒歴史に肝が冷える。今すぐここから逃げ出したい。

　顔が赤くなったり青くなったり忙しい私に、すべてを知っていたレンテオさんはお腹をかかえて笑った。

　お互いを知り、ふたりの距離が少しずつ縮まる一方で、モフモフの癒やしは二度と経験できないと察した私は絶望に打ちひしがれたのだ。










獣の真実




「ラヴィスが獣人だと知らなかったのね？　あはは！　それは驚いたでしょう？」

　六月、梅雨の時期に入って古城を囲む森に湿った空気が立ち込める頃、自室にやって来たボナさんは豪快な笑い声をあげる。

〝ラヴィス〟と親しげに呼ぶボナさんは、ラシルヴィスト様の乳母だったと彼から聞いた。三十代くらいとしか思えない若い外見からは想像がつかないが、二十八歳のラシルヴィスト様の乳母ならば、エルフである彼女は年齢不詳の美魔女らしい。

　幼い頃からそばで成長を見守る立場であったため、呼び名の癖が抜けないのだとか。

　舞踏会が終わって一週間が経ったが、正体を知られてからも、ラシルヴィスト様は相変わらずヴォルランの姿で庭にいた。

　仕事の合間にお茶会をする勇気はもちろんない。移動の際も、芝生に寝転ぶ彼を起こさないよう気をつけているし、そもそも庭に近づかなくなった。

　あぁ。あんな立派な毛並みをなでられる機会はそうないのに。私の唯一のオアシスが……。

　そんな思いをかかえながら、日ごとにモフモフが恋しくなってきている。

「エスター様、陛下がお呼びです。部屋に来るようにとおっしゃっております」

　薬師の仕事を終えて自室でゆっくり過ごそうとした矢先、伝言が届く。

　部屋？　それって、ラシルヴィスト様の自室という意味？

　彼の自室は古城の北塔にあり、使用人の居住スペースや謁見の間とは離れていた。めったに人が立ち入らないどころか、本人以外の出入りを禁じられている。

　わざわざ呼び出しなんて、今までなかったのに。どういうつもり？




　恐る恐る北塔に向かい、大きな扉の前に立った。金の装飾がほどこされた深紅の扉に緊張感が高まる。

「ラシルヴィスト様。エスターです。お呼びでしょうか」

「入れ」

　ノックをして声をかけると、短い返答がきた。低いトーンの命令に、喉からツバをのみ込む音が鳴る。

　部屋の中には、彫刻がほどこされた重厚感のあるゴシック風の家具が並んでいた。黒や深紅のものが多く、どれもエレガントな印象だ。

　薄暗い部屋にキャンドルデザインのランプが灯り、古城の妖しくも優雅な雰囲気にうっとりする。

　初めて入ったわ。内装とインテリアに統一感があって、とてもセンスがいい。ラシルヴィスト様が厳選したアンティークを置いているのかしら。

　呼びつけた本人は、深紅のソファに腰掛けていた。

　髪の毛も肌も白いシルエットで暗い部屋とは対極の色彩。存在感があるけれど、豪華な部屋の雰囲気に調和している。

「あの、どんなご用でしょうか？　また夜会の招待状でも？」

　入り口付近で立ち止まったまま声をかけた。

「この距離で話すつもりか？　こっちへ来い」

　長い指がソファの隣をトントンと指す。あえて近づかないでいたのがバレたらしい。

　気まずいながらも歩み寄って座ると、彼は静かに語りだした。

「新たな仕事が入ったわけではない。お前に尋ねたいことがあるから呼んだのだ」

「なんでしょう？」

「なぜ、最近庭に来ない」

　ぎくり。

　澄んだ黄金の瞳がこちらをとらえた。覗き込まれて言葉に詰まる。

　まさか、こんな直球で聞かれるとは。しどろもどろになる。

「それは……ラシルヴィスト様がラヴィスだったと知って、己の行動を反省したんです。有意義な休息を邪魔してはいけないと思って」

「ひとりで休みたいときはあの庭に行かん。あれだけ好き放題しておいて、今さら気遣いなど無用だ」

　もしかして、それを伝えるために呼んだのかな。舞踏会を終えてから、庭で私が来るのを待ってくれていたとか？

　そんな都合のいい解釈をしていると、隣から低いため息が聞こえた。

「毎日騒がしくしていた奴が急にいなくなって落ち着かない。ここでは、好きに過ごせ」

　大きな白い尻尾がぽふんと頬にあたった。人間の姿で耳と尻尾を出した彼は、半分獣に戻ったようだ。

　すごい。本当に自由に変化できるのね。

　久しぶりのモフモフに目が輝く。

「触るのが好きなのだろう？」

「いいんですか？」

「お前の手には慣れた」

　無愛想な口調はいつも通りで、腕組みをして目を閉じているものの、尻尾で私と遊んでくれる。

　彼が慈悲を持たない冷酷な獣と呼ばれているなんて嘘みたいだ。

　両手で尻尾を抱くと、クッションのようなやわらかさに感動した。

　ふわふわで気持ちいい。久々の癒やし……！

　これは婚約者のフリを承諾した対価のひとつなのだろうか？　衣食住の確保と薬師の仕事に加えて、癒やしのモフモフ時間までくれるなんて夢みたい。

「梅雨の時期は太陽が雲で隠れる。雨の日は部屋に来い」

　想定外の出来事が起こった。信じられないお誘いだ。なんて魅力的な提案なんだろう。




　ラシルヴィスト様の部屋を訪れた日を境に、晴れの日は庭で、雨の日は彼の部屋で過ごすようになった。時にはお菓子を差し入れ、向こうは気まぐれに口にしながら紅茶を飲んでいる。

　耳と尻尾を出してほしいと頼むと怒らずに聞いてくれるし、一週間経った頃からは頼まずともケモ耳状態が常だ。

　そして、変化はもうひとつ。最近、彼は私を名前で呼ぶ。

「エスターは毎日植物の世話をして飽きないのか」

「とても楽しいですよ。留守を預かっている身ですし、しっかり管理をしています」

　舞踏会の翌日以降、ラシルヴィスト様は少し変わった気がする。にこりともしないし口数も少ないままだけど、どこか優しい。

　ヴォルランの姿のときは、私が一方的にしゃべるだけだったが、今ではこちらの話にちゃんと相づちを打ってくれた。

「ラシルヴィスト様のお部屋にはアンティークの小物が多いですね。棚にもたくさん並んでいます。集めるのが趣味なのですか？」

「趣味というほどではないが、目にとまった品を飾っていたらいつのまにかこうなっていた」

　棚には、綺麗な砂時計やオルゴールが整頓されている。興味を引かれて眺めていると、その中に見慣れた小瓶があった。

「私が渡したコロン、捨てずに持っていてくれたんですね」

　別れの餞別としてつくった花のコロンは、棚のコレクションに加えてある。てっきり処分されたと思っていただけに、喜びが込み上げた。

「甘ったるい匂いがした。実にお前が好きそうな香りだ」

　ちゃんと使おうとしてくれたらしい。それだけで心が躍る。

　知れば知るほど、彼は冷酷な獣とは真逆の人だ。

　もちろん、敵と見なした者は容赦なく殺そうとする面もあるが、周囲を震え立たせて牙をむくだけだった初対面のときのラシルヴィスト様からは遠ざかっている気がする。

　どんな心境の変化だろう？

　こっそり見上げると、隣の彼はまどろんでいた。

「眠くなりましたか？　そういえば、庭でお話ししたときもよくお昼寝していますよね」

「あぁ。お前の隣は息がしやすい」

　安心しているって意味かな？　無防備な姿を見せない彼が素でいられる居場所になれたのならうれしいな。

　つい、銀の髪の毛に手が伸びた。優しくなでると、黄金の瞳が驚いて見開かれる。

「あっ、ごめんなさい。尻尾と同じ質感なのかなと気になって。人間の姿だと、サラサラしていて少し硬いんですね」

「お前は本当に命知らずだな。興味本位で俺に触ろうとする奴はほかにいない」

　すると、骨張った長い指がこちらに近づいた。髪をとかれて、ひと房もてあそばれる。

　触られたの、初めて。

「エスターの髪はやわらかいな」

　心なしか穏やかな声に心臓が早鐘を打ちだす。

　ずっと気づかないフリをしていた。でも、これは自うぬ惚ぼれなんかじゃないはずだ。

　なんだか空気が甘い？

　ラシルヴィスト様が自室に踏み込むのを許した時点で、ほかの誰とも扱いが違うことは、あきらかだった。

　日々庭で過ごすのは昼休みだけで、夜も私があくびをし始めたら早々に部屋に帰される。使用人たちの目にも、それが仲睦むつまじく映っているようで、婚約者の話が嘘だと伝えても信じてもらえないレベルまできていた。

　おかしい。寵愛はフリなのよね？

　表情をめったに変えないクールな彼は、なにを考えているのかさっぱりわからない。ただ、おそらく向こうは無自覚だろうが、最近はなでると喉を鳴らすし、自分から私のそばに近寄ってくる。

　変な期待をするのはよそう。また『俺に甘い幻想を抱くな』と睨まれるかもしれない。




　薬室で調合をしていたある日、ラシルヴィスト様は初めて仕事中に人間の姿で会いに来た。

「エスター、出かけるぞ」

　戸惑いの中、おとなしくついていくと、連れてこられたのは古城から馬車で三十分ほど揺られた先にある市場だった。

「ラシルヴィスト様、ここって？」

「エピナント国でも指折りの規模の市場だ。希少な球根や苗を取り扱う出店も多くある」

　辺りには、出店のテントが所狭しと並んでいる。どれもが興味を引かれるものばかりで胸が高鳴った。

　ブルトーワ国では自生しない植物がいっぱい。薬室の図鑑に載っていたレアな種も売っているわ。ここは天国！

「楽しそうだな。好きなものを好きなだけ買うといい」

「うーん、迷います。希少な品はそれなりにお値段が高いですし、カゴに入れすぎて破産しそうです」

「そのくらい買ってやる」

　さらりと告げて歩きだした背中に感謝の気持ちを伝えようとするが、素直に「ありがとうございます」と言って甘えていいのかわからず、彼の真意を図りかねて言葉が出ない。

　ここに来るまで、私はてっきりラシルヴィスト様の荷物持ちを頼まれたのかと思っていたが、彼は自分の買い物をするどころか、目を輝かせて出店を回る私についてくるだけだった。

「草の見分けがつかん」とぼやく様子から、あまり興味もないようだ。

「あの、どうしてここに連れてきてくれたんですか？」

「お前が喜びそうだと思っただけだ」

　今までは『城から逃げたら、においを追って噛み殺す』とまで言っていたのに。

　不思議な人。私を喜ばせたかったの？

　すると、少し不機嫌そうな声が耳に届く。

「獣の前ではにこにこしていたのに、俺の前ではあまり笑わないだろう」

「それは、ら……ラヴィスと違ってラシルヴィスト様といると緊張してしまいますし、そもそも私は人前で笑うのが得意ではないので」

　ふいに、顎に手がかけられた。わずかに上を向かせられた先で視線が重なる。

「気を張らなくていい。お前が笑っていると、心が安らぐ」

　かぁっと頬が熱くなった。

　なんて返せばいいかわからなくなっているこちらを見て、クールな彼も楽しそうだ。手を離されて、平静を装って植物へ視線を落とす。

　にこりともしない、強気でかわいくない女だった私をこんなふうにしたのは誰？

　冷酷非情だと謳うたわれるラシルヴィスト様はとても遠い存在だと思っていたのに、今は手を伸ばせば届くところにいる。心の距離も、出会った頃よりはるかに近づいた。

　従者も連れずにふたりきりでお出かけをして……こんなの、まるで本物の恋人同士みたい。

「私ってば、なにを考えているのかしら」

　カゴに詰め込んだ苗や球根を持って会計へと遠ざかる背中に、つい独り言が漏れた。

　これは利害が一致した愛のない関係で、私は彼が古城にいる本当の理由を隠すために使われているだけなのに。必要がなくなったら、いつでも〝切れる〟間柄なんだわ。

　頭に浮かんだ甘い予感を振り払って、花壇に囲まれたベンチで彼を待つ。

　するとそのとき、聞き覚えのあるかわいらしい女性の声がした。

「あら？　エスターさんではなくって？」

　声の主を見て、血の気が引く。

　クリーム色の髪をハーフアップでまとめた、精巧な人形のようにかわいらしい小柄な女性は、カティアだ。周囲には見慣れた取り巻きたちもいる。

　記憶に刻み込まれた天敵に背筋が凍った。

「カティア、どうしてここに」

「植物園で育てる苗を仕入れに来たんです。私はグレイソンの妻になる身ですから」

　私がブルトーワ国を追われた後、植物園の経営を手伝い始めたらしい。ここにグレイソンの姿がないのは幸いだが、彼女にも二度と会いたくはなかった。

　忘れかけていた悲しみと怒りが込み上げる。

「エスターさんこそ、どうしてここに？　まだ薬師のお仕事をされているの？」

「えぇ。今も昔も、私には薬師の仕事しかありませんから」

「そうですか。お仕事先が見つかったのならよかった。町を出たあなたをとても心配していましたわ」

　カティアが心配するわけない。私を心配してくれるのはランジェット夫妻だけ。彼らは元気にしているのだろうか。

　知りたいけれど、迷惑をかけないために縁を切ったのだ。相手はカティアということもあり、自分の口から夫妻の名前を出すことがためらわれる。

「身寄りもないだろうし、屋根のある場所で休めていないんじゃないかと身を案じていましたけど、元気そうでなによりですわ」

　それを聞いた瞬間、ぷつりと切れた。

「心配していたなんて、心にもないことを口にしないで。あなたがわざと事件を起こして追い出したんでしょう？」

「まぁ、ひどい。毒の一件が自作自演だとおっしゃりたいの？　本来死刑になるはずだったあなたを慈悲の心で見逃したのよ？　感謝してほしいくらいだわ」

　グツグツとはらわたが煮えくり返る。様子をうかがっていた取り巻きたちも、口々にカティアを擁護し始めた。

　結局、町にいた頃となにも変わっていない。

　誰も私の味方はいないし、真実をあきらかにしようとする気すらないのだ。

「エスター、なにをしている」

　背後から声がかかった。紙袋をさげたラシルヴィスト様だ。

　突然現れた美形な男性に色めき立つ取り巻きたちは、彼に興味津々らしい。カティアも連れがいるとは想像していなかったようで目を丸くしていた。

「地元の知り合いです。バッタリ会ったので、お話をしていました」

「そうか。久しぶりに会ったのなら、積もる話もあるだろう。用が済んだら声をかけろ」

　祖国の知り合いと聞いて少し警戒したものの、私の様子を見て大丈夫だと判断したのだろう。

　ラシルヴィスト様はすぐにその場から離れようとするが、引き止めたのはカティアだった。

「エスターさん、彼はどなた？」

「今、お世話になっているところのご主人です」

　国境を越えた先の国王を直接見たことがないためか、ラシルヴィスト・ベルナルド国王陛下だと気づいていないようだ。

　すると、彼女たちは目を見合わせてくすくすと肩を揺らした。

　その空気が穏やかではないと察したラシルヴィスト様の様子が変わる。

「男関係で町を引っかき回して国外追放されたのに、まだ色目を使っているなんて、人って変わらないのね」

「男性をたぶらかしてお家うちに転がり込むなんて、さすがエスターさんだわ」

　全部聞こえていますけど、わざと？

　ひとりなら我慢できた。でも、今の私はラシルヴィスト様の連れなのだ。誹謗中傷とはいえ、私が非難されることで、一緒にいる彼にまで恥をかかせてしまう。そんなの絶対に嫌。

　しかし、心に暗いモヤが立ち込め始めたとき、声をあげたのはラシルヴィスト様だった。

「貴様らはエスターのなにを知っている？　少し甘噛みしたくらいで赤くなるような初う心ぶな女が、男をたぶらかせるはずないだろう」

　カティアも取り巻きたちも言葉を失った。

　深い関係をにおわせる発言は、彼女たちに与えるダメージが相当だったようだ。

　鋭い口調は敵意に満ちていて、震え上がるほど怖い。だけど、そのセリフは世界一優しくて涙があふれそうになる。

「エスターは気高く美しい女だ。これ以上、俺の妻を侮辱するな」

　高らかな〝俺の妻〟宣言に令嬢たちの顔がこわばった。

　追放先で苦しく惨めな生活を送っていると下に見ていたのに、私があきらかに高価な装飾品を身につけていたのが納得できないようだ。そのうえ容姿も品のよさも他者とは一線を画す男性を旦那にして幸せに暮らしていると思い込んで、屈辱的な気分なのだろう。

　低く「帰るぞ」と告げられ、腰を抱かれてその場から立ち去る。

　取り残されたカティアたちはいら立ちや嫉妬のこもった複雑な視線を向けていて、私は彼女たちと目を合わせる勇気がなかった。




　やがて馬車へ戻った後、終始無言の彼に尋ねる。

「ラシルヴィスト様、さっきの……」

「妻だと伝えた方が、ともに住んでいる説明として手っ取り早いと思ったまでだ。口を挟んで悪かった。だが、これ以上謝るつもりはない」

「いえ、責めるつもりはありません。トラブルに巻き込んでしまって、すみませんでした。助けてくださってありがとうございます」

　彼の態度に、ふと気がつく。

　そういえば、ラヴィスには町を追い出された理由を教えていた。それを覚えてくれていたなら、彼女たちが私を罠にはめた令嬢だと察したはずだ。

　今までかばってくれる味方はいなかったのに、迷いなく信じて守ってくれた。

　彼は仮初めの婚約者だというのに、息ができないほどつらい現場から私を連れ出してくれた。

「お前は舞踏会の夜に、俺を悪者にしたくないと言っていただろう」

　走りだす馬車の中で、ぽつりと声が届いた。

『この世の誰もが俺たちを裏切るに決まっている』

『それでも、あなたに悪者になってほしくないのです』

　交わした会話が頭の中でこだまする。

　噂や外見で悪者だと決められて、いつしか他人を信じられなくなっていた彼は、冷酷非情な獣であり続ける覚悟を持っていた。

　でも、ラシルヴィスト様は変わったのだ。少しずつ、たしかに。

　向かい合わせで座り、真っすぐこちらを見つめた彼は、真剣なトーンで続けた。

「俺も同じだ。誰を敵に回しても、決してお前を悪者にはしない」

　唯一私を理解してくれる人が周囲から畏怖されるあの冷酷陛下だなんて、誰が想像していただろう。

　ラシルヴィスト様は、こんなにも優しくて温かい。うれしくて胸がいっぱいだ。

「ありがとうございます」

　伝えた声は少し震えてしまったけど、彼は黙って受け止めて、やがていつものように目を閉じた。

　沈黙が続く車内もまったく苦じゃない。ラヴィスの姿ではない彼の前で、初めて穏やかで落ち着いた気持ちになった。

「市場に行けば、また鉢合わせるかもしれない。用があるときは俺を呼べ」

「いえ、今日楽しめただけで十分です。わざわざ付き添っていただくのは申し訳ありませんよ」

「欲のないお前のわがままはタカが知れている。気を遣わずになんでも言うといい」

　相変わらず言い方はクールだが、やはり今までとは違う。

　彼と私の間には名前のつけられる感情はないはずだが、初めて会った頃よりずっとお互いを理解している。

　どの臣下よりも、彼の心に近寄れた気がした。

　いつまでこの関係でいられるのだろう。いくら利用価値があってカムフラージュしているとはいえ、いずれは正式な妃きさきを迎えるはずだ。

　そのとき、本物の寵愛を受けるのは私じゃない。

　馬車に揺られて帰路に着く中、なぜか心がツキリと痛んだ。




「陛下。レンテオ団長から届いた手紙をお届けにまいりました」

　数日後。雨が窓を濡らす昼間、ラシルヴィスト様の自室で過ごしていると、古城の警備にあたる若い騎士が封筒を手にやって来た。

　尻尾で私をあやしながら、長いまつ毛に縁取られた涼しげな瞳が羅列された文字を追っていく。

「お仕事のご連絡ですか？」

「あぁ。来週の公務だ」

　手紙は、隣国の要人を招いた毎年恒例の会談があるため、王都の城に戻って出席してほしいという内容である。

　要人の中には先日ひと悶着あったモンペリエ国の外交官も含まれており、胸がざわめいた。

「案ずるな。獣の縄張りで自ら狩られにくる愚かな真ま似ねはしないだろう」

　不安がよぎったのを察したように、彼の指が軽く私の頭をなでる。不思議だ。なぜこの人には私の考えが筒抜けなんだろう。

　それにこの仕草は私を子ども扱いしているというか、まるで赤ちゃんを甘やかしているみたい。力を加減した指が優しい気がする。

　なんだか、最近ラシルヴィスト様のそばにいると落ち着かない。恐怖や緊張ではなく、たまに流れる甘い空気に心がむずがゆくなるのだ。

「あの、私そろそろ仕事に戻りますね」

　意識しているのを隠してソファから立ち上がると、続いて立った彼は、扉のそばに立てかけてあった黒い傘を差し出して「今日も励め」と静かに見送った。




　古城を出て、敷地内の植物園へと歩きながら眉を寄せる。

　あんなに甘い空気が漂っても、向こうは照れもしていない。私をペットの子兎とでも思っているのかしら。なんとなくモヤモヤするけど、仕事中は頭を切り替えなきゃ。

　ラシルヴィスト様から借りた黒い傘を閉じて植物園に入ると、ふと違和感を覚える。

　いつもより涼しい？　扉は開放しないし、室温調整にはとくに神経を尖らせているのに、おかしいわ。

　胸騒ぎがして、足早に薬室へ向かう。薬室にたどり着き、ドアノブに手をかける間際、中からガラス製の物体が割れるような音が響いた。

　勢いよく扉を開けると、目に飛び込んできたのは黒いマントを着たシルエットだ。

　床には薬品棚に並べていた瓶が散乱しており、いくつか中身がこぼれてしまっている。大事に乾燥させていた薬草もぐちゃぐちゃで原形をとどめていない。

　犯人は見つかると思っていなかったのだろう。フードをまぶかにかぶっていて顔は見えないものの、鉢合わせしたショックで肩を大きく震わせていて、動揺しているのがわかる。

　無遠慮に土足で机に上がり、窓から逃走しようと足をかけた。

「待ちなさい！」

　とっさにマントを掴むと、バランスを崩した体は難なく引き寄せられる。抱きとめた衝撃でフードがめくれ上がって脱げた。

　サラサラの短い赤毛が揺れ、敵意に満ちた瞳がこちらを睨む。相手は頬にそばかすのある若い男性で、はっとした瞬間、私は強く突き飛ばされた。

　体が打ちつけられた先は厳重保管の紙が貼られた棚だ。唯一、私が手をつけていなかった領域だが、鍵が壊されていたために勢いよく扉が開いて、中の小瓶が床に落ちる。

「きゃあっ」

　割れた破片が飛び散り、つい顔を覆うと、その間に犯人はすばやく薬室から飛び出した。逃げる背中を追おうとするが、腕に痛みが走る。

　まずい、血が出ている。背中を強打したせいで呼吸がうまくできないし、足が震えて立てない。

　顔をゆがめた瞬間、切迫した声が耳に届いた。

「エスター！」

　現れたのはラシルヴィスト様だ。普段は少しも焦らない彼が、倒れる私を見るや否や血相を変えてそばにしゃがみ込む。

「なにがあった」

「薬室が荒らされていて……すみません、犯人を逃しました」

　背中を打ったせいで呼吸がしづらいままそう告げると、部屋の惨状から状況を察したらしい彼は真剣な表情で続ける。

「お前の悲鳴が聞こえた。部外者の侵入を許したのは俺の落ち度だ。逃げ出した奴は騎士に追わせている」

　銀色の髪の合間から、獣の耳が揺れている。臨戦態勢で、聴覚が過敏になっているようだ。

　私の声を聞いて駆けつけてくれたんだ。

　緊張から解放されて息が整った後、心に押し寄せたのは罪悪感だった。

「すみません、すべて私が招いたトラブルです」

「なにを言う。お前は被害者だろう」

「いえ。犯人はカティアの家に雇われていた使用人です。私を国から追い出した令嬢の側近が、ここにいました」

　状況を理解した黄金の瞳が見開かれる。

　フードの奥にあったのは、忘れるはずのない天敵の手下である。おそらく、カティアに命じられて忍び込んだのだ。

　カティアは先日の市場での一件で、私がグレイソンよりもはるかに眉び目もく秀しゅう麗れいで金持ちそうな男性の〝妻〟になり、幸せに暮らしていると知って許せなかったのだろう。

　プライドが高く自己中心的な性格はいまだに変わっていない。

　伴侶を容姿や財力で価値判断する気などこちらにはさらさらないが、カティアにとっては重要だったらしい。

　嫌がらせ、もしくは今いる家を追い出されるほどの事件を起こしてやろうと画策したのだ。

　なぜこの場所がわかったのか。市場でラシルヴィスト様に一喝された後に馬車を尾行して、この古城に住んでいると突き止めたのなら納得がいく。

　カティアは私が今も薬師として働いていると知っているし、なにを傷つければ一番ダメージを与えられるかをわかっている。

　毒の件も今回も、私の聖域を荒らした。

　悔しい。いつまで経っても、カティアに人生を狂わされる。

　誇りを持って働いていた植物園から解雇して、大好きだったランジェット夫妻と離れ離れにさせておいて、まだ私の居場所を奪おうとするの？

　ドミニコラさんの不在の間だけとはいえ預かっていた薬室を、めちゃくちゃにされてしまった。

　どう謝ればいいのか考えもつかない。

「お前のせいじゃない。命が無事でよかった」

　そう告げた彼は、数秒後に動きを止めた。

　視線の先には割れた小瓶がある。厳重保管の棚の薬品で、冷静な彼の顔に一瞬激しい動揺が走った。

　初めて見るこわばった顔に声をかけられずにいると、やがて深く呼吸をした彼に体を持ち上げられた。

　軽々と横抱きにされて、出そうになった涙が引っ込む。

「ま、待ってください。早く薬品を整理して片づけないと」

「腕の手あてが先だ」

　否応なしに力強い腕に抱かれ、ボナさんのもとへと運ばれた。

　何度謝罪を口にしても「もういい」と、とがめない態度に申し訳なさだけが募る。

「騎士が捕らえた男と古城の外に控えていた奴の仲間は、全員ブルトーワ国の役人に引き渡した。我がエピナント国の司法では裁かない」

　ラシルヴィスト様から伝えられた言葉が信じられなかった。

　居城の植物園に不法侵入されて薬室を荒らされたのに、簡単に身柄を引き渡したの？　地元に戻された男たちと、計画を企てたカティアは、このまま守られて罪も償わずにのうのうと生きるかもしれないのに。

　こちらの戸惑いを読み取ったらしい彼は、包帯の巻かれた華奢な腕をなでる。

「不法侵入をしたうえに俺の大切な婚約者に傷をつけた奴は極刑に値するが、それだとエスターが気に病むだろう。俺はお前がそばにいる限り、お前の信じた人のままでいると決めたのだ」

　冷酷非情な獣とは思えないセリフが胸を打つ。

　それだけ言い残して部屋を出ていく彼に、手あてをしてくれたボナさんも温かい眼差しを向けている。

「ラヴィスは変わったよ。前よりもずっと、一国の王にふさわしい男になった。それはあんたのおかげなんだねぇ、エスター」

　優しい言葉をかけてもらえるほど、自分に価値がある自覚はない。

　彼は今でも粛清という名の圧政を強いるときはあるし、王都からの使者には容赦なく厳しい命令をする。

　だが、それは諸外国からエピナント国を守るために必要なもので、目を背けてはいけないトラブルの火種に対して悪者を演じ続けているだけなのだ。

　慈悲の心を持たない冷酷な獣の圧倒的な力強さと軍の手腕で、国がまとまりつつあるのも事実である。

　私は、仮初めの婚約者でいる以上に、あの人のお役に立てているのだろうか。

　それからというもの、ラシルヴィスト様は私を自室に呼ばなくなった。

　理由は、来週の会談に向けた公務が忙しく、かまっている暇がないからだという。

　友人でも本物の夫婦でもない関係なのだから、必要以上にプライベートな空間をともにするのはおかしいと理解してはいるが、なぜか寂しい。

　落ち込む権利もないのに。どうしてこんなに胸がざわめくの？

　心あたりはあった。薬室を荒らされた原因をつくった私を本当は嫌いになったんじゃないかと不安なのだ。いつのまにか、彼に嫌われるのが怖くなっている。

　もともと好かれていないじゃない。あの人は、初対面で私に剣を突きつけて殺そうとしたのよ？

　古城に来たばかりの頃は、裏切られた過去が悲しくて独りぼっちで寂しくて、あまり眠れない夜を過ごしていた。

　その記憶がよぎらなくなるほど、私は獣の温かさに甘えてしまっているのだ。

　冷たい瞳の奥に宿る信念や悪者を演じてまで国を守ろうとする覚悟を知って、不器用で孤独なラシルヴィスト様に寄り添いたいと思ってしまった。




　会談を二日後に控えた頃から、ここのところ食堂にラシルヴィスト様が姿を見せていないことに気づく。

『ラヴィスは最近自室で食べているのよ。根を詰めすぎても心配だけど、返ってくる食器はいつも綺麗だし、食欲があるぶん安心ね』

　ボナさんはそう言って笑っていたけれど、素直に受け入れられなかった。なぜなら、古城の清掃を任されている青年が、休憩室でやたら豪華な料理を食べているところを偶然目にしたからだ。

　話を聞くと、今まではお弁当を持参していたが、最近はラシルヴィスト様がくれるようになったという。『噂よりも優しい王様ですね』なんて青年は笑っていたけれど、もしかして、自室に運ばせた食事に手をつけず、そのまま彼にあげている？

　ボナさんの性格上、ラシルヴィスト様が「いらない」と言うと、必要以上に心配して気に病むかもしれない。それをわかっているから、あえて黙っているのか？

　清掃担当の青年は、以前ルカロ草の解毒剤を渡すために行った小さな農村から古城に通っている。勤務時間は半日で、古城の使用人たちの昼食が終わってからひとり昼食を取り、休憩室を掃除して帰るそうだ。休憩の時間が異なるため、私以外の人はラシルヴィスト様の代わりに青年が料理を食べていることに気づいていない。

　得体の知れない不安がよぎり、つい、彼の部屋を訪ねる。

　しかし――。

「お前にかまう暇はない。勝手にこの塔へ足を踏み入れるな。早々に去れ」

　いつもは招き入れてくれるラシルヴィスト様は、扉越しに冷たく言い放った。

　顔すら見せてくれないのね。

　少しは近づけたと思っていたのに、こんなふうに突き放されてはたまらない。私は、自分がラシルヴィスト様のそばにいることを許された唯一の存在だと自惚れていたのだろうか。

　結局彼は他者と一線を引き、誰もテリトリーに入れようとしないのか。




　すれ違いが解消できないまま、その日はやってきた。

「久しぶり、エスターちゃん。会談までまだ時間はあるけど、陛下はまだ自室かな？」

　朝イチで古城を訪れた客は、濡れた髪や尻尾をタオルで拭くレンテオさんだ。今日が会談当日であり、王都の城までの足として迎えに来たらしい。

　外は激しい雨。大きな雨粒が窓を打ちつけていて、風も強い。

「ずいぶん悪天候ですね。道は大丈夫ですか？」

「森は多少ぬかるんでいるけど、なんとか通れるよ。それにしてもすごい雨だ。ちょっと馬車から降りて移動するだけでこのありさま。ひどいでしょ？」

　城内が汚れないように玄関ホールの外に控えたまま苦笑する彼は、馬車の手綱を握る御ぎょ者しゃを気にかけながらタオルを手渡している。

　もし、移動の間に服が汚れたら、王都の城で着替える時間も必要だよね。早めに声をかけて出発してもらったほうがいいかもしれない。

「私、ラシルヴィスト様にレンテオさんたちが待っていると伝えてきます」

「ありがとう。助かるよ」

　勝手に塔に出入りするなと怒られたが、今回は業務連絡なので差し支えないだろう。

　緊張感に包まれる中、北塔の彼の自室へやって来た。扉の前で深呼吸をする。

「エスターです。着替えはお済みですか？　レンテオさんたちが到着しました」

　ノックして声をかけるが返答がない。まさか、まだ寝ているとか？

　氷のような冷たい瞳が脳裏をよぎったが、会談に遅れてはまずい。意を決して重い扉を押す。

「し、失礼します。ラシルヴィスト様……？」

　部屋の中に彼の姿はなかった。

　驚いて目を見開くと、アンティークの棚がやや乱れているのが視界に映る。手前に飾られた小物だけが倒れており、あきらかにおかしい。

　私があげたコロンの蓋ふたが開いていて、ピンクの液体がこぼれたままだ。

　穏やかなはずの花の香りに胸騒ぎがした。

　すぐに部屋を出て使用人室まで向かい、ボナさんにラシルヴィスト様の姿がどこにも見えないことを伝える。緊急事態を察した彼女が全使用人に声をかけ、大勢での捜索が始まった。

　小瓶を片手に持って、階段を駆け下り、玄関ホールを抜けて外に出る。

「レンテオさん、お願いがあります」

　突然駆けてきた私に驚く騎士団長は、目を丸くした。

「このコロンのにおいを追ってください。ラシルヴィスト様がどこにもいないんです」

「なんだって？」

　状況を理解したレンテオさんに小瓶を渡す。おそらく、小瓶を倒したときに体のどこかについたはずだ。獣人の彼なら、嗅ぎ分けて行方を捜せるかもしれない。

　彼は、コロンをあおぎ嗅いだ。目を閉じ、嗅覚に神経を集中させて、空気を調べている。

「どうしてだろう。城内からはにおいが流れてこないな。望みがあるとしたら外だね」

　急いで玄関を開けるが、目の前は暴風雨だ。屋根など関係なしに吹きつける雨はやむ気配がない。

「雨のせいでにおいが消えている。悪いけど、この先は方角がわからない」

「大丈夫です。敷地内にいるとしたら、あとは植物園くらいしかありません」

　傘も持たずに駆けだした。泥がはねるのも気にせず、植物園を目指す。

　希少な植物が枯れてしまってはいけないので、植物園の環境を変えないように細心の注意を払いながら彼の影を捜すものの、どこにもいない。

　嫌な予感がする。

　そのとき、薬室の中から物音がした気がした。薬室のカーテンが揺れている。

　いちるの望みをかけて飛び込んだ。すると、誰かが床に倒れているのが見えた。

　すばやく駆け寄り、その顔を見て血の気が引く。

「ラシルヴィスト様！」

　青白い顔で横たわっているのは捜していた彼だ。目もとには薄くクマができている。

　ぐったりしていて、目を開ける様子がない。

「起きてください！　いったい、どうして」

　漆黒の正装の袖から伸びる手を取った。生きているとは思えないほど冷えきっておりぞっとするが、脈はある。体はずぶ濡れで、雨が彼の体温を奪ったのだと察した。

　話を聞きつけて、捜索に加わっていた使用人たちもぞろぞろと薬室に駆けつける。皆、状況を理解しきれずにざわめき、レンテオさんは絶句していた。

　死んではいない。でも、徐脈だわ。呼吸も浅いし、このままじゃ……！

「道を空けてくれ」

　品のよい、男性の声が響く。

　騒がしかった人々がいっせいに黙り、声のほうを向いた。片眼鏡にジャケット姿の長髪紳士が、薬室の扉の前に立っている。

　コツコツと靴を鳴らしてこちらに歩み寄った彼は、ラシルヴィスト様の容体を冷静に観察しているようだ。金色の前髪から赤い瞳が透けている。

　この人は誰？

　すると、ラシルヴィスト様のまぶたがわずかに持ち上がった。焦点の定まらない目が男性をとらえた瞬間、安あん堵どの気配がする。

「……遅い……」

「申し訳ございません、主あるじ。間に合ってよかった。すぐ楽になります」

　かかえていたカバンからテキパキと木箱を出した男性は、そこから数種類の液体を取り出し、手慣れたように試験管に入れて混ぜ合わせていく。綿に染み込ませたアルコールのにおいが鼻を刺した。

　木箱に入れられているのは、薬草のエキス？　もしかして彼は……。

　試験管の中の色味を確認してラシルヴィスト様の首を支えた彼は、ゆっくりと薬を口へ流し込んだ。顔をゆがめていたラシルヴィスト様も、やがて呼吸が落ち着いて頬に赤みを取り戻す。

　周囲が緊張から解き放たれた途端、使用人たちから嬉々とした声が聞こえてきた。

「ドミニコラ様だ、本物か？」

「うちの最強薬師が帰ってきた」

　その場に現れた救世主の正体を察すると、くたっと意識を飛ばしたラシルヴィスト様を軽々と担いだ男性は、人々に視線を向ける。

「ただいま、みんな。一人ひとりに挨拶をしたいところだけど、今は主の体調が優先だ。医務室に運ぶ間、傘をさしてくれるかい？」

　物腰やわらかな指示に、使用人たちはすばやく動きだした。やがて、男性は私に声をかける。

「お嬢さんもおいで。君の噂は耳に入っている」

　その後は、言われるがまま彼についていった。




　医務室のベッドに横たわるラシルヴィスト様を診つつ、初対面の男性と向き合う。

「はじめまして。僕の名はドミニコラ。長い間、植物園を管理してくれていたそうだね。ありがとう」

「こちらこそ、不在の間に使わせてもらえて助かりました。私はエスターと申します」

「婚約者の噂はかねがね。主が婚約者を迎えたと知って驚いたよ」

　彼は、悪天候のせいでやや湿った金の長髪をゴムで縛った。

　容姿は中性的で三十代後半くらいに見えるが、耳が尖っているため年齢不詳のエルフらしい。

　妖艶な色気を醸し出すドミニコラさんを前に緊張しつつ、おずおずと尋ねる。

「あの、ラシルヴィスト様は大丈夫なのですか？」

「あぁ、いつもの発作だ。心配はいらない」

「いつもの？」

　あの苦しそうな表情が頭にこびりついて離れない。本当に死んでしまうのかと思って、怖くて仕方がなかった。

「君は、なにも聞かされていないのかい？」

　私はぎこちなくうなずく。

　それは、彼が私に隠していた秘密と関係があるのかもしれない。

　すると、ドミニコラさんはベッドサイドの椅子から立ち上がり、布団を胸までめくった。ラシルヴィスト様のシャツに手をかけ、ボタンを首もとからはずしていく。

　ぎょっとして目を逸らそうとしたが、その前に視界に飛び込んできたのは、鎖骨の下から胸もとにかけて広がる手のひらほどの大きさの痣あざだった。

　紫色の痣は打撲痕ではない。まるで、体に刻み込まれた刺青のようだ。

「これ、は」

「主がおかされている病の症状さ。王族は代々この病と闘い続ける」

　喉が締めつけられるように苦しくなった。衝撃の事実に、うまく息が吸えない。

　ラシルヴィスト様は、ずっと病にかかっていたの？

　ドミニコラさんは、そっと布団をかけなおして椅子に戻った。

「病の発現は個人差があるから王族は短命というわけではないが、主の場合は早すぎた。彼の母親も出産をしてすぐに亡くなったんだ」

　たしか、ボナさんはラシルヴィスト様の乳母だと言っていた。王室の子どもは乳母が育てるのが普通だと思っていたが、彼の場合は育てられない理由があったんだ。

　父親の死去と同時に王位を継承したラシルヴィスト様は天涯孤独。つまり王族が彼しかいないということになる。その裏には奇妙な病が関わっており、それは謎に包まれているのだという。

　まさか、代々呪いのように受け継がれる病があったなんて。

「僕は長年この病について研究をしていてね。古城を空けて各国を飛び回っていたのも病に効く薬草を探すためだったんだけど、主からの伝書鳩ばとで『常備薬が切れた』と連絡があって、急いでトンボ返りしたわけさ」

　そのとき、はっとする。

　まさか、カティアの側近が忍び込んだ日に割れた瓶が常備薬だったの？

　たしかに、厳重保管の棚から落ちた瓶を見たラシルヴィスト様の様子がおかしかった。私が突き飛ばされたときに割ってしまった中に、大事な薬が紛れていたんだ。

　寝込む姿を見て、胸が締めつけられる。

　ここまで追い込んでしまったのは私だ。

　事情を知らなかったとはいえ、トラブルを呼び込んだ罪がある。古城に雇われていなければ、カティアに目をつけられることもなかっただろう。

「主はね、半年前に発病して、秘密裏に古城へ移り住んだんだ。緑豊かなこの土地は空気が綺麗で療養にはもってこいだからね」

「病気を患っているのを隠そうとしたんですか？」

「あぁ。王がいつ死ぬかもわからない体だなんて、国家を揺るがす大問題だ。これは、主と僕しか知らない秘密だよ」

　偽りの婚約者に利用価値があるというのは、この話だったのか。

　傾国の美女に溺れているフリをしてドミニコラさんの植物園がある古城にこもり、過ごしていた。

　薬室で薬の瓶が割れてしまった日から服薬していないとすれば、ここまで症状が悪化してもおかしくない。

「病は治るのですか？」

「研究を重ねて薬草の材料をひと通り揃えたんだが、まだ薬効が確立していないんだ。なにかがひとつ足りない」

「そんな。じゃあ、ラシルヴィスト様は……」

　言葉を詰まらせると、ドミニコラさんは低く告げる。

「常備薬はあくまで気休めで、進行を遅らせるだけだ。この痣が黒く濃くなって心臓まで届いたとき、主は死ぬ」

　雷に打たれたような衝撃が走った。

　指先が冷たくなって、目の前が真っ暗になる。

　ラシルヴィスト様が死ぬ？　この世からいなくなってしまうの？

　頭の中にこれまでの記憶がドッと流れ込む。

　本心をあまり口にしないけれど、不器用な優しさで包んでくれた。犯罪者として国外追放された私を迎え入れて、居場所をくれた。

　喉に手をあてがわれて拒絶された日も、初めて古城のホールで踊った夜も、ヴォルランの姿で寄り添ってくれたときも、すべてが愛いとおしい。

『厄介ごとに巻き込む人数は最小限のほうがいい。計画をうまく運ぶためにもな』

　かつて、彼はそんなセリフを口にしていた。

　もしも、病を隠していたのが同じ理由なら、私を厄介ごとに巻き込まないために守ってくれていたことになる。

　悪者を演じたまま本物の妃も迎えず、最後はひとりで死ぬ覚悟をしていたのなら、彼の心はどれだけ傷だらけなのだろう。

「うっ……」

　小さな声とともに、ベッドが軋きしんだ。黄金の瞳がうっすらと開く。

「ラシルヴィスト様」

　つい手を握って声をかけると、視線が交わった。

　私とドミニコラさんを交互に見やり、やや乱暴に体を起こす。不完全な状態でベッドから出ようとする彼に驚いた。

「お待ちください。どこへ行くのですか？」

「公務に決まっている。会談まで二時間を切った」

「無茶ですよ、そんな体で」

　命に関わる病だと知り必死に止めると、その様子から今までの状況を察したらしいラシルヴィスト様は鋭くドミニコラさんを睨んだ。

「貴様、エスターに話したな」

「彼女は知っておくべきだと判断しました。生涯の伴侶になるお方でしょう？」

　すると次の瞬間、黄金の瞳が鈍く光る。

「戯たわ言ごとを抜かすな。俺はこの呪われた人生に誰も縛りつける気はない。伴侶などつくるわけがないだろう」

　硬いもので殴られたような衝撃に襲われた。

　ショック？　まさか。あたり前の事実を突きつけられただけだ。

　私は本当の婚約者ではない。愛し合っている恋人はおろか、友人とも呼べない仲である。ふたりの関係を表すなら、さしずめ〝利害が一致している共犯者〟だろう。

　世間を欺あざむき、真実を隠し続けている。

　ドミニコラさんは、私たちの婚約はラシルヴィスト様の療養をカムフラージュするためのものだと理解したらしく、彼の中ですべてのつじつまが合ったようだ。

　だが、その表情は納得がいっていない様子だ。

　それ以上話すつもりはないらしく、ラシルヴィスト様は無理やりベッドから下りた。しかし、床に足をついた途端、足腰に力が入らないようで、がくんと倒れる。

　私がとっさに重い体を抱きとめて支えると、耳もとで怒りを込めたうなり声がした。

「ドミニコラ……貴様、盛ったのか」

「人聞きが悪い。体調を押して公務に出ようとするのはお見通しでしたので、少し強めに調合したまでです。自覚しておりますので、いくらでも性悪と罵ののしってください」

　ぐるる……と喉を鳴らすラシルヴィスト様は私の肩を放してベッドに仰向けになる。

　そして私たちから顔を背け、低く怒鳴った。

「出ていけ。俺が喉笛を噛み切る前に」

　震えるほど恐ろしい。

　私の前ではめったに放たない獣の殺気に、食らい尽くされそうになる。

　あぁ。やはり私と彼はこんなにも遠い。

「行こう、エスターさん」

　手を引かれて医務室を出た。

　心は凍りついたように冷たくて、なぜか涙がこぼれそうだった。
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　扉が閉まり、部屋が静まり返る。

　仰向けのまま目もとに腕をのせ、息を吐く。

　誰も巻き込まないつもりだった。忠誠を誓う臣下も、命をかけて国を守る同志も、平穏な生活を支えるメイドも、不安にさせるだけなら告げないほうがマシだ。

　もしも病にむしばまれて道半ばで命が散ったとしたら、代々王族の血をつないできたヴォルランの家系が途切れる。

　こんな血など、残してはならない。必ず愛する者より先に死ぬとわかっていて、伴侶など持てるものか。

　子を成したとして、生まれてきた尊い命も、また同じ病になる。いくら獣の力が強く優れた血統だろうと、この体は呪われているのだ。

『彼女は知っておくべきだと判断しました。生涯の伴侶になるお方でしょう？』

　ドミニコラの声が頭にこだまする。

　なにを勝手なことを。俺はどれだけ未練を残さず別れられるかを考えているのに。

　エスターをイバラの道には引き込めない。

　俺を獣ではなく人だと言ってくれた彼女は、大切に、傷ひとつなく手放したいんだ。

　悪女と嫌われ、冤罪をかぶったつらい過去のせいで素直になれないエスターが、「ラヴィス」と呼んで笑顔を見せるのが不思議だった。

　強気な顔で心を開かないくせして、人々から畏怖される俺の前でだけ安心しきった顔をする、おかしな奴。

　彼女が庭に来るたびに、なぜか心の奥が熱くなる気がした。

　その感情の正体が知りたくて、舞踏会に連れていく口実を取りつけたり、部屋に呼んだりして、ともに過ごす時間をつくった。

　人間の姿では警戒されたがヴォルランの姿にはどうも弱いらしく、尻尾で遊んでやると喜んだ。

　呪われた血のせいで恋愛どころか女にも興味がなかったはずなのに、冷たい美貌に隠された素直な一面を知り、心が揺れた。

　彼女は、俺が今まで出会ってきたどの人間とも違う。

　いつも気を張っている彼女の素は、想像よりもずっと愛らしい。

　今までは、俺を怖がってばかりでまともに正面からぶつかってきた奴はいなかった。あの華奢な体で堂々と意見を口にして戦い続ける姿が、自分と重なって見えたのだ。

　気丈に振る舞い弱さを必死に隠して陰で泣く彼女を、傷つけるすべてから守ってやりたい。

　だが、この体はもう長くない。

　残された時間がないとわかっていて、誰が大切な者にその人生をくれと言えようか。

　綺麗でやわらかな首筋に噛みつき、食べるのが惜しいとさえ思った。

　俺の存在が気高く生きる彼女の足かせになってはならない。もともと、期限付きの関係なのだ。

　王としてやるべきことがある。せめて強い獣として隣国の侵略を防ぎ、役目を果たした後、彼女の目につかないところで命を終えたい。

　悲しむ者がいないよう、悪者を演じ続ける。

　獣が人間を愛するなど、許されるはずがないのだから。

「そんな顔をするな、子兎……」

　別れ際に見たエスターの顔がひどく悲しげで、目に焼きついた彼女の姿がいつまでも頭から消えなかった。










決死の告白




「エスターさん、本当にここを出ていくつもりなのかい？」

　ラシルヴィスト様が倒れた翌日。

　すっかり暴風雨が過ぎ去った古城の薬室で、ドミニコラさんが問いかけた。

　たったひと晩で机に積み上げられた本の整理を手伝いながら苦笑する。

「はい。もともとドミニコラさんが帰ってくるまでの期限付きでしたし、私は本当の婚約者ではありませんから」

　症状が落ち着いた後、ラシルヴィスト様はすべてを説明したらしく、偽りの関係を理解したドミニコラさんは複雑な表情をしていた。

　今語った通り、ふたりは本物の恋人ではない。

　それに、カティアの恨みを買って薬室を荒らされてしまったのは私の責任だ。優しい人たちに甘えて居座るわけにはいかないだろう。

「主に進言しようか？　君は薬師としての腕もある優秀な助手だし、片づけが苦手な僕にとっては貴重な人材なんだけどな」

「そばでお勉強をさせてもらえるのはありがたいですが、これ以上ご迷惑をかけるわけにはいきません」

　自分で言って悲しくなった。

　古城にこもる理由をカムフラージュするための婚約者なら、きっといくらでも用意できるはずだ。

　舞踏会が特別だっただけで、今後公務に付き添わないようにすれば、別人の女性が成り代わっても務まる。

　ドミニコラさんとボナさんにさんざん引き止められたが、心を決めるのは早かった。数少ない私物をまとめ、その日のうちに謁見の間に向かう。




　玉座に座り、悠々とこちらを見下ろすラシルヴィスト様は、感情が読めない。

「旅立つのか」

「はい。今までお世話になりました」

　日の高いうちに古城を出れば、近くの村の先にある町へたどり着けるだろう。しばらくは少ない所持金をはたいて宿暮らしを続け、薬師としての仕事を探すつもりだ。

　今回、餞別のコロンは用意しなかった。

　香りは記憶を閉じ込める媒体になりうる。覚えのあるにおいを嗅いだだけで、私の姿が頭をよぎるかもしれない。

　そんな未練がましい品を贈れるほど、清すが々すがしい別れではなかった。

　彼にとって私は代えのきく偽りの婚約者でしかないが、少しでも別れを惜しむ気持ちがあるのなら、綺麗さっぱり忘れてもらうための努力をしたい。

「それでは、どうかご自愛ください」

「あぁ」

　短い返答に背を向ける。

　さよならは口にできなかった。素っ気なく、想像以上にあっさりとした挨拶が寂しく感じて心が痛い。

　なにを期待していたの。やっぱり彼は引き止めもしないし、出会ってからこれまでの思い出を懐かしむ様子もない。

「エスター」

　扉から出た瞬間に名前を呼ばれた。

　振り返ると、自然と閉まりゆく扉の先で視線が交わる。

「過去になにがあろうと、お前は笑顔がよく似合う。これからは偽りではない生涯の伴侶を見つけて、幸せになれ」

　扉が閉まり、姿が完全に見えなくなった。

　こんなに胸を打つセリフを贈るなんてずるいわ。

　あなた以上の伴侶なんて、きっとほかにいない。国外追放された悪女にはもったいないほど素敵な人だった。

　会えなくなった後で、気持ちを自覚するのは遅すぎる。

　恋とか愛とか、そんなものに振り回される人生はごめんだったはずなのに、今、感情がぐちゃぐちゃになっているのは、私が本気で彼を愛してしまったからだ。

　いつも容姿ではなく中身を見てくれて、勇気づける真っすぐな言葉をくれた。私に身の危険が迫ったら自分をかえりみずに助けてくれる。

　冷たくて無愛想で非情な一面もあるけど、本当の彼は誰よりも優しくて温かい悪〝人〟だ。

　古城の門を出た途端、初めて涙がこぼれた。
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「行ってしまわれましたね。本当にこれでよかったのですか」

　謁見の間へやって来たドミニコラは、玉座から立とうとしないラシルヴィストを見上げて口を開いた。

　表情こそ変わりはしないが、たしかに主のまとう空気が悲しみを帯びた気がしたからだ。

　しかし、長いまつ毛に縁取られた黄金の瞳は冷たい。

「いいに決まっている。あの子兎に未練はない」

「子兎ですか。主には、彼女がそんなにかわいらしく見えているのですね」

「なにが言いたい」

　ピリッと緊張感が張りつめた部屋に、ドミニコラの声が響く。

「未練はないと断言しておいて、僕の挑発を軽く受け流せないほど機嫌が悪いではありませんか。主の脚力なら、今追いかければまだ間に合いますよ」

「ふざけたことを言っていると、たとえ貴様でも容赦はしないぞ」

　そのとき、扉がゆっくり開かれた。険悪な空気を察しておずおずと顔を出したのは若い騎士だ。

「お取り込み中、申し訳ございません。陛下、レンテオ団長から公務のご連絡が入っております。なんでも、王都近くにある北の森にノラ化した獣が巣食っているらしく、たびたび旅人が被害に遭っているそうです」

「俺にノラのしつけをしろと？」

　やり取りを聞いて、ドミニコラの脳裏にエスターの姿がよぎった。古城をひとり出たばかりの彼女は祖国を追放されており、ブルトーワ国には帰れない。王都の方角に向かうなら、北の森に迷い込む可能性はゼロではないだろう。

　おそらく、主もすぐにエスターの身を案じたはずである。見逃してしまうほどではあったが、黄金の瞳に一瞬動揺の色が浮かんだ。

「いえ、陛下ご本人の手をわずらわせるまでではないそうなので、森へ騎士団を派遣する許可をいただきたいとの話です」

　国民の暮らしを快適にするために尽力するのも王の務めだ。ラシルヴィストは精力的に公務を行なっているが、その姿が表に出ないことも悪名をとどろかせる原因だろう。

　ただ、レンテオからの伝言にある通り、わざわざ辺境の地に立つ古城から本人が出向くほどの問題とも思えない。

　しかし、ドミニコラの予想に反し、ラシルヴィストは重い腰を上げる。

「馬車を用意しろ」

　騎士にそう告げた主に唖然とした。

「まさか、自ら出向くつもりですか？」

　さっきまであんなに沈んでいたのに。

　最後の言葉をのみ込んで尋ねると、低い返答がきた。

「王都の騎士団が動くよりも、俺がしずめたほうが早いだろう。素行の悪い獣のしつけをするのも王の仕事だ」

　まるで、エスターに万が一にも危害が加わらないように自ら公務に向かうつもりのようだ、とは誰も口にできない。

　騎士とドミニコラは、颯爽と出ていく背中に、主の心中を察したのだった。
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「うちで働きたい？」

「はい。薬師のお仕事がもらえるのであれば、なんでもします」

「ふぅん、若手はすぐに辞めていくからねぇ。あまり信用していないんだけど」

　古城を出てから三日かけて王都に近い町にたどり着いた私は、役場の案内を頼りに髭ひげ面の男性と対面していた。

　外国から来てまだ数ヶ月という、身元が安定しない若手を雇う職場にはそうそう出会えなかったが、やっと薬の製造と薬草の販売を手がける業者の面接までたどり着けた。

　寮があるのに惹かれるけど、給料が安いし、従業員たちは皆やる気がなさそうで横柄な態度なのが気になるわ。やっぱり、経験が少ない若手だから、なめられているのかしら。

　王都のほうがより環境のいい職場が見つかるかもしれない。

　しかし、王都でラシルヴィスト様の姿を目にしてしまったら、どうしようもなく苦しくなる気がした。

　どうせなら、二度と会うことのない場所で暮らしたい。

「ちょうどいい仕事がある」

　男性が手渡してきたのは一枚の紙だ。トゲトゲした葉の植物が描かれていた。

「これは、町の近くにある北の森に自生するボテン草という薬草だ。草を見分ける観察眼を試したい。カゴいっぱいに採ってこられたら雇ってやろう」

　与えられた課題はシンプルで、薬師ならばこなせて当然のレベルである。

「ぜひ、やらせてください。期限はありますか？」

「明後日あさってまでだ。それ以上は待たない。こっちもほかの仕事が詰まっているからな」

　意地悪な言い方に気分が下がったが、引きつった笑みでやり過ごす。

　なんて投げやりな人なの。機嫌が悪いと、周囲にあたってしまうタイプ？　経験のある自分は、目下の者になにを言ってもいいと思っているんだわ。周りも助けてくれる気配がないし。

　でも、嫌われたり、小言を言われたりするのは慣れっこよ。屋根のある場所で生活ができるなら、雑草のようにたくましく生きていかなきゃ。

　紐ひもをつけたカゴを肩にかけて建物を出ると、デスクで書類を読んでいた従業員たちが口もとを隠してくすくすと笑う。こちらを見てなにかささやき合う従業員たちを無視して、私は北の森へと向かったのだった。
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「ひどいなぁ。明後日までなんて無理でしょう。そもそも北の森は野生の獣がウロチョロする危険地帯だ。それに、あの娘はただの人間。ボテン草が自生する草原は獣人でなければ近づけないのに、新人いびりですか？」

　若い男が髭面の男に声をかける。

「もしも採ってこられなかったら、契約違反とでも言って丸め込めばいい。あの容姿は薬師として働かせるより、裏取引の商売に役立てた方が儲もうかりそうだ」

「相変わらず、悪い人ですねぇ」

　エスターが去った後、その職場では黒い会話が交わされていたのだった。
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「ずいぶんと薄暗い森ね。お化けが出そう」

　湿った風が頬をなで、得体の知れない不安が押し寄せる。

　北の森はあまり人が立ち入らないのか整備されている様子がなく、うねった枝を空に伸ばす木々が生い茂っていた。

　不気味な森は、鳥の鳴き声がしただけで、びくっと反応してしまうほど怖い。

　ボテン草はどこかしら？　早く見つけてさっさと帰りたいわ。

　見本のイラストが描かれた紙を手に森をさまよう。

　すると、茂みの先に光が差し込む草原があると気がついた。木漏れ日に照らされているのは、トゲトゲした葉っぱの植物だ。

　あれは、まさか……！

　期待を胸に駆けだして、茂みを抜けたそのときだった。

「ひゃっ」

　突然足もとが崩れる感覚がして、急いで飛びのいた。視線を落とすと茂みの先に道はなく、草原との間には深い谷がある。

　転げ落ちた小さな石が、真っ暗な谷へ吸い込まれていった。底の見えない深さにぞっとする。

　危なかった。少しでも前に進んでいれば、命がなくなっていただろう。

　草原までは距離があり、とうてい自力では飛び越えられない。目を凝らして見つめると、やはり自生しているのはボテン草らしく、お目あての品に手が届かないもどかしさが込み上げた。

　どうしよう。橋はないようだし、向こうまでかぎ縄を投げて、ターザンの要領で渡るとか？

　でも、失敗して落ちたらひとたまりもない。辺りを見渡すが、こちら側にボテン草は自生していなかった。

　与えられた期間は今日を入れて三日だ。闇雲に森をさまよっても、時間を無駄にしてしまうかもしれない。

　まさか、無理難題だということをわかっていて課したの？

　意地の悪い企みに気づいて、怒りとも悲しみともつかない苦しい気持ちになったが、ここであきらめたくはなかった。

　自分でやると言ったのだ。今も昔も、頼れる人は周りにいない。

　――ポツ。

　ふと、頬に滴しずくがたれた。顔を上げると空は雲に包まれており、さっきまで輝いていた太陽が姿を消している。

　徐々に雲行きが怪しくなり、数分後には大粒の雨になっていた。

　なんて運が悪いのかしら。とにかく、どこかで雨宿りをしてやり過ごさないと。

　歩き慣れない森をしばらく進むと、小さな洞窟を見つけた。ほっと胸をなで下ろし、雨をしのぎながら濡れたケープを脱ぐ。

　ひと息ついたはいいものの、雨が上がる気配はない。

　初夏とはいえ、この地域は北部だけに、ひと晩外で過ごすことになったらさすがに寒そうね。少し雨が落ち着いたら走って町まで帰ったほうがいいかな。

　考え込んでいたそのとき、洞窟の奥からなにかの気配がした。

　勢いよく振り向くと、暗闇の中で獣の目が光る。

「ひっ！」

　恐怖で呼吸が止まった。

　目の前に現れたのは茶色い毛並みの狼だ。あきらかにボサボサで、自然の中で暮らすノラだとひと目でわかる。

　獣人ではない。これは、人間の言葉がわからない完全な獣。低い姿勢で構えてうなり、ナワバリに入り込んだ私を威嚇している。

　殺される……！

「ガルルル」

　聞き覚えのあるうなり声にはっとした。

　背後から私を抱き寄せたのは、たくましい男性の腕だ。雨に濡れた銀の髪が視界に映る。

　立派なケモ耳と黄金の瞳は、二度と会えないはずの彼だった。

「グァォ……！」

　空気がぶるぶる震えるほどの咆哮に、狼たちは「キャイン」と跳ねた。獣の本能で勝ち目がないと判断したのか、一目散に横をすり抜けて洞窟から飛び出していく。

　その背中を睨む彼は、姿が消えるまで私を離さなかった。

　やがて腕の力が抜け、震える声で尋ねる。

「どうして、ここに」

　それはたしかに、古城で別れたはずのラシルヴィスト様であった。

　夢か現実かわからず混乱していると、濡れた前髪をかき上げた彼の鋭い視線に射貫かれる。

「それはこちらのセリフだ。北の森がどんなに危険な場所かわかっているのか」

「私は新しい職場で雇ってもらうために、目あての薬草を採集しに来たんです。危険ってどういう意味ですか？」

「ここはノラの獣が巣食う無法地帯だ。多くの旅人が被害に遭っている。先ほどのお前のようにな」

　ラシルヴィスト様は、これ以上犠牲者を出さないために、仕事として獣のナワバリを限定している最中だと説明した。

　身の毛がよだつ話に血の気が引く。

　さっき助けてもらえなかったら、確実に餌にされていただろう。そんな危険な場所に放り込まれていたなんて、疑いもしなかった。

　ボテン草は北の森で多く自生しているのに、採集が難しい。だから希少価値があるのだろう。私の『観察眼を試したい』と言った髭面の男性は、ここが危険な場所であると知っていたに違いない。そのうえで私を利用しようとしたのだと悟って、行き場のない憤りを覚える。

　ラシルヴィスト様は静かに息を吐いた。

「まさか、本当にここで会うとはな……雨が上がったら、町へ帰れ」

「それはできません。明後日までに指定された薬草を持ち帰らなければ、無職になってしまいます」

「お前はまた厄介な人間に絡まれたのか。鋭い爪も牙も持たない子兎を、このような場所へ放り込んだ奴らは信用に欠ける」

　私は大好きなあなたを思い出さないで済む場所で暮らしたいから、悪条件をのみ込んで働こうとしているのよ？

　喉まで出かかったセリフは押し込めた。国外追放された若い薬師を雇ってくれる職場はそうそうない。世間は思っていたよりも甘くないと痛感する。

　それでも必死にあがこうとしているのを察してくれたのか、彼はそれ以上苦言を呈さなかった。

　雨はおさまりそうになく、ふたりきりの空間には沈黙が流れる。もう少しこのままでいるしかないようだ。

　なんとなく、ひとり分の距離を取ってお互い座った。

「さっきは、助けてくださってありがとうございました」

「雨をしのごうと駆けていたら、たまたまお前が目に入っただけだ。幻かと疑った」

「私もまたお会いできるとは想像していませんでした。なんだか、初めて会った夜みたいですね」

　嵐の夜、野犬に囲まれて殺されそうになった私を助けてくれた。美しい白い獣は見とれるほど綺麗で、まだラシルヴィスト様の正体を知らない私は「ラヴィス」と呼んでかわいがっていたっけ。

　とても恥ずかしい過去だが、私にとっては大好きな人と出会えた大切な思い出だ。

　気持ちを自覚した今、隣に視線を向けられない。少しの言動で想おもいがバレてしまいそうで怖かった。

　古城を出て、もうなんの関係もなくなった私たちは婚約者でも友人でもない。

　それなのに、胸が痛むほど一緒にいれてうれしいと感じている。

「寒いのか」

　静かに尋ねられて、はっとした。無意識に両腕をさすっていたのに自分でも気がつかなかった。

　雨に濡れたせいで体温が奪われたのか、少し肌寒い。しかし、この狭い洞窟で火を起こせば、煙が充満して逆に命が危ないだろう。

「平気です。それより、体調は大丈夫ですか？」

「心配は無用だ。薬を飲んでいるから、問題ない」

　ゆっくり立ち上がった彼は、洞窟の奥へと進んだ。首をかしげて見つめていると、上着に手をかけて脱いだ彼にギョッとした。

　濡れた白いシャツから透ける肩に動揺が走る。

　着替え……は持っていなそうよね？　濡れた服を乾かしたいとか？

　つい、視線が釘くぎづけになっていると、美しい横顔がこちらを向いて眉を寄せられた。

「背を向けていろ」

「はっ、ごめんなさい」

　視線を逸らして高まる胸を押さえる。

　数分後、やわらかな毛の感触が背中に触れた。背後から体に寄り添そう真っ白な毛並みに目を見開く。

　それは、古城の庭で毎日ともに過ごしていたラヴィスだ。

　懐かしい友の姿に固まって眺めていると、くいっと服の裾をくわえられて引き寄せられる。飛び込んだ先はモフモフの体だった。

　そのまま抱き込むように体を丸くした彼は、私の手に優しくすり寄る。

　とても温かい。もしかして、暖をとってくれているの？

　冷え切っていた体は触れ合った箇所から熱が伝わり、ぽかぽかと温まっていく。一方、立派な毛並みに包まれたラシルヴィスト様も寒くないようだ。

　ひだまりの中にいるみたい。やわらかくていい匂いで安心するな。

　つい、うとうとしそうになる意識を必死に保っていると「ぐるる」と喉を鳴らされた。大きな尻尾でなでられて、黄金の瞳が閉じる。

「このまま寝てもいいのですか？」

　以前枕にして爆睡しておいてなにを今さら、と言わんばかりの彼は、私を離そうとしなかった。

　うれしさで胸がいっぱいになって、素直に体を預ける。

　許してください。これは寒いから抱きついているんです。雨が上がれば、彼は私の前から消えてしまう。

　ずっとくっついていたいなんてわがままは言いません。

　だから今だけは、やわらかな温もりに包まれたままでいさせて。

　雨の音が響く中、幸せな夢の中へと落ちていった。




「起きろ、子兎」

　低い声で起こされ、意識がはっきりした。

　まぶたを上げると、人間の姿に戻り、品のよい服に身を包んだ彼がこちらを見下ろしている。

　洞窟の外は晴れていて安心したが、太陽の位置に違和感を覚えた。

「えっ。もしかして、もう朝ですか？」

「雨は昨夜のうちに上がったが、お前が気持ちよさそうに寝ていたから起こさなかった。獣のうろつく夜道に放り出すのも危険だろう」

　まさか、ひと晩寝てしまったなんて。

　あのモフモフのせいだわ。居心地がよくて上質なベッドみたいなんだもの。

「すみません、お仕事の途中なのに付き合わせてしまいました」

「問題ない。ノラはすでに対処済みだ。それよりも腹が減っているだろう」

　眠っている間に狩りをしたのかと動揺したが、彼が差し出したのはおいしそうな果実だった。

　市場でも売られている赤い実はちょうど食べごろで、虫にも食われていない。

　ふたり並んで空腹を満たした後、洞窟を出た。




　昨日から一転、青く晴れ渡る空の下、森を歩きながら頭を悩ませる。こんなにもいい天気なのに、私の心はどんよりとしていた。

　やっぱり、自力で薬草を採る手段が思い浮かばない以上、町に帰って事情を説明するしかないかしら。

　向こうだって無理難題を要求したのは自覚しているだろうし、交渉の余地があるかもしれない。

「ラシルヴィスト様は、このまま古城にお戻りになるのですか？」

「いや、近々予定されているモンペリエ国での公務に向けて、王都の城へ行くつもりだ。お前は町へ帰るんだろうな？」

「はい。薬草は私ひとりではどうしても手に入れられそうにない場所に生えていたので、別の課題を解決して雇ってもらえないか相談してみます」

　彼は眉を寄せて真剣な表情をした。

　詳細も告げずに危険な森へ送り込んだ職場を警戒しているようだ。代わりの課題が出されても、同じ目に遭うのではないかと気がかりらしい。

　やがてため息をつかれる。

「自生地に連れていけ」

　予想外のセリフに戸惑うものの、例の草原へと案内した。

　ラシルヴィスト様の様子をうかがうと、状況を察して深い谷を眺めている。

「お前の言う草はあれか？　谷の向こうへ行ければいいんだな？」

「そうですが……まさか、獣の姿で飛び越えるおつもりですか？」

「そこまでする距離ではない。半分で足りる」

　その瞬間、ふわりと体が浮いた。軽々と横抱きにされて驚きのあまり息が止まる。視界には立派なケモ耳と尻尾が映った。

「俺につかまれ」

　返事の代わりに首へ腕を回すと、彼は助走をつけて力強く地面を蹴った。重力を物ともせず、とうてい届かないと思っていた草原へと華麗に舞い降りる。

　本当に飛び越えてしまうなんて、獣人の脚力はすごい。背中に羽が生えたように気持ちよかった。まだ心臓がドキドキしている。

「すごいです！　ラシルヴィスト様、ありがとうございます」

　感動に包まれていると、優雅な所作で下ろされた。

「さっさとお使いを済ませろ」

　草原に腰を下ろしてあくびをした彼は、あぐらをかいて頬杖をついている。

　少し眠そう。ひと晩中、ノラが襲ってこないように守ってくれていたのかな。

　不器用な優しさに触れて、胸がきゅんと鳴った。

　それから、帰りも同じように抱きかかえられて谷を飛び越え、昼前には町にたどり着けた。カゴには満杯にボテン草が詰まっており、課題もクリアだ。

　結局送り届けてくれた彼に、深々と頭を下げる。

「本当に助かりました。ラシルヴィスト様がいなかったら、町に帰れなかったかもしれません」

「感謝をする前に反省しろ」

「お、おっしゃる通りです」

　頭に骨張った指が置かれた。力を加減した手になでられる。

「俺はお前を危険にさらすために手放したわけではない。これからは厄介ごとに首を突っ込むんじゃないぞ」

　愛しさを帯びた甘い声が鼓膜をくすぐった。ラシルヴィスト様の手が、やや雑に私の髪を乱して離れ、なでられた余韻が胸を打つ。

　奥底にしまい込んだはずの恋心があふれたとき、顔を上げた先で、長いまつ毛に縁取られた黄金の瞳と視線が合った。

「命を無駄にするな、子兎」

　彼が放つからこそ、言葉の意味がより重い。

　上着をひるがえして広い背中が遠ざかっていく。手を伸ばしてしまいそうで、返事ができなかった。

　再会してから一度も名前で呼んでくれなかったな。

　離れたのは物理的な距離だけではないと悟った瞬間、涙が頬を伝った。

　袖で滴を拭いて歩きだす。

　今さら悲しくなるなんておかしい。もう、とっくに心を切り替えたはずなのに。

　いつもあの人は流星のごとく私の前に現れる。颯爽と危機から救って、ふらりと姿を消してしまうのだ。

　想いも伝えられずに散った恋は、経験したことのないほど重く苦しいものだった。喉が熱くなり、彼のいない世界で生きる価値があるとは思えなくなる。

　しかし命を軽んじることは、残された時を懸命に生きるあの人への裏切り行為だ。

　せめて彼のために、私もなにかできればいいのに。




　薬業者の建物の前に来て、深呼吸をした後に扉を開けた。

　奥へと進み、髭面の男性にカゴを見せると、驚きを隠せないようだった。

「まさか、本当に持ってくるとはな。なかなか見込みがある」

「これで雇っていただけるんですよね？」

「もちろんだ。俺は君を信じていたよ。もう仕事を準備してある」

　なんとなく裏のある笑みを浮かべた男性は、目の前のテーブルに大きな箱を置いた。中にはぎっしりと小分けにされた葉っぱが入っている。

　その色と形には見覚えがあった。

「これはルビ草ですか？」

「あぁ。君はこの荷物をモンペリエ国まで届けるんだ。関所にはすでに話を通してあるから、三日後の出発に合わせて馬車を用意してやろう」

　ふと、違和感を覚えて尋ねる。

「あの、ルビ草はお酒に加工した状態でさえ厳正な審査が必要なのに、生の葉の輸出に関所の許可が下りているのは不自然です。それに、そもそも寄生虫を媒介する恐れがあるため、ルビ草の葉の輸出入は禁じられているはずですよね？」

　次の瞬間、男性の表情が一変した。愛想笑いのカケラもない冷たい顔は殺気すら感じる。

「だから、薬草の知識のある薬師のお前に頼むんだ。これはエピナント国とモンペリエ国の双方が承認している輸出だ。心配する必要はない。お前は言われた通りに運べばいい」

　なんとなくすっきりしないけれど、黙ってうなずくしかない。




　腑に落ちないまま、寮に入る手続きを済ませた。若い従業員から施設の間取りを説明され、落ち着いた頃には、すっかり夜になっている。

　寮の部屋の鍵は職場の管理者である髭面の男性が持っていると聞き、彼を捜した。

　そして、職場に併設されている倉庫の前を通りかかったときだ。中から低い男性の声がする。

　従業員のほとんどは食堂にいたはずだけど、終業後にまだ仕事をしているのかしら。

『結局、あの小娘がボテン草を採ってきても裏取引をさせるつもりだったんじゃないですか。やっぱり悪いお人だ』

　予想をしない会話が耳に届いて、足が止まった。

　すばやく物陰に隠れて倉庫の中の様子をうかがうと、そこは薬草がしまわれている場所で、髭面の男性と中年の男性が話し込んでいる。ふたりとも、この会社の上層部の人間だ。

『まぁ、権力の後ろ盾がある以上に、こんな小さな会社がモンペリエ国とつながっているなんて、誰も気づくもんか。暗殺計画に加担しても疑われもしないだろう。しかも新入り薬師はどう見ても潔白だ。裏取引とは無縁に見えるさ。あの冷酷な獣の王も騎士団もこれまでだ』

　指先が冷たくなって、足の感覚が消えた。

　ルビ草の効き目は舞踏会で目にしている。あの事件は、エピナント国に反感を持った一部の人間が首謀者となり、仕組んだ罠だと思い込んでいたが、これはモンペリエ国の国家ぐるみの陰謀だったのか。ラシルヴィスト様の言葉がよみがえってきた。

『近々予定されているモンペリエ国での公務に向けて、王都の城へ行くつもりだ』

　もしかしたら、今回のルビ草の輸出は暗殺計画に関係しているかもしれない。

　だとしたら、私は、ラシルヴィスト様やレンテオさんたちを殺す犯罪の片棒を担がされるの？

　必死に頭を働かせた。

　ここで逃げてラシルヴィスト様たちに知らせようにも、連絡を取る手段がない。王都や古城に着く前に捕まって、最悪の場合殺される可能性もある。

　周りは屈強な男性ばかりだし、裏取引の情報を知ってしまった今、盗み聞きをしていたのがバレたら、簡単に見逃してはくれないだろう。

　すぐに処分する方法がないうえに、移動が馬車なら途中で投げ捨てるのも無謀だ。

　こうなったら、騙だまされたフリをして私がモンペリエ国まで運ぶしかない。

　ラシルヴィスト様たちの命を狙う敵の本拠地で、うまくルビ草を処分して、なんとしてでも計画を阻止してみせる。

　静かな覚悟を胸に秘め、手のひらをきつく握りしめた。




「いいか、くれぐれも慎重にな」

　三日目の朝、髭面の男性にキツく詰め寄られる。

　いつでも尻尾が切れる末端の新人を運び屋に使うのは、自分の保身のためだ。手下が捕まっても、無関係を装うつもりなのだろう。

　私が今から裏切るとは知らずに。

　あなたに命を握られたって怖くないわ。私はいつだって、自分の守りたいもののために体を張るの。

　冤罪だとはいえ、死ぬはずだった人生を救ってくれた大切な人たちを傷つけやしない。

　馬車の荷台には大きい箱が載せられた。中身はすべてルビ草だ。

　馬車に揺られ二時間ほど経つと、国境にたどり着いた。話にあった通り、モンペリエ国の関所ではまったく足止めされなかった。

　町で雇われたなにも事情を知らない御者の男性は、犯罪に巻き込まれていると気づかないまま手綱を握っている。

　私が失敗すれば、この人にも迷惑をかけてしまうわ。絶対に暗殺計画を阻止しなきゃ。




　数時間後、到着した場所は迎賓館であった。

　国の要人として招かれているのならば当然だが、きらびやかな玄関と金きん箔ぱくで彩られた美しい天井には、ほれぼれする。

　とても綺麗な場所ね。まるで宮殿みたい。

　ロータリーに、エピナント国の紋章が入った馬車が止められていた。もうラシルヴィスト様たちが来ているという証である。

「なにをしている。荷物の搬入はこっちだ」

　玄関から真っすぐ入れるわけもなく、馬車は建物の裏手に止まった。担当者として迎えたのは五十代くらいの男性だ。

「中身を見せろ」

　ご丁寧に箱を確認している。

　やはり中身をすり替えなくて正解だった。おそらく、この男性も裏取引に加担している敵だ。少しでも怪しい動きをすれば、疑われていただろう。

「たしかに受け取ったよ。早くエピナントへ帰りなさい」

　用が済むなりしっしっと追いやられて、馬車はもと来た道を戻りだした。横目で確認すると、荷物は倉庫に運ばれている。

　私の仕事はここからだ。

「すみません。お手洗いを借りに行ってもいいですか。お腹の調子が悪くて」

　迎賓館から少し離れた道で、御者の男性に声をかけた。近くの広場に馬車の休憩所があるので、そこで待ってもらうように伝えて別れる。

　ひとりで迎賓館まで戻ると、生垣の隙間から様子を探った。

　敷地内を歩いて作戦を練りたいところだけど、この格好では自由に動けないわ。

　一か八ばちか、可能性に賭けよう。

　正装などいっさい身につけていないマント姿で玄関へ向かった。案の定、受付を任されていた警備員らしき二人組の役人に止められる。

「こら、待ちなさい。ここは一般人の立ち入りは禁止だ」

「一般人？　失礼ね、なにをおっしゃっているの。私はラシルヴィスト・ベルナルドの婚約者よ」

　フードを脱ぎ、顔をさらした。予想外の訪問者にどよめき、彼らはうろたえている。

「まさか！　今日のゲストはもう通したはずだ」

「いや、この美貌……！　舞踏会に参加していた傾国の美女に間違いない」

　ここまで来たら勢いで押し通すしかない。王をたぶらかす、わがままで非常識な悪女を演じて、たたみかけるようにツンとした態度で睨む。

「ラシルヴィストはここにいるんでしょう？　私を連れていくと言ったのに、さっさと部下だけをお供に出ていったものだから、追いかけてきたの。通してくださる？」

「い、いや、それは。勝手にご案内するわけにもいきませんし、上の者に確認をしてもよろしいですか」

「私を待たせないで。さっさとして」

　悪者エンジン全開で告げると、役人は焦って走っていった。残されたほうの男性にさらなる仕掛けを試みる。

「ねぇ、化粧室はどこ？　ラシルヴィストに会う前に身なりを整えたいわ」

　マントの下にドレスコードに合わせた着替えを持っていると見せかけてハッタリをかました。

　役人は、勝手に動き回られるよりひとつの部屋にとどめたほうがいいと判断したのだろう。意外とあっさり建物内へと案内される。

　監視を続ける男性を、化粧室の扉の前で制止した。

「まさか、中まで入ってくるの？　着替えを覗くつもり？」

「い、いえ。失礼しました」

　やっとひとりになれたものの、扉の前にピッタリくっついているはずの役人の目をかいくぐって廊下に出るのは至難の業である。

　音を立てないように化粧室の窓から中庭へと抜け出した。

　中庭は迎賓館の別棟とつながっており、メイドが忙しそうに出入りしている。どうやら、使用人たちの控え室として使われているようだ。

　テラスに飾られていた花瓶が目にとまり、ある考えが思いつく。

　うまくいく保証はないけど、自由に動くためにはやるしかないわ。

「あの、すみません」

　別館の近くで荷物を運んでいた地位のありそうなメイドに声をかける。彼女は、私の姿を見るなり目を見開いた。

「まぁ！　あなた、びしょびしょじゃない！」

　花瓶の中の水を頭からかぶり、迎賓館にふさわしくない服を脱ぎ捨てた。さすがに肌着で外には出られなかったので、化粧室のカーテンを羽織ってごまかす。

　なんとも無謀な作戦だが、ほかに方法がなかった。

「掃除中にバケツの水を誤ってかぶってしまったの。でも、ゲストが歩くカーペットを濡れた服で汚すわけにはいかないでしょう？」

「たしかにそうだけど……とりあえず、その格好を見られたらまずいわ。早くこっちに来なさい」

　急いで別館の一室に連れ込まれ、メイド服を手渡される。

「あなた、新人？　見ない顔ね」

「えぇ。今回の計画のために増員として送り込まれたの。いよいよ今夜ね……」

　思いきってカマをかけてみると、彼女は顔をこわばらせた。

　彼女の反応を見て、ラシルヴィスト様たちの暗殺計画を確信した。私が話を切り出したことに驚いているということは、この計画は一部の人にしか知らされていないのだろう。

「こんなこと、本当は許されないわ。いくらエピナント国への侵攻をもくろんでいるといっても、ゲストを手にかければ大きな争いの火種になってしまう」

　ため息をついたメイドがぽつりと口を開いた。メイドの言葉に心臓が鈍く音を立てる。

　すべてはエピナント国の兵力を削ぎ、統率をとっている冷酷な獣を暗殺するためだ。第二の故郷が戦火に巻き込まれる危機を察して血の気が引いた。

　ここでラシルヴィスト様たちを助けられなければ、被害はさらに大きくなるだろう。

　暗殺を阻止するには、早急に敵の動きを探る必要がある。今、暗殺計画の内部事情を聞き出せる相手は、彼女しかいない。

　数秒の沈黙の後、硬い表情の彼女が静かにつぶやく。

「怖くて仕方がない……相手は冷酷で非常な獣だというけれど、本当に冷酷で非常なのは私たちかもしれないわね」

　メイドの手は、微かに震えていた。上からの指示に逆らえず、嫌々従っているのだろう。

　彼女を真っすぐ見つめる。

「そうね。いつだって、私利私欲にまみれた人間のほうが、獣よりも残酷で愚かよ」

　メイドの瞳に戸惑いの色が見えた。

　もしかしたら、いけるかもしれない！

「正直に言うわ。私は、エスター・ランジェット。暗殺に加担する増員じゃない。標的になっているラシルヴィスト・ベルナルドの……婚約者よ」

　メイドは驚きで目を見開いた。

　私は大きな賭けに出た。ここでもし彼女が私を捕らえれば、すべてが終わる。それでも、できる限りメイドから暗殺計画の詳しい方法を聞き出したいと思ったし、できる気がしたのだ。

「私は、彼と大切な仲間を救いに来たの。もちろん、あなたたちのような善良な国民が犯罪の片棒を担がされるのを見過ごせない。お願い、知っていることがあるなら教えて。今夜、この迎賓館でなにが起ころうとしているの？」

　黙り込む様子に選択を間違えたかと思ったが、やがて彼女は、警戒が薄れたように私の手を取った。

　その表情からは、信頼と懇願がうかがえる。彼女もまた、暗殺など望んでいないようで、モンペリエ国の上層部を裏切り、明るい未来への期待を私に賭けてくれるらしい。

「この国の幹部は、ラシルヴィスト様たちを酔わせて殺すつもりなのよね？　お酒として仕込むのかしら？」

　以前の舞踏会の一件を想起して、言葉を選びながら尋ねると、彼女は答えた。

「私も噂くらいしか聞いていないけど、空調に使うらしいわ」

「空調？」

「そう。ルビ草のエキスを霧にして、応接室の空調に混ぜるの。初めは鼻がきく獣人に気づかれない微量でね。彼らの嗅覚が鈍ってきたら、濃度を強めて酔わせるんだって」

　つまり、ラシルヴィスト様たちは呼吸をするだけで、気づかないうちに体の自由を奪われるということ？

　恐ろしい計画にぞっとした。

　たしかに、舞踏会ではルビ草の酒だと知らないまま勧められ、みんな酔っ払ってしまった。

　警戒心が強くなった彼らは、この国で食事を取らないはずだ。

　それを逆手に取って油断させ、空調を悪用するとは許せない。

　メイド服を調達して自由に動けるようになった私は、メイドキャップをまぶかにかぶりながら本館へと向かった。

　渡り廊下は疑われもせず通ることに成功し、廊下の陰から様子をうかがうと、化粧室の前には相変わらず役人が立っている。

　よかった。まだ私が抜け出したことには気づいていないようね。

　窓の外を見ると、本館の裏手に焼却炉が見える。

　ルビ草を倉庫から盗み、ゴミに見せかけて放り込めば、すべて燃やせるはずだ。

　しかし、倉庫の近くには私からルビ草を受け取った担当者や、隙がなさそうな警備員たちがうろついている。うかつに近づけない。

　脳裏にラシルヴィスト様がよぎった。

　うまく彼らに会うことができたら、この状況を伝えられる。

　エピナント国の一行を捜し、廊下を進んだ。うつむき加減にお運びのメイドを装って辺りを見回す。

　二階へ上がってこっそり移動を始めた途端、廊下の角から現れた人物に勢いよくぶつかった。

　しまった！

　警戒したが、とっさに腕を掴んでくれた男性の緑の瞳には既視感がある。

「おっと、大丈夫ですか……って、エスターちゃん!?」

「レンテオさん！」

　信頼のおける騎士団長との再会に涙が出そうになった。

　一方、ここにいるはずのない私に出くわした彼は、ひどく動揺している。

「なにをしているの、こんなところで。まさか、古城を出た後にモンペリエ国民になったとか？　それに、そのメイド服……」

「あの、すみませんがゆっくり話している時間はないんです。とにかく、早くここから逃げてください」

　切迫した声に真剣な顔つきをしたレンテオさんは、私が迎賓館で働くメイドではないと察した。

「これはモンペリエ国の仕組んだ罠なんです。皆さんは命を狙われています」

「まさか！　やはり、この国は黒だったか」

　レンテオさんによると、この会談は急きゅう遽きょ決まった公務で、ラシルヴィスト様は舞踏会での一件を問いつめるつもりで来たらしい。

　常備薬を飲めなかったせいで体調が悪化して欠席した会談で、ラシルヴィスト様がモンペリエ国の外相から病の疑いをかけられていたという。そんな話は初耳である。

　強い姿を見せることで疑いを晴らすのも、ここに来た理由のひとつでもあったみたいだ。

　モンペリエ国の重鎮が直接会談の場に現れると聞き、裏がありそうな提案にあえて乗ったようだが、すべて仕組まれていたのだ。

「会談が始まれば、応接室の空調にルビ草の霧が混じってしまいます。それまでに、なんとしてでもここを出るべきです」

「もちろん、やすやすと殺される気はないよ。でも、こちらとしてはシラを切られる前に、モンペリエ国が国ぐるみでエピナント国の陛下と騎士団を始末しようとした証拠が欲しい」

　たしかに、敵は、舞踏会のときと同じく冷酷な獣の噂に便乗してラシルヴィスト様に罪をかぶせるつもりかもしれない。

　証拠を掴まずに言いがかりだけで会談が中止になれば、また同じ手を使われる可能性があるのだ。

「とりあえず、俺は陛下に報告してくるよ。エスターちゃんも危ないから早くここから……」

「なにをしている」

　レンテオさんの背後から低い声が飛ぶ。

　肩越しに見えたのはモンペリエ国の腕章だった。若い騎士が、険しい顔でこちらを睨んでいる。

　背筋が震えて緊張感が高まるが、レンテオさんはポーカーフェイスで答えた。

「あぁ、すみません。応接室に向かう途中でかわいいメイドを見かけたものだから、口説いていたんです」

　機転をきかせて腰を抱いた彼に、顔を隠しながら合わせる。恥ずかしがるフリをして無言でくっつくと、眉を寄せた騎士は軽く咳せき払いをして気まずそうに続けた。

「勝手な行動はお控えください。あと三十分ほどで会談が始まります」

「連絡先をもらえたら、すぐ行きますよ」

　軟派な彼はひらりと手を振って目を細めている。

　半ばあきれたように去っていく騎士が廊下の角に消えた後、ドッと冷や汗をかいた。レンテオさんも手のひらを上着の裾で拭っている。

「はぁ、危ねぇ……ごめんね、勝手に触っちゃって。陛下には内緒にして？」

「い、言いませんよ。助かりました」

　身軽に距離をとったレンテオさんは、真剣な表情に変わる。

「会談が始まるのはあと三十分後か。それまでに現状をなんとかしないとだな」

「ルビ草は私に任せてください。レンテオさんは、ご自分はもちろん、お仲間とラシルヴィスト様をお守りして」

　メイドキャップをかぶりなおし、背を向けた。

　彼は倉庫を目指す私を引き止めようとしていたが、やがて背後から応接室へ足早に駆けていく音が耳に届く。

　きっと、レンテオさんならうまくやってくれるはずだ。私は最悪の事態に備えてルビ草の処分をするだけ。

　本館から倉庫の様子をうかがうと、見張りはふたりに減っていた。会談の時刻が迫り、応接室に人手が集まっているのかもしれない。

「すみません、至急お伝えしたい連絡があります」

　見張りに近寄り、声をかけた。メイド服の私に視線が集まる。

「幹部が、作戦に変更があるから呼んでこいとおっしゃっています」

「なんだって？　もうルビ草のエキスをとり始める時間なのに、今さら変更だと？」

「はい、とても急いでおられました。会談の開始時刻が遅れれば、エピナント国のゲストたちに怪しまれてしまいます」

　焦らせたのが効いたのか、見張りは急いでその場を離れた。

　完全に姿が消えたのを見計らって倉庫に忍び込む。中には箱がいくつも積み上がっていた。もちろん、詰まっているのはルビ草だ。

　私が届けたもの以外にも、こんなにあったなんて。見張りが戻る前に焼却炉まで運ばなきゃ。

　メイド服のエプロンを広げて、できる限り多くのルビ草を包み込んだ。急いで外に出ようとかかえ上げる。

「おい」

　低い声が倉庫に響いた。

　二人組の見張りだ。本館に向かったはずの彼らが鬼の形相で扉の前に立っている。

「怪しいと思って戻ってみれば、そこでなにをしているんだ」

「そ、それは。皆さんの代わりにルビ草のエキスを抽出しようとしただけです」

「待て、顔を見せろ」

　まずい。

　危険を察したときにはもう遅い。ズカズカと近寄ってきた男に顎を掴まれた。手加減のない荒っぽい指に痛みが走る。

「お前は、例の獣の婚約者だな？　本館で役人が騒いでいた。まさか、この計画を邪魔するつもりで来たとはな」

　化粧室から抜け出したのがバレたらしい。抵抗する間もなく腕を取られ、かかえていたルビ草が辺りに散らばった。

　喉もとに剣が突き立てられ、恐怖のあまり呼吸が止まる。

「獣たちを手にかける前に、こいつを始末しよう」

「いや、その女はエピナント国の獣との交渉ごとに使えるかもしれない。幹部に判断を委ねるのはどうだ？」

　まさか、私を利用するつもり？

　信じられないセリフに力強く言い切る。

「誰が敵の交渉材料になるものですか。ラシルヴィスト様たちの命を奪おうとする奴らの命令になんか、死んでも従いません」

　いら立った男性が剣を振った。よけるものの、切っ先が首をかすめ、まともに切られた長い髪がぱらぱらと床に舞い落ちる。

　痛みを感じる余裕もない。いつ死ぬかわからない今、私にできるのは時間稼ぎだけだ。

　しかし、強引に床へ押し倒されて身動きを封じられた。抵抗しようにも腕力に差がありすぎて抜け出せない。

　ここまでか……！

　命の終わりを覚悟した次の瞬間、力強い咆哮が響き渡った。

　私を殺そうとしていた見張りの男性が、背後から襟を掴まれて振り飛ばされる。壁に体を打ちつけられた彼は、苦しそうな声をあげて地面に沈んだ。

　なにが起こったの？

　動揺に揺れる視界に映ったのは、ラシルヴィスト様だった。

　来てくれた。助けてくれた。

　安心感が込み上げたが、見るに耐えない不均等な髪型と首の傷から流れる血を認識するなり、彼の顔が一変した。

　燃えたぎる怒りを宿した瞳は震え上がるほど怖い。

「命を無駄にするなと言っただろ！」

　衝撃が体に走った。

　初めて本気で怒鳴られた。

　警戒とも威嚇とも違う、感情をありのままぶつける声が心に突き刺さる。

『俺はお前を危険にさらすために手放したわけではない。これからは厄介ごとに首を突っ込むんじゃないぞ』

　頭をよぎったのは、かつての忠告だ。

　私のためを思って言ってくれたのに、また迷惑をかけてしまった。助けるつもりだったのに、なにもできずに叱られていたら世話がない。

「なぜここに来た。お前ひとりでどうにかするつもりだったのか」

「ラシルヴィスト様に死んでほしくなかったんです」

「だからといって、単身で乗り込む奴がいるか！　お前はもう、俺の婚約者でもなんでもないだろう！」

　心が割れそうに痛む。

　彼のセリフ通り、古城を出た私はただの一般人だ。それでも、大切な人たちがいなくなるかもしれないと知って、居ても立ってもいられなかった。

　婚約者とか、そういうのは関係ない。

　危険をおかす私を突き動かしたのは、消すことのできない強い想いだ。

「あなたを愛しているから、ここに来たんです」

　ぼやけた視界で、黄金の瞳が揺れた。

　綺麗とはお世辞にも言えない格好で、望みのない告白を口にする。もう我慢はできなかった。

　自分にできることがあるなら、なんでもしたかったの。それであなたが救われるならって、痛みも覚悟してきたんだもの。

　生死を分ける緊張から解かれた途端、自分のふがいなさと罪悪感で、こらえていた涙があふれる。

「ごめん、なさい」

　頬に滴が伝うと同時に、強く強く抱きしめられた。

　あぁ、温かい。生きてる。

　たくましい腕の中で子どものように泣いた。申し訳なさでいっぱいなのに、生きてまた会えたことがうれしいと思っているのは罪なのか。

　首の傷に彼の舌が触れ、ちくりと痛みが走った。やっと痛覚がまともに戻ったと気づく。

「愚かな子兎め。残りの命が幾ばくかもわからない俺のために、尊い未来を軽々しく賭けるな」

　怒っているはずのラシルヴィスト様の声は震えていた。

　目の前の私の存在を確かめるかのように抱きしめる腕の力は強くなり、大きな体がすっぽりと私を包み込む。

　その後、暗殺計画に加担していた役人は、すべてレンテオさんの統率により獣人の騎士団によって身柄を捕らえられた。




　事件は国内外に大きく広まり、モンペリエ国の幹部の身代わりとして立てられたのであろう首謀者に重い刑罰が与えられたが、それで解決となるわけがなく、エピナント国とモンペリエ国の仲は急速に冷え込む事態となった。

　そして、ルビ草を違法に取引していた会社はラシルヴィスト様により取り締まられ、私は新たな就職先から古城へと連れ戻されたのである。




　迎賓館での事件から三日経ち、天候が落ち着かない梅雨を過ぎた季節はすっかり汗ばむ夏となった。

「おはよう、エスターさん。主がお呼びだよ」

　ドミニコラさんが穏やかに笑う。

　ラシルヴィスト様はここのところずっと公務で忙しく、顔を合わせるのは久しぶりだ。

　大胆な告白をしてから、ちゃんと話ができていない。

　あの人は覚えているのかしら？

　やや緊張しながら北塔へやって来た。重厚な扉は記憶のままで、訪れるのが懐かしい。古城にいた頃は、毎日のように過ごしていたのに。

「ラシルヴィスト様、失礼します」

　ノックをして入ると、彼は深紅のソファに腰掛けていた。「隣へ来い」と声をかけられ、ぎこちなく歩み寄る。

　サラサラした銀の髪にスッと通った鼻筋と形のいい唇は、この世のものではないほど整った造形だ。

　ブランクがあるからか、恥ずかしくて真っすぐ見られない。

「傷は平気か？」

「はい。ドミニコラさんからいただいた薬草の効きがよくて、綺麗に塞がりました」

　跡は残ったままだが、後悔はない。事件について、無謀であったと怒られたものの、騎士団や古城の使用人たちからは称賛の声があがった。

　ルビ草の仕掛けに気づかなかったら、とんでもない不幸な結末になっていたかもしれない。

「すっかり短くなってしまったな」

　指し示すのは、私の髪だ。

　肩甲骨まであったピンク色の髪は、剣で切られた長さに合わせてカットした。ボナさんが顎の位置と同じくらいに整えてくれたので、見た目はそう悪くない。

「シャンプーが楽でいいですよ。これから暑くなりますし、ボナさんにカットしてもらえて助かりました」

　ラシルヴィスト様はわずかにまつ毛を伏せて黙り込む。

　傷が残ったのを気にしているの？　すべては私が無茶をしたからで、あなたのせいじゃないのに。

　すると、彼は無言のまま自身のうなじへ両手を伸ばした。黒いチョーカーの留め具をはずしている。

「うしろを向け」

　ドキドキしながら従うと、長い指が私の首に這う。チョーカーを首に巻かれ、チャームが揺れた。

「傷跡が消えるまでは、それをしておくといい」

　善意で貸してくれただけかもしれないのに、心に満開の花が咲いた気分になる。

　緊張して、恥ずかしくて、それ以上にうれしい。

「お借りしてもよろしいのですか？」

「あぁ。エスターの首は細いから、少し大きいな」

　今、エスターって呼んだ？

　思わず目を輝かせると、クールな彼が初めて微笑を浮かべた。

「名を口にした程度でうれしそうにするな」

　感情がダダ漏れだ。

　もう、この人の前では冷たい悪者なんて演じられない。容姿だけが取り柄のひとりで生きられる強い女性のフリをしても、彼の一挙一動に舞い上がってしまう。

『あなたを愛しているから、ここに来たんです』

　倉庫での告白が頭に響く。急に意識して、頬が熱くなった。

　もう記憶にないかな？　告白について返事をもらえたわけじゃないし、話題を振られることもない。

　婚約者としても薬師としても用済みとなった今、いつまでここにいていいんだろう。

　目を逸らしてうつむくと、低く甘い声が降る。

「明日も、また部屋へ来い」

「え……？」

「明後日もその次も、これからずっとだ。お前は危なっかしくて目が離せない。俺の目の届くところで、そうやってうれしそうに笑っていろ」

　予想外の優しい命令に言葉が出なかった。

　顔を上げると、吸い込まれそうな黄金の瞳に映される。

「お前を残して死ぬとわかっていて、縛るようなセリフは口にしたくなかった。だが、俺は悪い男だからな。どうしても、お前にそばにいてほしい」

　自分を悪者にするわりには、甘すぎる独占欲だ。深い感情が込められた言葉は真っすぐ心に刺さる。

　涼しい表情で再びこちらに手を伸ばされた。

　無防備な首筋をなで、大きな片手が頬に添えられる。

「手を伸ばしたら、傷つけてしまうのではないかと怖くなる。それでも狂おしいほどに、お前に触れたくてたまらない」

　それは獲物を目の前にした獣の本能？　それとも、愛のある行動？

　頭はとっくにキャパオーバーしていた。

　胸の高鳴りは最高潮で、体の感覚が過敏になる。

　ラシルヴィスト様って、こういう口説き文句を言う人だったっけ？　いつも相づちを打つ程度で、口数もあまり多くない。

　ただ黙って私の話を聞いてくれて、めったに素直な気持ちを伝えてくれなかった。

　なのに、どういう心境の変化だろう？　もしかして、私の告白に真摯に応えようとしてくれているのかな。

「それは、私を……す、好きになってくれたという意味ですか？」

　なんてことを口走っているんだ！

　動揺のあまりとんでもない質問をすると、彼はクールな表情でまばたきをする。そして微かに目を細め、そっと前屈かがみになった。

　距離が縮まり、視界に影が落ちる。

　頬に添えられた手が首筋へ流れて、チョーカーの上からじゃれるように噛みつかれた。痛くない程度に加減された甘噛みだ。

　牙の触れたところから熱が広がり、思考が溶けるほど甘い声が耳に届く。

「あぁ。お前が愛おしい」

　呼吸すら忘れて身動きがとれない。

　硬直する私の頭をなで、ラシルヴィスト様はソファを立って部屋を出ていく。

　公務の間を縫って話す時間を取ってくれたようだけど、さらっと告白の返事を聞かされて放置される私の身になって？

　手近なクッションを抱きしめて、顔をうずめる。

　ラシルヴィスト様も私を愛しているの？　これは、夢じゃない？

『甘噛みは求愛行動だから。気に入っている子には、本能的に噛みつきたくなるもんだよ』

　かつてのレンテオさんのセリフがよみがえる。

　喜びと恥ずかしさで感情が爆発した私は、しばらくクッションから顔が上げられなかった。










永遠の誓い




「やっぱりエスターさんが掃除をしてくれると薬室が散らからなくていいね。また一緒に働けてうれしいよ」

　七月中旬。薬室で本棚の整理をしていると、白衣を着たドミニコラさんがフラスコを操りながら口を開く。

　薬師として再び古城で暮らすのを許可してもらってから、こうして仕事に励んでいる。ボナさんをはじめとした使用人たちも喜んで迎え入れてくれた。

「今後はずっと古城で働くのかい？」

「ラシルヴィスト様が『出ていきたいと思うまではここにいろ』と言ってくださったので、そのつもりです」

「ははっ。主は丸くなったね。侵入者をことごとく切り捨てていた頃とは別人だ」

　そういえば、私も初めて古城に来たときは殺されかけたんだっけ。怖くて仕方がなかったけど、今思うと懐かしい。

　ラシルヴィスト様は、私を縛るつもりはないと告げた。古城からほかの土地へ行きたくなったら自由に旅立っていいし、気に病む必要もないとのことだ。

　今さら、私があなたから離れる未来を選ぶと思っているのかしら？

「主とうまくいっているみたいだね」

　ドミニコラさんの問いかけに動揺が走った。

「な、なぜですか？」

「エスターさんがここにいるのがなによりの証拠だろう？　それに、君の首輪。主の独占欲の現れじゃないか」

　ズバズバと指摘されて返答に困る。

　たしかに古城を去ったはずの私を再び受け入れて、仕事までくれた。彼の私物を愛用しているのも事実だ。そばにいろだとか、愛おしいとも言われた。

　しかし、当の本人はモンペリエ国での一件から王都での公務が増えて古城を留守にしているし、チョーカーは首輪ではなく傷を隠すために貸してくれただけで独占欲などの深い意味はないと理解している。

　無意識にチョーカーへと手が伸びた。

　獣人の魔力に反応して人間の姿と獣化で自由にサイズが変わるらしい。

　人間の私にはなんの効果もなく、少し大きいのが逆に愛しいだなんて恥ずかしくて絶対に口にできないわ。

　そのとき、ドミニコラさんの観察していたフラスコの液体が固まりだした。彼はため息をついて眉を寄せる。

「失敗、ですか？」

「あぁ、この薬草も違ったみたいだ。やはり代だい替たい品ひんでは難しいな」

　現在、ふたりで取り組んでいるのはラシルヴィスト様の治療薬を完成させるための実験だ。あらゆる書物に目を通しながら、ドミニコラさんが各国を回って集めてきた植物を調合している。

　彼いわく、レドウ草という薬草があれば、完成する可能性が極めて高いらしい。

　しかし、めったに一般の市場には流通しておらず、似た成分の植物をかけ合わせたが、結果はご覧の通りだった。

「いくつかほかの薬草にも目星をつけて、明日もう一度市場で探してみましょうか」

「そうだね。早いところ仕上げないと、主の病がいつ悪化してもおかしくない」

　現実に引き戻された感覚がした。

　甘い恋情に浮かれている場合ではない。ラシルヴィスト様のかかえる根本的な問題はなにひとつ解決していないのだ。

　会えない間、つらくないかな。仕事に追われて帰れないようだけど、ちゃんと休めているのかしら？

　少しでも長くともに生きたい。そのためにはレドウ草が鍵になる。




　翌日、ドミニコラさんと馬車で市場へ向かった。あらゆる出店を回ったが、目あての薬草は手に入らないままだ。

　気分が落ち込む中、ぽつりと尋ねる。

「こんなに探してもないなんて、なぜレドウ草が市場から姿を消したのでしょうか」

「万能薬として名が広まっていたけれど、数十年前にある植物園の管理者が苗ごと買い占めたらしいんだ。現在薬が出回っていないのを考えると、研究のために買われたというより、利益の独占と自身の植物園の価値を高めるためだったのかもしれないね」

　無力感ともどかしさが込み上げた。

　ドミニコラさんは国内の植物園をすべて訪れて調べたが、それでも見つからなかったとぼやく。

　せめてレドウ草を買い占めた植物園の関係者がわかれば、交渉の余地があったかもしれないのに。

「すみません、もしかして薬師のドミニコラ様ですか？」

　帰り際、歩いていると白衣の若者たちに声をかけられた。本人が「はい、そうですが？」と答えるや否や、彼らの目が輝く。

「いつも、学会で研究発表を拝見しております！　先月発行された論文紙も読みました。少しお話ししてもよろしいですか？」

「エルフだとお聞きしましたが、図鑑の著者近影とまったく変わらないんですね。子どもの頃、ドミニコラ様のまとめた植物図鑑を見て薬師の道を志したんです」

　どうやら彼らはアカデミーの学生らしい。薬師の世界で権威のある憧れの人物と出会えて興奮しているようだ。

　そういえば、古城の薬室にある本棚にドミニコラさんが執筆したものが数多くあった。やはり国王陛下専属の薬師は相当の実力者である。

「私、向こうのベンチにいますね」

「あぁ、ごめんね。少し待っていてもらえるかな」

　ドミニコラさんは自らを性悪と公言してはいるが根は紳士であるため、羨望の眼差しを向ける薬師のたまごたちを無下にできない。

　声をかけて、広場の木陰にあるベンチへと腰を下ろした。雲ひとつない夏の青空がいつもより高く見える。

　ひとりになると、頭に浮かぶのはいつもラシルヴィスト様のことだ。二週間近く顔を合わせていないせいか、会いたい気持ちが強くなっていた。

『お前を残して死ぬとわかっていて、縛るようなセリフは口にしたくなかった。だが、俺は悪い男だからな。どうしても、お前にそばにいてほしい』

　告白の日から、たしかにふたりの関係は前進したはずだった。

　しかし、明日からも部屋に来いと呼んでおきながら、当の本人が古城を空けているため話ができずじまいである。

　正直、どんな顔をして会えばいいのかわからなかったから助かった。

　婚約者のフリはやめたけど、正式な婚約者にはなっていない。私たちって、恋人？

　そこまで考えて、頭がパンクしそうになった。なんとも恐れ多い。首を甘噛みされたのが夢だとすら思える。

　求愛って、どのレベルの気持ちなんだろう。獲物を食べたいという欲求とは別なのよね？　獣人はわからないことだらけ。

　つい、仕事から恋愛脳へと変わり始めたそのとき、近くから声をかけられる。

「エスター？　エスターじゃないか！」

　声をかけてきた男性を見た瞬間に、過去の記憶が頭に流れ込んだ。

　癖のある茶髪に高貴な服を着こなした背の高い彼は、忘れもしない故郷の植物園を経営する地主の息子だ。

「グレイソン、どうしてここにいるの？」

「もちろん仕事さ。父から経営を受け継いだんだ。今じゃ、俺が植物園のオーナーだよ」

　温室の管理もまともにできずに草を枯らしていたあなたが、オーナーですって？

　言葉はのみ込んだが、とうてい理解ができなかった。

　かつて、植物園の環境は私が責任を持って整えていた。

　次期経営者となるグレイソンもたまに父の指導を受けながら仕事をしていたが、暇があれば私を口説いたりサボったりして、それはもう迷惑だった記憶がある。

　国外追放をされたトラウマを嫌でも思い起こさせる人物との再会に顔をしかめるが、向こうはなんとも感じていない。

「まさか、また君に会えるとはね。やっぱり俺たちは運命の相手なんだ。今でも俺の気持ちは変わっていないよ」

「冗談はやめて。私が殺人未遂の罪をかぶせられたとき、少しもかばってくれなかったでしょう？」

「あのときは悪かったよ。でも、俺は信じていた。君は犯人じゃないって」

　なんて都合のいい人なのかしら？　薄っぺらい口説き文句ばかり並べて、私の容姿にしか興味がないのはわかっているのよ。

　黒い感情がふつふつと込み上げる。脳裏をよぎったのは、クリーム色の髪をハーフアップにしたシルエットだ。

「この前、あなたの婚約者のカティアとここで会ったわ。植物園の経営を手伝っていると言っていたけど、彼女と一緒に来ているの？」

　すると、彼は予想をはるかに超えるひと言を放った。

「彼女とは別れたよ。もう、町にもいない」

　衝撃的な返答に言葉が出ない。

「君は知らないだろうけど、カティアはエピナント国のラシルヴィスト陛下の城へ側近を忍び込ませて事件を起こしたんだ。そんな女、婚約破棄するに決まっているだろう。やっと別れる理由ができて、せいせいしたね」

　グレイソンは、私もその事件の被害者であるとは把握していないようだ。

　古城での一件でカティアの手下たちはブルトーワ国に送り返されたと聞いてはいたが、政界に顔がきく権力者の娘であるカティアの罪は不問にされると思っていた。

　しかし、相手が隣国の王だったためか、正式に裁かれたらしい。

　犯した罪と相応の罰が与えられたのは納得したものの、あんなに愛していたはずのグレイソンとの婚約がなくなって、カティアはどうしているだろう。おまけに『せいせいした』なんて言われる始末だ。その事実を素直に受け止められない自分がいる。

「城を荒らした事件があきらかになった後に、取り巻きたちがエスターの毒の件は冤罪だったと証言したんだ。カティアに対しての風向きが変わって、暮らしにくくなったんだろうね。一家で町を出ていったのはつい最近の話さ」

　故郷での私の信頼が回復したところで、周囲に敵ばかりだったのは事実だ。唯一心に引っかかっていたのは、育ての親であるランジェット夫妻に迷惑がかかっていないか、という点だけ。

　彼らはカティアの父親が営む町工場で働いていた。最悪の場合仕事がなくなってしまったかもしれない。

「ねぇ、ランジェットさんたちはどうしているの？」

「さぁね。彼らはとっくの昔に町を出たよ。ひとりで国を追われた君を捜すと言っていたな」

　驚きのあまり呼吸を忘れる。

　迷惑をかけないためにひとりで町を去ったのに、追いかけてくれたの？

　私は、ランジェット夫妻が幸せに暮らしてくれたらそれだけでよかった。

　縁を切ったとはいえ、あの町では暮らしにくいだろうと心配していたが、今どこでなにをしているかさえわからないのは不安だ。

　ブルトーワ国を去ってからの出来事に頭が追いつけずにいると、グレイソンは無遠慮に私の手を取った。

「エスター、君はやっぱり俺の妻になるべき人だ。冤罪も晴れたことだし、嫉妬深い婚約者もいない。このまま町に戻ってこないか？」

　自分勝手なセリフに身震いがする。勢いよく手を振り払い、嫌悪感をあらわにしながら睨みつけた。

「触らないで。今さらなんのつもり？　私はあなたの妻になる気はこれっぽっちもないわ。それに、今は薬師として仕事で来ているの。興味のない話に付き合う時間はない」

「相変わらずキツいところも素敵だね。市場で薬草を探しているのかい？　俺の植物園にあるなら、君にだけ特別に渡してもいい」

「残念ね、目あてはレドウ草なの。めったに手に入らない希少な薬草よ。簡単に言わないでちょうだい」

　すると、グレイソンは目を見開く。

　無理難題を提示したつもりの私は、ニヤリと口角を上げる彼に顔をしかめた。

「レドウ草だって？　これは運命だ！　うちの専売品だ、山ほどある」

「嘘でしょう？　騙されないわ。私が働いていた頃はなかったじゃない」

「祖父の代からプライベートな庭に植えているんだよ。希少価値のある薬草を勝手に持ち出されないようにね。そんなものでいいなら、いくらでもあげる」

　そんなもの呼ばわり？　いくらでもあげるだって？

　無神経な言葉に、怒りが沸点を超える。

　そもそも専売って……まさか利益のために買い占めたの？　そのせいで公共のためにつくられるはずの薬が減り、ラシルヴィスト様は長年苦しんでいるの？

　いら立ちを抑えながら言葉を続ける。

「それが本当ならぜひ欲しいけど、二言はないわよね？」

「もちろんさ。お金はいらない。その代わり、取引の条件がある」

　グレイソンはこちらへ詰め寄り、私を試すような瞳で告げた。

「君が俺の妻になるというなら、レドウ草を好きなだけあげよう」

　ただ呆ぼう然ぜんと言葉の意味を模索して、理解するまでに時間が止まった。

　信じられない交渉だ。素直にうなずけるわけがない。

「ふざけないで。それが条件ですって？　本気で私を愛していないのに、軽々しく妻になれだなんてありえない」

「希少な薬草を好きなだけ譲ると言っているんだ。君の人生にはそれだけの価値がある。俺は本気だよ、エスターを今でも愛しているんだ」

　さっきまでレドウ草を〝そんなもの〟扱いしていたくせに、私の一生と交換する気なんてどうかしているわ。

　こんなにも薄っぺらい愛はない。私はもっと、全身が震えるほどの本物の愛の熱を知っている。

「悪いけど、この話はナシよ。心に決めた人がいるの。理不尽な交渉を持ちかけるあなたの妻には一生ならない」

　早く切り上げたくてベンチを立つ。

　背中から、「気が変わったらいつでも言ってくれ。週末は市場にいるから」とグレイソンの声がした。

　あぁ、せっかくラシルヴィスト様のことを考えて心が晴れやかだったのに、どしゃ降りに遭った気分だ。

　レドウ草が手に入れば、大好きな人の命が救われるかもしれない。しかし、グレイソンの条件をのめば古城にはいられなくなる。

　ずっとそばにいたいと思うのは私のわがまま？　せっかく気持ちが通じ合ったのに、離れるのは考えられない。

「お待たせエスターさん。ごめんね、思ったよりも話し込んじゃって」

　市場からドミニコラさんが駆けてきた。暗い表情の私に、目の前で赤い瞳が揺れる。

「どうしたの？　なにかあったのかい？」

「……いえ、少し日の光を浴びすぎて疲れたのかもしれません」

「それは大変だ。早く帰って水分を取らないとね」

　夏の日差しのせいにして、どうしようもなく苦しい気持ちをごまかす。

　胸の中は心がイバラに巻きつかれたように痛み、描きかけていた未来がぼやけて消えていく気がした。




「陛下がご帰還される！　夕食は肉料理に変更だ」

　その日の夜、古城では慌ただしく声が飛び交っていた。

　久しぶりにラシルヴィスト様が帰ってくるとの情報を聞きつけ、使用人たちがそわそわと準備に追われているようだ。好物をはりきって用意するコックに微笑ましくなる。

　昔は緊張のあまりまともに会話ができない畏怖の対象でしかなかったラシルヴィスト様に対するイメージが、今では怖いけど人望のある城主へと変わったらしい。

　優しい彼の一面が理解され始めているのは、とてもうれしかった。私も、早く会って話がしたい。

　そのとき、古城に馬車が到着した。降り立ったのはラシルヴィスト様だ。品のよい黒マントに身を包み、颯爽とエントランスにやって来る。

「ラシルヴィスト様、おかえりなさいませ」

　思わず駆け寄ると、黄金の瞳がこちらをとらえた。私を認識した途端、ケモ耳と尻尾が姿を現す。

　しかし次の瞬間、張りつめていた糸が切れるように彼の膝の力が抜けた。

「ひゃっ」

　意識の途切れた体は想像以上に重い。前のめりになった彼をとっさに受け止めるが、支えきれずに床へ座り込む。

　耳は伏せられており、尻尾も元気がなかった。人間の姿から無意識に獣化してしまうほど体力がないのだ。

　シャツ越しの体が熱い。痛みに耐える呻き声が小さく漏れている。

　とても具合が悪そう。いったいどうしたの？

「エスターさん、僕が支えるよ。部屋まで一緒に運ぼう」

　駆けつけたドミニコラさんが腕を肩に回した。迎えに集まった使用人たちは、予想外の展開にざわめいている。

　ベッドに寝かせて容体を観察すると、胸の痣は以前より濃くなっていた。高熱にうなされる彼の額に浮き上がった汗を拭き、指先が震える。

「悪化しているな。病を押して働いていたけど、エスターさんの顔を見て緊張の糸が切れたんだろう」

　ドミニコラさんは冷静な声でつぶやく。

　まさか、ここまで追いつめられていたなんて想像もしていなかった。

　やがて意識を取り戻した彼はまぶたを上げる。まだ熱に浮かされているようで、焦点はぼんやりしたままだ。

「ラシルヴィスト様、大丈夫ですか」

「……すまない。また醜態をさらしてしまった」

　額に腕を置いて息を吐く彼に、ドミニコラさんが尋ねる。

「ここまで症状が重いのは初めてですね。薬は毎日服用していたんでしょう？」

「あぁ。だが、飲んでも胸の痛みが治らないうえに、兵力の向上や武器の整備で休む時間が取れなくてな。すべてはモンペリエ国との開戦が決まったのが原因だ」

　穏やかではない発言にぞくりとした。

　これまでも両国の仲は険悪で、一触即発であったが、迎賓館での事件がきっかけで大きな争いになったようだ。

　汚い手でエピナント国への侵攻を企む敵に対し、真っ向から対たい峙じする流れである。

　すべては国民や領地の平和を守るためであったとしても、簡単に受け入れられる情報ではない。

「まさか、ラシルヴィスト様も戦地へ赴くのですか？」

「獣たちの指揮は俺がとらねばならない」

　こんな体で無茶に決まっている。もし、まともに動けない間に命を狙われたら。

　最悪の結末が頭をよぎって血の気が引く。

　しかし、ラシルヴィスト様はひとりで騎士数十人分の戦力がある。国としても、彼が前線に出ないとなると相当な痛手だ。

　周囲に病を隠して戦ってきたのも、すべては隣国の侵攻から国を守るための作戦である。この窮地をしのげなければ、エピナント国の未来はない。

「とにかく、兵力を高めている間の公務は大臣とレンテオ騎士団長に任せて、療養に専念しましょう。僕も、あらゆる手を尽くして薬をつくります」

　ドミニコラさんはそう言い残し、真剣な表情で部屋を出ていった。ラシルヴィスト様も再び目を閉じて浅く呼吸をする。

　みんな必死で戦っている。私にできることは……。

　頭に浮かんだのはレドウ草だ。グレイソンの提示した条件をのむ気はなかったのに、心が揺れ動く。

　彼の命と自分の人生を天秤にはかけられない。私にとって、ラシルヴィスト様がなによりも大切だとわかりきっている。

　そのとき、熱を帯びた骨張った指が無意識に動いた。ベッドサイドに腰掛けていた私の手をすがるように握られる。

　放そうとしない彼に、愛しさと悲しみが込み上げた。

　必要としてくれているのは伝わるのに、私が選択できるのは裏切りだけ。古城を去ると告げたら、どういう顔をするかしら。

　あなたのためにほかの男の妻になるだなんて、恩着せがましいセリフは絶対に言えない。

　愛しているから、そばにいたいだけなのに。

　つながれた手を強く握り返し、ベッドサイドで静かに泣いた。




「市場へ行きたい？」

「はい。週末に時間があれば、馬車を借りる許可をいただけませんか？」

「あぁ、もちろんいいよ。古城の御者に声をかけておこう」

　翌日、薬室にこもるドミニコラさんにお願いをした。彼は、私が新たな薬草を探しに行くつもりだと勘違いしている。

　グレイソンにほかの方法で譲ってもらえないか交渉してみよう。高額な対価を要求されて借金を背負うことになろうとも、大切な人の命が救えるならそれでいい。

　ラシルヴィスト様は熱は下がったもののベッドからは起き上がれない状態だ。

　使用人たちはあえて口にしないが、以前薬室で倒れた姿も目撃しているため、なんらかの持病をかかえているのではないかと薄々察している。

　もう、ごまかしはきかない。




　週末、覚悟を決めて市場へ向かうと、グレイソンは満足げに笑っていた。

　例のベンチに腰掛け、話を切り出す。

「レドウ草を買い取ることはできない？　原価の倍以上でもいい。言い値で払うわ」

「条件を変えるつもりはないよ。俺の実家が地主だと知っているだろ？　今さら、はした金に興味はないね」

　揺らがない返答は予想通りだ。ダメもとで交渉を持ちかけるが、聞く耳を持たない。

「どうしてそこまで私を妻にしたいの？　昔も仲よくしていた記憶はないでしょう？」

「もちろん、君が美しいからさ。金目あてに寄ってくる女には興味がない。地位のある男はそれなりにつり合う妻をめとらなくてはならないんだ。エスターを連れているだけで、俺の一流のオーラに磨きがかかる」

　つまり、単なるお飾りとして私を連れ歩きたいという意味？　人の心はどこにあるの？　内面をしっかり見てくれるラシルヴィスト様とは、真逆の人間だわ。

　人間をアクセサリーのように物扱いする彼に、不信感が募る。

　この人は、私の内面をひとつも評価する気はない。愛していると告白したわりに、気持ちはひとつもこもっていないんだ。

　屈辱だが、恥を捨てて頭を下げる。

「救いたい患者がいるの。レドウ草が必要で、すぐ薬をつくらないと手遅れになるわ。私はあなたを好きになれないまま条件をのめない。どうしても、ほかの方法じゃダメ？」

　いちるの望みをかけて頼むものの、グレイソンの態度は変わらなかった。

「ずっと手に入れたいと思っていた君を逃すわけにはいかないよ。そこまでレドウ草が欲しいなら、迷うことないだろう？　妻にさえなれば、俺を愛さなくてもいいよ」

　愛さなくてもいいだって？　それで譲歩したつもり？　結婚をなんだと思っているの。

　いつまで経っても平行線だ。この間にも、ラシルヴィスト様は苦しんでいる。

　これまで何度も私を救ってきてくれた彼を助けたい。生きて幸せになってほしい。

　たとえ、私がそばにいなくても。

　心の整理がついたと察したグレイソンは低く続けた。

「条件をのむなら、必要なだけ譲ってやる。一週間後にうちの植物園へ来い。レドウ草を準備しておこう」

　グレイソンの顔は見なかった。無言でうなずいてその場を去る。心の中はひどく荒れていて、感情さえも凍りつく。

　未来は真っ黒に塗りつぶされて見えないが、そこにラシルヴィスト様の姿がないことだけははっきりと自覚していた。




「聞いたか？　モンペリエ国との開戦は一週間後らしいぞ」

　古城に戻ると、若い騎士たちが噂をしていた。

　古城で働く彼らは国の防衛部隊に配属され、王都の獣人騎士団はモンペリエ国の侵略を前線で迎え撃つらしい。

　エピナント国と、故郷であるブルトーワ国、そして敵であるモンペリエ国、ちょうど三国の国境付近に位置する古城は、騎士団の陣営となるようだ。すでに城内には緊張感が漂っている。

　開戦は、私がグレイソンの植物園に行く約束の日と重なっているのね。ラシルヴィスト様の見送りもできそうにない。

「おかえり、エスターさん。帰りが遅いから心配したよ」

　ドミニコラさんに出迎えられてドキリとした。私が交わしてきた契約は、彼の力を借りてこそ意味がある。

「すみません。市場を回りすぎてしまって……あの、戦が始まったら、ドミニコラさんはラシルヴィスト様とともに戦地へ向かうのですか？」

「いや、怪我人の手あては王都の医師がつくよ。僕は古城に残って治療薬の研究さ」

　ひそかに胸をなで下ろす。私ひとりで薬を完成できなくても、彼と一緒ならレドウ草をうまく利用できるはずだ。

「そうだ。やっと主の体調が落ち着いたよ。食事も取れるし、ひとまず峠は越えたな」

「よかった。調合した薬が効いたんですね」

「気休めのようなものだけどね。今は呼吸も安定してぐっすり眠っている。会いに行くかい？」

　少し考えて、首を横に振った。

　きっと、彼の顔を見たら泣いてしまう。すぐに帰ってこられなかったのも、心が落ち着くまで時間がかかったからである。

「起こしてしまってはいけませんから、後日お話ししに行きます」

「そう？　君が主のそばにいるのが一番癒やしになると思うけどな」

　真っすぐ優しい言葉をかけられて、目が合わせられなかった。

　その日から、私はラシルヴィスト様の自室には近づかなかった。そのまま彼に会わず、黙って別れようと決めたのだ。植物園の手入れをしながら、戦に向けた物資の調達を手伝う毎日。

　彼を避けるように忙しく動いているときだけ、大好きな彼の顔を思い出さずに済んだ。

　しかし、このまま多忙な日々を過ごして別れられると思っていた開戦前夜、ラシルヴィスト様に部屋へ呼ばれた。

　直接、体調を確認したい気持ちもある。しかし、どんな顔をして会えばいいかわからない。足に鉛がついたように重くて、誘いを素直に喜べなかった。




　彼の自室へ来るのは、想いを伝え合った日以来だ。

　戸惑いながらノックをして部屋に入ると、ソファに腰掛けていた彼は無言で体をずらして隣を空ける。

　ふたりでたわいない話をしていた頃から、そこは私の定位置になった。

　促されるまま座って見上げると、ふるるっと揺れるケモ耳が視界に映る。

　顔色もよさそう。自力で起き上がれるようになって本当によかった。

「お体は大丈夫ですか」

「心配はいらない。ここのところ安定している。お前と会えないことだけが気がかりだった」

　胸の奥にしまったはずの恋心が跳ねた。

　本心を秘めたまま、つくり笑いをする。

「庭に行く時間がなかなか取れなくて」

「薬師の仕事に加えて、使用人の手伝いもしていたそうだな。ボナから聞いている」

　彼は穏やかにこちらを見つめて続けた。

「明日から実家に帰るんだろう？」

「はい。冤罪が晴れたので、町の人たちも喜んでくれて……ブルトーワ国に戻れるようになったんです」

　すべて嘘。ブルトーワ国にランジェット夫妻はいないし、実家もない。私を待ち構えているのは、一生好きになれない旦那候補と、私をよく思っていない町の住人だけだ。

「家族と再会できそうでよかったな。この古城も戦火に巻き込まれないという保証はない。お前が安全な地で暮らせるなら俺も安心だ」

　素直に身を案じて喜んでくれる言葉が、なによりもつらい。

　でも、これは自分で決めたこと。私が国に帰ればレドウ草が手に入る。

　ラシルヴィスト様が助かるのだから、あの地獄にだって帰る価値があるの。

　そのとき、彼の長い指がこちらへ伸びた。チョーカーを軽く引っ張られてドキリとする。

「傷跡は消えたな」

　剣で斬りつけられた跡は綺麗さっぱり塞がっていた。だいぶ薄くなり、ほとんど目立たない。

　チョーカーを返さなくてはと思ってはいたが、名残惜しくて黙っていたのだ。

「長い間お借りしてしまって、すみません」

「いや、このタイミングでちょうどよかった」

　思わぬ返答に首をかしげると、彼は私のチョーカーをはずした後、立ち上がって私のうしろに回った。

　冷たい感触がして視線を落とすと、首もとに光ったのは小さな宝石のついたネックレスだ。細い銀の鎖が肌に触れている。

　つい、目を見開いた。

「びっくりしました。これは？」

「チョーカーよりも似合うだろうと、王都で用意してきた。気に入らないか？」

「まさか！　とてもうれしいです。ありがとうございます」

　髪を切られて首回りが寂しくなってしまったのを気遣かったアクセサリーである。

　ラシルヴィスト様が、わざわざ私のためにプレゼントを選んでくれたの？

　喜ぶ私を見て、心なしか穏やかな表情をしている。声も仕草も以前に比べて格段に甘い。うれしさで胸がいっぱいだ。

「古城に帰った日に渡そうと思っていたが、タイミングを逃した」

「もしかして、今日はこのネックレスを渡すつもりで呼んだのですか？」

「あぁ、お前の喜ぶ顔が見たかった」

　隣に座りなおし、こちらを覗き込んでいる。ささやかれたのは、初めて聞くほど優しい声だった。私の前でしか見せない、愛しいものに注ぐ眼差しとやわらかい表情に、目も心も奪われる。

『お前が笑っていると、心が安らぐ』

『俺の目の届くところで、そうやってうれしそうに笑っていろ』

　どうして今、楽しかった記憶がよみがえるんだろう。

　私はあなたの前からいなくなるのに。こんな素敵なプレゼントをもらう資格もない。

　気づいたら頬に涙が伝っていた。

　驚く黄金の瞳が視界に映り、急いでごまかす。

「ごめんなさい、うれしくて。変ですよね。涙が止まらない」

　優しい腕に抱き寄せられた。

　温かくて安心する居場所だ。たくましい胸もとに寄り添うと、服越しに命の鼓動が聞こえる。

　夢のような願いと相反した感情が、同時に込み上げた。

　ずっとこのまま一緒にいたい。

　生きてください。私を忘れて、幸せになって。

　口に出す勇気もないのに、ネックレスを突き返せるわけがない。

　そのとき、まぶたに気遣うようなやわらかい唇が触れた。びっくりして体が震える。

「止まったか？」

「は、い」

　ぎこちなく返事をすると至近距離で目が合い、獲物を目の前にした獣のように、彼の瞳に熱が宿った。

　唇へのキスの予感が体を駆け巡る。甘い思考に支配され、周りの音が聞こえない。

　しかし、わずかにまつ毛を伏せた彼はあえて唇をはずし、喉へ口づけを落とす。

「今日はもう遅い。部屋に戻って休め」

　はっと現実に引き戻された。

　私はなにをしているの。別れる未来を選んでおいて、甘えてはダメなのに。食べられてもいいと思うほどに期待してしまった。

「ネックレス、ありがとうございます。おやすみなさい」

「あぁ」

　再びあふれそうになる涙をこらえてソファを立つ。すばやく部屋を出ようとしたが、右腕に軽く引きとめられるような感触がした。

　視線の先で映った光景に、胸がときめく。

「あ、あのラシルヴィスト様」

「なんだ」

「ええと、尻尾……が」

　モフモフの白い尻尾が右腕に緩く絡んでいる。彼は完全に無自覚だったのか、私の指摘に目を丸くした。

　足を組み、頬杖をついて視線を逸らす。

「振りほどけるうちに早く行け」

　ツンとした冷たい口調だが、どこかやわらかい。

　名残惜しく腕を引くと、ぽつりとつぶやかれた甘い声が鼓膜をくすぐった。

「戦が終わり、故郷からこの古城に戻ってきたら、俺の腕の中に来い」

　生き抜く覚悟の込められた口説き文句に胸を打たれる。

　部屋を出ると、頬がカッと熱くなった。くるはずのない未来が尊く感じて、目頭が熱い。

　あなたの腕に飛び込めたら、どれほど幸せなのだろう。もう二度と会う機会はない。

　誰よりも気高く優しいあなたを愛していました。

「さようなら、ラシルヴィスト様」

　直接伝えられなかった別れをつぶやいた。




　ラシルヴィスト様と最後に過ごした時間を思い返し、眠れないまま夜が明けた。

　早朝に身ひとつで古城を出て森を抜けると、午前のうちに懐かしい故郷が視界に映る。

　クラシカルなレンガ造りの建物が並び、清潔感のある町だ。

　花がいたるところに植えられていて明るい雰囲気だが、足を踏み入れた途端、歓迎されていない空気を肌で感じた。

「見ろ、エスターじゃないか」

「今さら町に帰ってきて、なにをするつもりなんだ？」

　ひそひそと飛び交う会話は聞いていて気持ちのいいものではない。皆、冤罪とはいえ、追放されたはずの嫌われ者が舞い戻った光景が、信じられないようだ。

　植物園で出迎えたグレイソンは自分の思い通りに事が運び、満面の笑みである。

「待っていたよ、エスター。本当に来てくれたんだね」

「あなたの条件をのむほかに方法がなかっただけよ。レドウ草はどこ？」

「焦らないでくれ。ちゃんと用意してある」

　麻の袋に大量の緑の葉が詰められていた。

　中身を確認すると、ドミニコラさんのまとめた図鑑に記されたレドウ草とまったく同じ見た目である。

　よかった、本物だ。やっとラシルヴィスト様を救う薬草が手に入った。

　緊張と感動で袋を受け取った手を震わせていると、グレイソンは馴なれ馴なれしく肩を抱く。

「これで契約成立だな。式はいつにする？　君は俺の屋敷で暮らすだろう？」

「触らないで。……そのことだけど、結婚はレドウ草の薬ができるまで待ってほしいの。この手で患者を救ってから、心残りなく故郷に戻りたい」

　彼は不服そうだったが、私の唯一の望みをしぶしぶ了承した。




　グレイソンの所有する馬車を借り、急いで古城へと向かう。植物園の薬室に飛び込むと、ドミニコラさんは実家に帰ったはずの私の姿に驚いて目を丸くした。

　声をかけられる前に麻の袋を差し出す。

「ドミニコラさん、これを」

「レドウ草じゃないか！　この艶と葉脈は間違いない。エスターさん、いったいどこで手に入れてきたんだい？」

　自分の人生と引き換えに受け取ったとは言えない。必死に平静を装ってごまかす。

「故郷にある植物園の経営者に譲ってもらったんです」

「国内にないと思ったら、ブルトーワ国の植物園が買い占めていたんだね。いったいいくらで仕入れたの？　主に話せば、資金を出してくれるはずだよ」

「い、いえ。お金とかではないんです。とにかく、一刻も早く治療薬をつくり始めましょう」

　初めての実験は失敗も多い。ラシルヴィスト様の血から抽出した毒の成分と、レドウ草の試薬を混ぜてひたすら薬効を確かめた。

　ドミニコラさんは集中力を切らさずに調合を続け、私は助手として試験管の様子を紙に記録していく。




　研究を開始してから三日後。ひとつの試験管でようやく毒の完全な浄化が確認された。徹夜続きでクマのあるドミニコラさんが、目を輝かせる。

「これだ！　やっと長きにわたる研究が実を結んだよ。ありがとうエスターさん。君の協力がなければ成し遂げられなかった」

「とんでもない。ドミニコラさんの知識と技術のたまものです。これで、ラシルヴィスト様の病が治るんですね」

「あぁ。早く前線の主に届けなくては」

　嬉々として眠気も吹っ飛んだ様子の彼に涙腺が緩む。悲願が達成されたはずなのに、別れがつらくて仕方がない。

　試験管の薬を小瓶に詰めて、深く頭を下げた。

「今までお世話になりました」

　わずかな変化を察したのか、ドミニコラさんが戸惑って眉を寄せる。

「まるで二度と会えなくなるような口ぶりだね。戦が終われば、主に会いに来てくれるんだろう？」

「それは、できません」

　机の上のレドウ草に視線を落とすと、涙があふれそうになった。

　ここで泣いてはいけない。すべて私が選んだ道だ。

「地元の男性と結婚することになったんです。今回ブルトーワ国に帰ったら、もう古城には戻れなくなります」

「まさか、そんな。君は主と愛し合っているはずじゃ……」

　そこまで言いかけて赤い瞳がはっとする。察しのいい彼は、レドウ草を見つめていた。

「君は、未来を代償にしたのかい？」

　無言がなによりの肯定だ。別れ際に、強がって微笑んでみせ、小瓶を手渡す。

「ラシルヴィスト様をよろしくお願いします」

　最後にそう言うと、放心状態で馬車に乗り、ブルトーワ国へと帰った。




　世界は一気に灰色と化して、過去の自分に立ち返ったように笑顔もない。町の人たちはグレイソンとの結婚を聞きつけたらしく、私にとげとげしい視線を送ってきた。

　財産目あてだと思われたところで、痛くもかゆくもないわ。

　愛さなくてもよいと言われたのを盾にして、グレイソンの屋敷では部屋に閉じこもり、食事だけメイドに運んでもらう生活である。

　ぽっかりと心に穴があいた虚むなしい人生で、『エピナント国がモンペリエ国を下した』という勝利の情報だけが支えだった。

　悪事を働いていたモンペリエ国の幹部を仕留め、罪のない国民や権力に逆らえない騎士の命は奪わない、最小限の被害にとどめたという噂だ。

　敵を問答無用で切り捨てていた頃とは違う。ラシルヴィスト様は、もう冷酷な獣ではない。

　薬は無事に効いたのかしら。顔を見たい。今すぐ会いたい。そんな夢物語を思い描いていた。

　やがて結婚式の当日となった。

　純白のドレスに身を包んでも気分は落ち込んだままだ。教会の控え室に顔を出したグレイソンは、不敵な笑みで歩み寄る。

「暗いな。そんな顔をしないでくれ。君に不自由な暮らしはさせないよ。食べたいものも欲しいものも、なんでも買ってやる」

「……必要ないわ」

「こんなときまで冷たいね。まぁいい。今は受け入れられなくても、エスターが俺の妻になるのは変わらない事実だ」

　逃れられない運命にとらわれた気がした。まるでイバラのように絡みついて、身動きをしただけで心に傷がつく。

　グレイソンの妻になれば自由はない。一生町の住人から白い目で見られる人生が続くのだ。大好きな人と温かい家庭をつくるなんて、夢のまた夢。

　もう、ラシルヴィスト様への想いも捨てなきゃ。

　無言で拳を握りしめたそのときだった。

「にゃあん」

　どこからか、かわいらしい猫の鳴き声がした。グレイソンとともに視線を下ろすと、扉の隙間から黒猫が現れる。

　緑色の瞳が私を映した瞬間、わずかに細まった。

「ノラ猫か？　まったく、どこから入り込んだんだ。結婚式場に不吉な黒猫なんて縁起が悪い」

　顔をしかめたグレイソンが窓の外へ逃がそうと小さな体を抱き上げる。

　しかし、おとなしかった黒猫は、触れられた途端に「お前は触るな」と言わんばかりに瞳孔を開いて、勢いよく手を引っかいた。

「ぎゃあ！　こ、こいつ！」

　怒りに震える彼の腕から身軽に抜け出し、椅子に腰掛けていた私の膝へと飛び乗ってくる。

　一瞬だけ尻尾をくるんと腕に絡ませて、自ら窓枠へと登った。

　気まぐれでイタズラ好きの黒猫が外へ逃げていく後ろ姿を呆あっ気けにとられて眺めていると、廊下から騒がしい音が響く。

「グレイソン様、大変です」

　真っ青な顔で部屋に飛び込んできたのは、グレイソンの屋敷に勤める使用人たちだ。

　式場の準備に追われているはずの彼らは、非常に焦っている。

「騒がしいな。俺は今機嫌が悪いんだ。式までは時間があるだろう。トラブルはそっちでどうにかしろ」

「私たちではどうしようもできません。大変な事態が起こりました」

　大変な事態？

　眉を寄せると、使用人たちは予想をはるかに超えたひと言を放つ。

「式場の周りを、獰猛な獣たちが囲んでいます」

「なんだと！」

　グレイソンの裏返った声に、急いで椅子から立ち上がり窓へ駆け寄った。

　すると、震え上がるほど恐ろしくたくましい肉食獣たちが町にあふれている。大きな獅し子しの背に悠々と乗ってくつろいでいるのは、先ほどの黒猫だ。

　信じられない。これは現実？

　動揺がおさまらないグレイソンとともに、チャペルへ向かう。

　扉を開けると、目の前の光景に呼吸を忘れた。

　席に着いてざわめくゲストの中心でヴァージンロードに仁王立ちするのは、雄々しいシルエットだ。

　戦場から舞い戻ったばかりのような漆黒の正装に身を包み、銀の髪がなびいている。長いまつ毛に縁取られた黄金の瞳が、真っすぐ私を映した。

「ラシルヴィスト様……！」

　震える声で名を呼んだ。

　グレイソンも、その名前を聞いて、チャペルに乗り込んできた男性の正体に気づいたようだ。突然現れた隣国の王に頭が真っ白になったらしい。怒りも鎮火した様子の彼は、ただ状況がのみ込めずに立ち尽くす。

　どうして。

　理解が追いつかず、言葉が出ない。

「まだブルトーワ国にいたとはな。古城で出迎えがないから捜したぞ」

　あきらかに近い距離感で私に話しかけるラシルヴィスト様を見て、グレイソンはひどく戸惑っている。

　帰ってきているはずの私の姿が見えないからって、わざわざここまで？

　さらりと始まった会話に戸惑いつつ尋ねた。

「いったいなぜここにいらっしゃるのですか？　外の獣たちは……」

「エピナント国の騎士団だ。目的のためにやむを得なければ、強行突破をするつもりで来た」

　涼しい顔で歩み寄られたかと思えば、彼の表情は怒りに満ちている。

「エスター。その格好はなんだ？　気に入らぬ。早く脱げ」

「そ、そんなことを言われても困りますよ。私は今日ここで結婚するんです」

　不機嫌な鋭い視線が、私の隣に立つグレイソンを射貫いた。気弱な彼は王族の圧倒的なオーラにたじたじだ。

　こちらに焦点を戻した後、低い声が響く。

「ほかの男の妻になるつもりか？　お前が愛しているのは俺だろう」

　迷いないセリフに心臓が早鐘を打ちだした。間違いなくそうだが、そんなハッキリ大声で問われたら混乱して答えられない。

　それに、私にはグレイソンと結んだ契約がある。ラシルヴィスト様は知らないんだ。

　本音を押し込めて見つめ返す。

「古城で暮らした間のことは仕方なく婚約者の演技をしただけで、すべて本気ではありません」

「嘘を並べても無駄だ。お前が気にかけているのはレドウ草の取引だろう？　そんなもの、義理立てする必要もない」

　状況が読めない私に、ラシルヴィスト様は説明してくれた。

　レドウ草はもともとエピナント国が産地であり、国で一番の植物園が栽培や管理をしていた。希少品種なので、本来は許可なく輸出してはならないものだったそうだ。

　代々、病に苦しめられているエピナント国の王家では薬草の調査も進められていたが、数十年前は、レドウ草の可能性にまだ気づいていなかったらしい。

　一方、同じ頃、市場になかなか出回らなかったレドウ草を密輸し、栽培に成功した男性がいた。

　その男性が、グレイソンの先祖だったのである。

　希少であるものの年々需要は増え、レドウ草が金脈になると知ったグレイソンの先祖は、モンペリエ国との一件でルビ草の密輸に関わっていた例の悪徳業者を通じて詐欺を働き、エピナント国で一番の植物園を騙して買い占めたのだ。

　その後、密輸と詐欺の事実を隠蔽し続け、一族で利益を独占しながらひそかに増やし続けていた。

　ラシルヴィスト様が語った内容に、グレイソンは青い顔をして唇をきつく結んでうつむいている。

　その様子から、代々の悪事を聞かされており、隠蔽に加担していたのは明白だ。

「も、申し訳ございません！　きっかけは、ほんのでき心だったことでしょう。レドウ草はすべてエピナント国へお返しします。それで見逃していただけないでしょうか」

　グレイソンは、震えながら言った。

「なにを生ぬるい戯言を抜かしている。レドウ草をすべて渡すことなど当然だ。この獣を前にして、よくもそんな懇願ができたものだな。甘えるな。貴様の一族がおかした罪は、国交も揺るがす重罪だぞ」

　一刀両断するラシルヴィスト様は容赦がない。教会の窓の外には、獣の騎士団のほかに、ブルトーワ国の王都から派遣された警察部隊が控えているのが見える。

「ラシルヴィスト様は、グレイソンの一族の罪を裁くつもりでここに来たんですね」

　そう声をかけると、彼は眉を寄せた。

「それもあるが、一番ではない」

　視線を逸らさず、クールで凛り々りしい顔が視界に映った。

「お前をさらいに来た。帰るぞ、エスター」

　迷いのない力強い声が胸を打つ。手を差し伸べられた瞬間、グレイソンが叫んだ。

「くそ、俺の計画が台無しだ！　もうどうなってもいい！　エスターは逃がさない。早くこの獣を外へ連れ出すのだ」

　命令に、衛兵たちがはっとして、戸惑いながらもラシルヴィスト様に槍やりを構えた。

　ゲストは危険から身を守るため、いっせいに外へと逃げていく。騒然とするチャペルは結婚式どころではない。

　そのとき、人混みに紛れてマント姿の人物が私めがけて駆けてきた。

　その手には鋭いナイフが握られている。

「きゃあっ」

　悲鳴をあげると、殺意を込めた刃が一直線に襲いかかった。グレイソンは隣で震え、恐怖のあまり逃げ出そうとする。

　しかし、間にラシルヴィスト様が入り、すばやくナイフを剣ではじいた。マントのフードに隠れていたのはカティアだ。

　嫉妬に駆られて起こした事件で、家も金も婚約者も失った彼女は、恨み募って私を殺すためにゲストに紛れていたらしい。

　剣にはじかれた衝撃で、カティアは近くの衛兵のもとへと吹っ飛ぶ。

　命の危険にさらされた恐怖でうまく息ができずにいると、半分獣化したラシルヴィスト様が怒りをあらわにして尻尾を逆立てた。

　怒号の行き先はグレイソンである。

「どうして今エスターを守らなかった！　一歩遅ければ死んでいたかもしれないんだぞ」

「じ、獣人でもないのに、俺に勝ち目があるわけがないでしょう」

「種族なんて関係ない。貴様のような卑ひ怯きょうな男にエスターを奪われてたまるか」

　ふわりと体が浮いた。軽々と私を横抱きにした獣の彼は、神聖なチャペルで高らかに言い放つ。

「こいつは俺の愛する女だ。誰にも渡さない」

　感情が凍いてついていた心に、初めて血が通う。温かくて幸せな気持ちが胸にあふれて涙がこぼれた。

　獣たちを率いるラシルヴィスト様に抱かれて、私はブルトーワ国の地を後にした。




　やがて連れてこられたのは見慣れた古城だ。

　特別任務を終えて王都へ帰っていく騎士団に感謝の声をかけたラシルヴィスト様は、すぐに北塔の自室へと私を運ぶ。

　やっと体が下ろされた先は深紅のソファだった。

　気まずい。なんて声をかければいいの？

　お互い見つめ合ったまま、ふたりきりの部屋に沈黙が流れる。

「あ、の……私……」

　謝らなければならないことがたくさんある。

　彼の愛を裏切って、ほかの人の妻になろうとしたこと。相談もなしに古城を出たこと。ひとりですべてを背負おうとして結局迷惑をかけたこと。

　しかし、ごめんなさいと声が出る前に口を開いたのは向こうだった。

「エスター。この部屋での最後の会話を覚えているか」

　最後の会話？

　目の前に屈んだ彼が、ゆっくりと手を広げる。戦が始まる前、この部屋で交わした会話が頭の中に流れ込んだ。

『戦が終わり、故郷からこの古城に戻ってきたら、俺の腕の中に来い』

　記憶の中でこだましたのは、くるはずのなかった未来への甘い命令だ。

　もう我慢をする必要はない。

　迷いも不安も振りきって、たくましい胸に飛び込む。しっかりと受け止められて、強く強く抱きしめ合った。

　あぁ、帰ってこられたんだ。大好きな彼のもとに。

　緊張が途切れた瞬間、素直な言葉があふれる。

「ごめんなさい。ラシルヴィスト様に本当のことを言わないで、傷つけました」

「謝るな。お前の嘘はすぐ見抜ける。俺を愛していないフリをして、いまだにネックレスを手放さない。そんな愛らしい女がほかにいるか」

　首もとに光るのは、チョーカーの代わりにプレゼントされたネックレスだ。結婚式当日になってもどうしても捨てられずにつけ続けていた。

　そのとき、耳もとで彼の声が届く。

「お前とともにあれない生など、なんの価値もない」

　思わず涙が頬を伝った。生きてまた会えたことが、なによりも幸せだ。

「病気は治ったのですか？」

「あぁ。この体から王家の呪いは消え去っている」

　彼は、そう言いながらシャツのボタンを胸もとまではずした。鎖骨から胸もとに広がっていた黒い痣は、嘘のように綺麗になっている。

　よかった。これでもう、ラシルヴィスト様は苦しまなくて済むのね。

　顔を上げた先で、感情のこもった彼の視線が私を射貫く。

「愛している。俺の妻になれ。お前のためだけに俺は今一度、愛を持った〝人〟として生きよう」

　たくましい腕にとらえながら熱のこもった瞳で見つめて、逃がす気はさらさらないんでしょう？

　私は、もうとっくに落ちている。

「はい。ラシルヴィスト様とずっと一緒にいたいです。私より一秒でも長く生きてください」

「愚かな子兎め。お前を残して死んでたまるか」

　うなじに長い指が添えられて、引き寄せられた。初めて重なった唇は熱くてドキドキする。

　キスの余韻に包まれながら目を開けると、やわらかい笑みが視界いっぱいに広がった。穏やかで甘い大好きな表情だ。

　一度自分の気持ちを認めると、好きがあふれて止まらない。

　幸せで胸が満たされたそのとき、背中の紐が解かれた。肩から腰にかけて編み上げていたはずの締めつけが緩み、はっとする。

「ラシルヴィスト様？　な、なにを」

「ドレスを脱げと言っただろう。その格好は気に入らん」

　まさか、本気で？

　慌てて抵抗するものの、首筋を甘噛みされて力が抜けた。ソファに仰向けで倒れ込むと、熱を帯びた黄金の瞳が色っぽく細まる。

「もう知っているはずだ。獣は獲物を逃がさない」

　ずるい。どこまでも惚れさせていく。深い愛の込められたセリフに抗あらがえるわけがない。

　刺激的な口説き文句に思考がとろけて、二度目のキスを落とされた。




「やぁ、エスターちゃん。久しぶり。陛下と正式に婚約したんだって？　おめでとう」

　ひと月後。王都の城に呼ばれて向かうと、レンテオさんが挨拶をしに来てくれた。

　漆黒の髪と緑色の瞳は、ブルトーワ国の教会で見た黒猫と一緒だ。控え室で私の安否を確認した後、獅子の部下の背中に乗ってくつろいでいたのは、やっぱり彼だったのね。

「このたびはご迷惑をおかけしました。ありがとうございます」

「いやぁ、楽しかったよ。俺を不吉な黒猫呼ばわりした男にはイラッとしたけど。チャペルでのやり取りも生で見たかったな」

　完全に傍観者として楽しんだ様子の騎士団長は、騒動を思い出してニヤリと口角を上げる。

　グレイソン一族の悪事を暴いたのは、ドミニコラさんらしい。

　私の結婚相手をあらゆる情報網を駆使して調べたところ、グレイソン一族がひた隠しにしてきた過去を突き止めたようだ。古城に戻った後、ラシルヴィスト様から事情を聞いて彼にお礼を言いに行ったとき、『僕は性悪だからねぇ。主からエスターさんを奪った男の結婚をぶち壊したかっただけなんだ。礼はいらない』と軽く笑っていた。

　そして、チャペルで私を刺そうとしたカティアは再び捕まり、追放ではなく投獄されたと聞いた。

　とても同情はできないが、今後は憎しみや嫉妬から切り離された生活を送ってほしい。

　レンテオさんと別れて玉座へ向かうと、扉を開けた先で荘厳なマントを身にまとったラシルヴィスト様が腰掛けていた。

　立派なケモ耳と白い尻尾が揺れている。

　婚約をしたというのに、品のある佇まいと整いすぎた顔の造形がまぶしくて、自分の夫とは思えない。

「なにを見み惚とれている」

「す、すみません」

「ふっ、冗談だ。お前に会わせたいゲストをすでに待たせているから、早く入ってこい」

　手招きをされて、戸惑いながら歩み寄る。

　すると、後から大臣に連れられて玉座に現れたふたりに、目を丸くした。

「あぁ、エスター！　よかった。本当に生きていたのね」

「お父さん、お母さん……！」

　ラシルヴィスト様の指すゲストは、孤児の私を育ててくれたランジェット夫妻である。

　国を追われた娘を捜して町を出たものの、薬師の仕事がありそうな王都を捜しても会えずじまいで再会をあきらめていたらしい。

　グレイソンとの結婚式に私の親が参列していないと知ったラシルヴィスト様が、国中を捜してくれたそうだ。

　ランジェット夫妻は目に涙を浮かべている。

「ラシルヴィスト陛下にお話を聞いたときは驚いたわ。まさか、エスターが王妃になったとは想像もしていなかったもの」

「元気そうでよかった。もしも再会できたら王都に借りた新しい家に呼ぼうかと思っていたけど、心配はいらないみたいだな」

　彼らは、自ら縁を切り彼らのもとを離れた私に穏やかな視線を向けた。ふたりの手を取りながら笑い返す。

「不安にさせてごめんなさい。でも、私、やっと幸せになれたわ。お父さんとお母さんにも、これから親孝行させてちょうだいね」

　すると、やり取りを見守っていたラシルヴィスト様が、玉座から立ってランジェット夫妻に歩み寄る。

「城内にも自由に使える部屋を用意しましょう。広い家がよければ使用人付きの屋敷もあります。食費など生活にかかる金は、このラシルヴィストにお申しつけください」

「そっ、そんな恐れ多い。質素な暮らしで十分です」

　彼が王族らしく敬語を使うところは初めて見た。義理の息子に話しかけられるたびに「ひぃ」となっている夫妻がかわいらしい。

　これからたくさん話をしよう。私の愛する夫は怖い噂とは真逆の素敵な男性なんだって。

　そのとき、彼に優しく肩を抱かれた。

「それと、ご挨拶が遅れましたが……エスターを生涯の伴侶として迎えようと思っています」

　ランジェット夫妻はまばたきを数回した後、真剣な表情で言葉の続きを待つ。

「私に生きる希望をくれた彼女を心から愛し、守り抜くと誓います。結婚の許可をいただけますか」

　彼に続いて、頭を下げる。

　上目遣いでちらりと様子をうかがうと、にこりと微笑まれた。それがなによりの答えだ。じんわりと喜びが胸に広がる。

「エスターが選んだ相手なら、間違いないわ」

「娘をよろしくお願いします」

　ランジェット夫妻の言葉に、ラシルヴィスト様と視線を合わせて目を細めた。

　こんなにも幸せな未来がくるなんて、夢みたい。

　出会った頃は、お互い悪者のレッテルを貼られていた。

　それでも、ふたりで同じ時間を過ごすうちに不器用な優しさに触れて、少しずつ心が通い合っていったんだ。

　命の危機を何度もともに乗り越え、抗えないとあきらめかけていた運命まで変えられた。

　それは、彼が折れないでいてくれたから。どんなときも手を放さずに、深い愛で包み込んでくれたおかげだ。

　過去に思いを馳はせながら表情を緩めていると、モフモフの尻尾でじゃれるように背中をなでられる。

　気高く強く、優しいあなたが大好き。

　尻尾で私をかまいながらも涼しい顔の彼に愛しさがあふれ、頭ひとつ分背の高い体にぎゅっと抱きついた。




＊完＊










番外編　チョーカーで隠して




　婚約を無事に終えて王都から戻り、久しぶりに古城で過ごすひととき。

　アンティークに囲まれた彼の部屋は通い慣れ、ボナさんの淹いれてくれた紅茶を飲みながらソファに並んで話をするのがおなじみの光景だが、今日は違った。

「恥ずかしがるな。これは命令だ」

「どうして急にそんなことを」

「突然ではない。ずっと思っていた」

　不機嫌そうな声が耳もとで響く。

　ソファに腰掛けて体格のいい彼の足の間にすっぽりおさまり、たくましい胸に背中を預ける私は、緊張と動揺で思考が停止していた。

　黄金の瞳が容赦なくこちらをとらえる。

「ラヴィスと呼べ」

　再度下された命令は予想外のものだった。

　一歩も引く気配がない。

「ヴォルランの姿の俺には今までさんざん呼んできたくせに、なぜ口ごもる？」

「それは、改まると恥ずかしくて慣れないというか……」

「早く呼ばないと噛みつくぞ」

　いったいどうしてこんな話に？　そう思って経緯を振り返る――。

　ラシルヴィスト様に誘われて部屋に入るや否や、彼は先にソファに腰を下ろし、両手を広げた。

　促されるまま足の間に座ると、自然とうしろから抱きしめられて肩に顎をのせてきた。

　クールな彼はたまにこうやって、自らすり寄ってくるときがある。

　今日は甘えたい日なのかな？

　ぐるぐる……と喉を鳴らす彼は、白いケモ耳とモフモフの尻尾を出していた。

　ラシルヴィスト様はいつも冷静で余裕があってめったに感情を表に出さないものの、愛情表現は怠らず、大切に触れてくれる。

　ふたりきりのときに限るけれど、すっかり懐いた。

　こうしていると本当に大きなわんちゃんみたい。

　口に出すと怒られそうな考えに口角を緩ませていたとき、その様子を見た彼がささやく。

『どうした？』

『いえ、素直なラシルヴィスト様は貴重だなぁと思って』

　わずかに眉を寄せられた。

　なにが気に障ったのかわからずにいると、腰に回されていた腕に力がこもる。

『俺はいつまで〝ラシルヴィスト様〟なんだ？』

　そのセリフにまばたきをした私に、彼は低く続けた。

『正式な婚約者となったのに、ボナよりもよそよそしいのは気に食わん。ラヴィスと呼べ』

　――彼は私が愛称で呼ばないことを、ひそかに気にかけていたらしい。

　たしかに庭で日向ぼっこをしていた彼にはラヴィスと呼んで一方的にかまい倒してきたが、人間の姿ではなんとも呼びにくい。

　一国の王である年上の彼に馴れ馴れしくするわけにはいかないと一線を引いていた。

　しかし、婚約を終えた今、たしかにふたりの関係は前進したため、たとえ敬語を辞めたとしても、失礼だと叱る人はいないだろう。

　さんざん焦じらしている私にしびれを切らしたのか、彼は肩に顎をのせていた顔を上げ、耳の輪郭をなめた。

　半分獣に戻っているため舌がいつもよりざらざらしていて体が震える。

　ちらりと横へ視線をやった先で揺れる耳が見えた。声をかけられるのを待つ彼が愛おしい。

「ラヴィス……様」

　腰を抱いていた彼の長い指が首もとに移動して、うなじを支えられながらキスが落とされた。

　噛みつくようにじゃれる口づけだ。

　唇が離れて、ツンと鼻を擦り合わせられる。ふとした仕草が〝ケモノ〟っぽくてドキドキした。

「これから式を挙げて妃になれば公務も増える。客人の前では気軽に名を呼んで触れ合うこともないだろう。だが、ふたりきりのときは遠慮をするな。お前が甘えたくなったらいつでも俺の名を呼べ」

　穏やかな口調に胸が鳴る。

　これからはずっとそばにいていいんだ。何者にも邪魔されない時間が心地よい。

「名前を呼んだら甘えたいと思っているって伝わってしまうんですよね。それはそれで恥ずかしいです」

「言葉でなくとも、行動で示したらいい。俺は自分なりにお前の意図をくんで望むようにしてやる」

　愛していると口に出すのは簡単ではない。

　それでも、目いっぱいの温かな想いを伝えてくれる彼に、少しでも気持ちが返せるといいな。

　厚い胸板に手を添えて、そっと彼の首もとに顔を寄せた。ドキドキしながら勇気を出して軽く首筋を噛む。

　反応をうかがって視線を向けると彼は驚いたように目を丸くして、やがて熱を帯びた目で私を見つめ返した。

「誘っているのか」

「えっ！　ち、違います。ただヴォルランの求愛行動を真ま似ねてみただけで」

「なるほど。つまり、牙も生えていないその小さな口で俺にいたずらをしたんだな？」

　次の瞬間には軽々とソファに押し倒されていた。こちらを見下ろす黄金の瞳が細まる。

「子兎にヴォルランの戯れを教えてやろうか。そんなかわいらしい甘噛みでは満たされないだろう」

　喉を鳴らす獣の王のスイッチを入れてしまったらしい。獲物を狩る前の鋭い視線からは逃れられない。

　触れる手は力強くも優しくて、不安や恐怖は少しもなかった。

　繰り返されるキス。

　このまま食べられてしまいそう。

　ふたりの呼吸と唇が重なる小さな水音が鼓膜をくすぐり、どうしようもなく恥ずかしくなる。

　ふたりきりの部屋で狭いソファに寝転び、互いに相手だけを瞳に映す。

　口内に差し込まれた舌が絡み合い、気持ちよさで頭がぼーっとした。

　漏れる吐息が聞こえるのが嫌で我慢していると、それを察した彼に唇を甘噛みされて努力が無に帰す。

　容赦ない口づけに溺れて体が火ほ照てってきた頃、筋肉質な腕が私の体の曲線をなぞるように動いた。

　しかし、彼は焦らすばかりでキス以上を求めようとしない。

「エスター。お前は気持ちを素直に口にするのが苦手だ。ならば、今後はふたりだけに通じる合図をつくろう」

「合図？」

「あぁ。この先を欲しくなったら、俺の首を噛め」

　綺麗な首筋が目にとまる。

　それはふつうにねだるよりも恥ずかしいのでは？　なんて言い返す余裕はなかった。

　視界に映る美しい獣を前になす術すべもなく、ただ品がありながらも気だるげな色気をノーガードで浴びることしかできない。

「それは命令ですか？」

「どう受け取ってもかまわない。本能のまま手を伸ばすことはせずにお前の許しが出るまで待つというだけだ。俺はしつけの行き届いたおりこうさんだからな」

『陛下がしつけていらっしゃるからかもしれませんが、ラヴィスはとてもおりこうさんです』

　うっ。過去の会話をしっかりと記憶されている。

　私の心境をお見通しのはずなのに、あえて試すようなことをするのだ。彼はやっぱり悪い人。

　でも、こうやって胸焼けしそうなほど甘ったるい時間を過ごすのも悪くないと思える自分がいる。

　ふたりでいるときだけ、飾らない素の自分を見せられるのだ。

　完全に降参した私は恥じらいつつもチョーカーを噛む。その合図を受けて胸もとを緩めた彼のシャツから鍛え上げられた素肌が覗いた。

「ふっ……エスターのいじらしさにつけ込んで何度も命じたくなるな」

「もう！　噛み跡が残っても知りませんから」

　ぷいっと顔を逸らすと、愛しげな表情を浮かべた彼が楽しそうに口角を上げた。

　出会った頃からは考えられないほど距離が縮まり、ともに笑い合えるようになった。お互いをとらえていた足かせも暗い過去も運命も、すべてが消えて幸せな光になる。

　彼を好きになってよかった。愛される喜びを教えてもらったぶん、ずっとそばで支えていきたい。

　襟を留めていたボタンがはずされて、ひんやりとした空気が肌をなでた。鎖骨に舌が這い、やわらかな胸に手がかかる。

「こら。あまり身じろぐとソファから落ちるぞ」

「だって、ラシルヴィスト様がいろんなところにキスするから……」

「ラヴィス、だろ」

　低く甘い声が耳もとで響き、頭の中までとろけそうになる。

　しかしそのとき、脳裏にあることが浮かんだ。

「ま、待ってください。そういえば、この後、急遽会議が入ったとおっしゃっていましたよね？」

「あぁ。公務を終えたレンテオが古城に着いてからだ。まだ時間はある」

「予定より早く来てしまったらどうするんです？　私、ら、ラヴィス様と過ごした後に何ごともなかったフリをして挨拶できる気がしません」

「俺に〝おあずけ〟をするつもりか？」

　そんな、わんちゃんのしつけのように言われても。

　ぐるぐると思考を巡らす一方、彼は私の両手首を軽々と片手でまとめてソファに縫いつけた。

　いっさいの抵抗が無駄である。

「我慢はしないが手加減はしてやる」

「そ、そんな」

「俺は悪い男だからな。お前もよく知っているだろう」

　迷いなく放たれたセリフは肯定も否定もできない。

　開き直った彼は再び心臓に悪い仕草でこちらを攻め立て始め、ただ抗えない快楽の波に襲われる。

　結局彼を許したのは私で、このままもっと触れてほしいと思う気持ちも伝わっているのだろう。

　深い口づけを落とされて体の力が抜けた私は、案の定どろどろに甘やかされたのだった。




　目を覚ますと、いつのまにか彼の大きなベッドに寝かされていた。

　まどろみの中でたくましい腕に抱かれて頭をなでられた気がするが、当の本人は隙なく仕事へ向かったようだ。どんなときもスマートで、こちらばかり余裕がないのが少し悔しい。

　爽やかで甘いコロンの残り香とシーツの温もりがそこにある。

　この匂いには覚えがあった。

『私が渡したコロン、捨てずに持っていてくれたんですね』

『甘ったるい匂いがした。実にお前が好きそうな香りだ』

　彼の自室に通い始めてすぐの頃に交わした会話がよみがえる。

　コロンは、私がまだラヴィスの正体も知らないとき、古城から去ると思っていた日に餞別として贈った思い出の品だ。こぼれて半分ぐらいになってしまったけど。

　甘ったるいと言いながら、大切に使ってくれているのよね。

　うれしくて、顔の筋肉が無意識に緩んでしまう。胸の奥がキュンとして、今すぐ会って抱きつきたくなる。

　孤高で近寄りがたく、今でも人前でめったに笑わない国王陛下から、可憐な花の匂いがするようになり、古城の使用人たちが生温かい眼差しを向けていると彼は気づいているかしら。

　今度、お揃いのコロンを作ってプレゼントしたら、使ってくれるかな。

　そんなことを考えながら、金の装飾に縁取られた鏡に映る自分を見ると、首に彼のチョーカーが巻かれていた。

　不思議に思って指を引っかけた途端、彼の意図に気づく。

　白くきめ細やかな首筋に居座っていたのは、噛み跡ではなく知らない間に刻まれたキスマークだ。

　無防備にさらされていた首に触れたはずの唇の感触を想像して、かぁっと頬が熱くなる。

「うぅ～……ぶかぶかのチョーカーじゃ隠しきれないじゃないですか……！」

　枕に顔を押しあててこぼしたかわいらしい不満は、きっとケモ耳の夫に筒抜けなのであった。

　ふたりの甘い日々はまだ始まったばかり。




＊番外編・完＊










あとがき




　はじめまして、こんにちは。篠宮渚と申します。

　この本をお手に取って、ここまで読んでくださり、本当にありがとうございます。

　エスターとラシルヴィストの物語を紙書籍という形で読者様にお届けできるとは夢にも思っていなかったので、あとがきを書きながら、このような機会をいただけた幸せを噛みしめております。

　世の中に多くの物語がある中でこの小説を見つけ、貴重なお時間を割いてページをめくってくださったことに、感謝の気持ちでいっぱいです。今、あとがきを読んでいるあなたに作品を通して出会えたことが、とてもうれしいです。




　この小説はエスター視点で話が進みますが、あとがきでは、怖い・冷たい・無表情の三拍子揃った孤高のラシルヴィストに視点を置いた話を少しお届けします。

　正体を知らないエスターに好き勝手モフモフされていた序盤のシーン。表に出さないものの、「なんだ、この生き物は」と強い衝撃を受けた彼は、自分の中に芽生えた温かい感情に戸惑いながらも、彼女に興味を持っていきました。

「耳と尻尾を出して」とねだられたときは「なにが楽しいんだか」と思いながら、側にいられる口実ができて、実は少し喜んでいます。素直ではありませんが、部屋を出ていくエスターを尻尾で引きとめたときといい、尻尾は正直です。

　ちびモフが生まれたとしたら、エスターに対するのと同じように、尻尾であやすことでしょう。そして、足や背中によじ登る無邪気なちびモフを見て、臣下や使用人たちは日々慌てているかもしれません。

　ちびモフは、ラヴィスを枕に爆睡したエスターの血を確実に受け継いでいます。

　なんて、もしもの未来の話でした。




　最後になりましたが、お世話になった担当様、刊行に携わってくださった皆様に感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。

　この物語を、読者様に少しでも楽しんでいただけたなら幸いです。

　また、どこかでお会いできることを願って。




篠しの宮みや 渚なぎさ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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